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留
意
事
項

本
書
は
あ
く
ま
で
参
考
と
し
て
配
布
す
る
も
の
で
す
の
で
、
各
条
文
に
つ
い
て
は
、
官
報
等
に
よ
り
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
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○
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る

医
療
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

（
平
成
十
年
十
二
月
二
十
八
日
）

（
厚
生
省
令
第
九
十
九
号
）

改
正

平
成
一
二
年
一
〇
月
二
〇
日
厚
生
省
令

第
一
二
七
号

同

一
三
年

三
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第

八
〇
号

同

一
四
年
一
〇
月
二
九
日
同

第
一
四
〇
号

同

一
五
年
一
〇
月
三
〇
日
同

第
一
六
七
号

同

一
六
年

九
月
一
五
日
同

第
一
二
八
号

同

一
七
年

七
月
二
七
日
同

第
一
二
四
号

同

一
九
年

三
月
二
三
日
同

第

二
六
号

同

一
九
年

三
月
二
七
日
同

第

三
一
号

同

一
九
年

五
月

二
日
同

第

八
二
号

同

一
九
年
一
二
月
二
五
日
同

第
一
五
二
号

同

一
九
年
一
二
月
二
八
日
同

第
一
五
九
号

同

二
〇
年

二
月
二
七
日
同

第

一
三
号

同

二
〇
年

三
月
三
一
日
同

第

七
七
号

同

二
〇
年

五
月

二
日
同

第
一
〇
六
号

同

二
〇
年
一
二
月
二
六
日
同

第
一
八
三
号

同

二
一
年

七
月
二
二
日
同

第
一
三
三
号

同

二
一
年

八
月
二
五
日
同

第
一
三
六
号

同

二
二
年

一
月
二
八
日
同

第

一
〇
号

同

二
三
年

一
月
一
四
日
同

第

六
号

同

二
三
年

五
月
一
九
日
同

第

六
一
号

同

二
三
年

七
月
二
九
日
同

第

九
七
号

同

二
三
年
一
二
月
二
一
日
同

第
一
五
〇
号

同

二
三
年
一
二
月
二
八
日
同

第
一
五
七
号

同

二
四
年

三
月
一
三
日
同

第

三
〇
号

同

二
四
年

六
月
二
九
日
同

第

九
七
号

同

二
五
年

三
月

七
日
同

第

二
三
号

同

二
五
年

九
月
三
〇
日
同

第
一
一
四
号

同

二
六
年

三
月
二
八
日
同

第

二
八
号

同

二
六
年

七
月
三
〇
日
同

第

八
七
号

同

二
六
年

九
月

九
日
同

第
一
〇
三
号

同

二
七
年

一
月
二
一
日
同

第

八
号

同

二
七
年

三
月
三
一
日
同

第

五
七
号

同

二
七
年

四
月
二
八
日
同

第

九
六
号

同

二
七
年

五
月
一
二
日
同

第
一
〇
一
号

同

二
七
年

九
月
二
八
日
同

第
一
四
七
号

同

二
七
年

九
月
二
九
日
同

第
一
五
〇
号

（
同

二
七
年

一
一
月

四
日

官
報
正
誤
）

同

二
八
年

三
月
一
六
日
同

第
三
三
号

同

二
八
年

三
月
一
七
日
同

第
三
四
号
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感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第

百
十
四
号
）
第
六
条
第
五
項
、
第
十
一
条
、
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規

定
を
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）、
第
十
三
条
第
一
項
（
同
条
第
五
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）、
第
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
十
五
条
第

四
項
及
び
第
七
項
、
第
十
七
条
第
三
項
（
第
二
十
三
条
（
第
二
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）、
第
四
十
五
条
第
三
項
及
び
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）、
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
七
条
、
第
二
十
八
条
、
第

二
十
九
条
、
第
三
十
二
条
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
五
項
、
第
三
十
六
条
第
一
項
（
同
条
第

四
項
（
第
五
十
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
及
び
同
条
第
三
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
及
び
第
三
項
（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）、
第
三
十
八
条
第
五
項
及
び
第
六
項
、
第
四
十
四
条
並
び
に
第
五
十
一
条
第
一
項
（
同

条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
基
づ
き
、
感
染
症
の
予
防
及
び

感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

目
次第

一
章

五
類
感
染
症
（
第
一
条
）

第
二
章

特
定
感
染
症
予
防
指
針
（
第
二
条
）

第
三
章

感
染
症
に
関
す
る
情
報
の
収
集
及
び
公
表
（
第
三
条
―
第
九
条
の
五
）

第
四
章

就
業
制
限
そ
の
他
の
措
置
（
第
十
条
―
第
十
三
条
）

第
五
章

消
毒
そ
の
他
の
措
置
（
第
十
三
条
の
二
―
第
十
九
条
）

第
六
章

医
療
（
第
二
十
条
―
第
二
十
三
条
の
二
）

第
七
章

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
（
第
二
十
三
条
の
三
―
第
二
十
三
条
の
五
）

第
八
章

新
感
染
症
（
第
二
十
三
条
の
六
―
第
二
十
七
条
）

第
九
章

結
核
（
第
二
十
七
条
の
二
―
第
二
十
七
条
の
十
一
）

第
十
章

輸
入
届
出
（
第
二
十
八
条
―
第
三
十
一
条
）

第
十
一
章

特
定
病
原
体
等
（
第
三
十
一
条
の
二
―
第
三
十
一
条
の
四
十
）

第
十
二
章

雑
則
（
第
三
十
二
条
―
第
三
十
六
条
）

附
則

第
一
章

五
類
感
染
症

（
平
一
五
厚
労
令
一
六
七
・
全
改
）

（
五
類
感
染
症
）

第
一
条

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年

法
律
第
百
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
六
条
第
六
項
第
九
号
に
規
定
す
る
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
感
染
性
の
疾
病
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

ア
メ
ー
バ
赤
痢

二

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

三

咽

頭
結
膜
熱

い
ん

四

Ａ
群
溶
血
性
レ
ン
サ
球
菌
咽
頭
炎

五

カ
ル
バ
ペ
ネ
ム
耐
性
腸
内
細
菌
科
細
菌
感
染
症

六

感
染
性
胃
腸
炎

七

急
性
出
血
性
結
膜
炎

八

急
性
脳
炎
（
ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
脳
炎
、
西
部
ウ
マ
脳
炎
、
ダ
ニ
媒
介
脳
炎
、
東
部
ウ

マ
脳
炎
、
日
本
脳
炎
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
ウ
マ
脳
炎
及
び
リ
フ
ト
バ
レ
ー
熱
を
除
く
。）

九

ク
ラ
ミ
ジ
ア
肺
炎
（
オ
ウ
ム
病
を
除
く
。）
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十

ク
ロ
イ
ツ
フ
ェ
ル
ト
・
ヤ
コ
ブ
病

十
一

劇
症
型
溶
血
性
レ
ン
サ
球
菌
感
染
症

十
二

細
菌
性
髄
膜
炎
（
第
十
四
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
以

下
同
じ
。）

十
三

ジ
ア
ル
ジ
ア
症

十
四

侵
襲
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
感
染
症

十
五

侵
襲
性
髄
膜
炎
菌
感
染
症

十
六

侵
襲
性
肺
炎
球
菌
感
染
症

十
七

水
痘

十
八

性
器
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

十
九

尖

圭
コ
ン
ジ
ロ
ー
マ

せ
ん
け
い

二
十

先
天
性
風
し
ん
症
候
群

二
十
一

手
足
口
病

二
十
二

伝
染
性
紅

斑は
ん

二
十
三

突
発
性
発
し
ん

二
十
四

播
種
性
ク
リ
プ
ト
コ
ッ
ク
ス
症

二
十
五

破
傷
風

二
十
六

バ
ン
コ
マ
イ
シ
ン
耐
性
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
感
染
症

二
十
七

バ
ン
コ
マ
イ
シ
ン
耐
性
腸
球
菌
感
染
症

二
十
八

百
日

咳せ
き

二
十
九

風
し
ん

三
十

ペ
ニ
シ
リ
ン
耐
性
肺
炎
球
菌
感
染
症

三
十
一

ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ

三
十
二

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎

三
十
三

無
菌
性
髄
膜
炎

三
十
四

薬
剤
耐
性
ア
シ
ネ
ト
バ
ク
タ
ー
感
染
症

三
十
五

薬
剤
耐
性
緑

膿

菌
感
染
症

の
う

三
十
六

流
行
性
角
結
膜
炎

三
十
七

流
行
性
耳
下

腺

炎

せ
ん

三
十
八

淋

菌
感
染
症

り
ん

（
平
一
九
厚
労
令
二
六
・
全
改
、
平
二
三
厚
労
令
六
・
平
二
五
厚
労
令
二
三
・
平

二
六
厚
労
令
一
〇
三
・
一
部
改
正
）

第
二
章

特
定
感
染
症
予
防
指
針

（
特
定
感
染
症
予
防
指
針
を
作
成
す
る
感
染
症
）

第
二
条

法
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
感
染
症
は
、
次
に
掲

げ
る
も
の
と
す
る
。

一

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

二

ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
熱

三

黄
熱

四

結
核

五

後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群

六

性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症

七

性
器
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

八

西
部
ウ
マ
脳
炎
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九

尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
ー
マ

十

チ
ク
ン
グ
ニ
ア
熱

十
一

デ
ン
グ
熱

十
二

東
部
ウ
マ
脳
炎

十
三

日
本
脳
炎

十
四

梅
毒

十
五

風
し
ん

十
六

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
ウ
マ
脳
炎

十
七

麻
し
ん

十
八

マ
ラ
リ
ア

十
九

野
兎
病

と

二
十

リ
フ
ト
バ
レ
ー
熱

二
十
一

淋
菌
感
染
症

（
平
一
九
厚
労
令
二
六
・
全
改
、
平
一
九
厚
労
令
一
五
九
・
平
二
六
厚
労
令
二
八

・
平
二
七
厚
労
令
九
六
・
一
部
改
正
）

第
三
章

感
染
症
に
関
す
る
情
報
の
収
集
及
び
公
表

（
医
師
の
届
出
）

第
三
条

法
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。

一

診
断
し
た
患
者
及
び
当
該
感
染
症
に
つ
い
て
同
項
に
よ
る
届
出
が
既
に
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
場
合

二

診
断
し
た
結
核
の
無
症
状
病
原
体
保
有
者
に
つ
い
て
結
核
医
療
を
必
要
と
し
な
い
と

認
め
ら
れ
る
場
合

（
平
一
九
厚
労
令
二
六
・
全
改
、
平
二
一
厚
労
令
一
三
三
・
平
二
一
厚
労
令
一
三

六
・
一
部
改
正
）

第
四
条

法
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
（
新
感
染
症
（
法
第
五
十
三
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
一
類
感
染
症
と
み
な
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）
に

か
か
っ
て
い
る
と
疑
わ
れ
る
者
を
除
く
。）
に
つ
い
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
医
師
が
届

け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

当
該
者
の
職
業
及
び
住
所

二

当
該
者
が
成
年
に
達
し
て
い
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
保
護
者
（
親
権
を
行
う

者
又
は
後
見
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
氏
名
及
び
住
所
（
保
護
者
が
法
人
で
あ
る

と
き
は
、
そ
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）

三

感
染
症
の
名
称
及
び
当
該
者
の
症
状

四

診
断
方
法

五

当
該
者
の
所
在
地

六

初
診
年
月
日
及
び
診
断
年
月
日

七

病
原
体
に
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
（
感
染
症
の
患
者
に
あ
っ
て
は
、
発
病

し
た
と
推
定
さ
れ
る
年
月
日
を
含
む
。）

八

病
原
体
に
感
染
し
た
原
因
、
感
染
経
路
、
病
原
体
に
感
染
し
た
地
域
（
以
下
「
感
染

原
因
等
」
と
い
う
。）
又
は
こ
れ
ら
と
し
て
推
定
さ
れ
る
も
の

九

診
断
し
た
医
師
の
住
所
（
病
院
又
は
診
療
所
で
診
療
に
従
事
し
て
い
る
医
師
に
あ
っ

て
は
、
当
該
病
院
又
は
診
療
所
の
名
称
及
び
所
在
地
）
及
び
氏
名

十

そ
の
他
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た
め
に
必
要
と
認
め
る
事
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項

２

新
感
染
症
に
か
か
っ
て
い
る
と
疑
わ
れ
る
者
に
つ
い
て
、
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
医
師
が
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
は
、
前
項
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
四

号
か
ら
第
十
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
新
感
染
症
と
疑
わ
れ
る
所
見
と
す
る
。

３

法
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
五
類
感
染
症
は
、

次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

侵
襲
性
髄
膜
炎
菌
感
染
症

二

麻
し
ん

４

法
第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
五
類
感
染
症
（
法

第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
感
染
症
の
患
者
に
つ
い
て
届
け
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
に
限
る
。）
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

ア
メ
ー
バ
赤
痢

二

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
（
Ｅ
型
肝
炎
及
び
Ａ
型
肝
炎
を
除
く
。）

三

カ
ル
バ
ペ
ネ
ム
耐
性
腸
内
細
菌
科
細
菌
感
染
症

四

急
性
脳
炎
（
ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
脳
炎
、
西
部
ウ
マ
脳
炎
、
ダ
ニ
媒
介
脳
炎
、
東
部
ウ

マ
脳
炎
、
日
本
脳
炎
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
ウ
マ
脳
炎
及
び
リ
フ
ト
バ
レ
ー
熱
を
除
く
。）

五

ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
症

六

ク
ロ
イ
ツ
フ
ェ
ル
ト
・
ヤ
コ
ブ
病

七

劇
症
型
溶
血
性
レ
ン
サ
球
菌
感
染
症

八

後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群

九

ジ
ア
ル
ジ
ア
症

十

侵
襲
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
感
染
症

十
一

侵
襲
性
肺
炎
球
菌
感
染
症

十
二

水
痘
（
患
者
が
入
院
を
要
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
限
る
。）

十
三

先
天
性
風
し
ん
症
候
群

十
四

梅
毒

十
五

播
種
性
ク
リ
プ
ト
コ
ッ
ク
ス
症

十
六

破
傷
風

十
七

バ
ン
コ
マ
イ
シ
ン
耐
性
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
感
染
症

十
八

バ
ン
コ
マ
イ
シ
ン
耐
性
腸
球
菌
感
染
症

十
九

風
し
ん

二
十

薬
剤
耐
性
ア
シ
ネ
ト
バ
ク
タ
ー
感
染
症

５

法
第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
五
類
感
染
症
（
法

第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
感
染
症
の
無
症
状
病
原
体
保
有
者
に
つ
い
て
届

け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
限
る
。）
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群

二

梅
毒

６

法
第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
医
師
が
届

け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
は
、
第
一
項
第
三
号
、
第
四
号
及
び
第
六
号
か
ら
第
九
号

ま
で
に
掲
げ
る
事
項
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
五
類
感
染
症
に
係
る
も
の
に
あ
っ

て
は
、
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た
め
に
必
要
な
事
項
と
し
て
当

該
五
類
感
染
症
ご
と
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

７

法
第
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
同
条
第
一
項
に

規
定
す
る
届
出
を
受
け
た
後
七
日
と
す
る
。
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８

前
各
項
の
規
定
は
、
法
第
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定

を
準
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
第
六
号
中
「
初

診
年
月
日
及
び
診
断
年
月
日
」
と
あ
る
の
は
「
検
案
年
月
日
及
び
死
亡
年
月
日
」
と
、
同

項
第
九
号
中
「
診
断
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
検
案
し
た
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
平
一
二
厚
令
一
二
七
・
平
一
三
厚
労
令
八
〇
・
平
一
四
厚
労
令
一
四
〇
・
平
一

五
厚
労
令
一
六
七
・
平
一
六
厚
労
令
一
二
八
・
平
一
九
厚
労
令
二
六
・
平
一
九
厚

労
令
一
五
九
・
平
二
三
厚
労
令
一
五
七
・
平
二
五
厚
労
令
二
三
・
平
二
六
厚
労
令

一
〇
三
・
平
二
七
厚
労
令
一
〇
一
・
一
部
改
正
）

（
獣
医
師
の
届
出
）

第
五
条

法
第
十
三
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の

（
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
動
物
の
所
有
者
が
行
う
届
出
に
あ
っ
て
は
、
第
二
号
及
び

第
八
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。）
と
す
る
。

一

動
物
の
所
有
者
（
所
有
者
以
外
の
者
が
管
理
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
者
。
第

三
号
に
お
い
て
同
じ
。）
の
住
所

二

動
物
の
所
有
者
が
な
い
、
又
は
明
ら
か
で
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
占
有
者
の
氏
名

及
び
住
所

三

動
物
の
所
有
者
又
は
占
有
者
が
法
人
の
場
合
は
、
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

四

動
物
の
種
類

五

動
物
が
出
生
し
、
若
し
く
は
捕
獲
さ
れ
た
場
所
又
は
飼
育
さ
れ
、
若
し
く
は
生
息
し

て
い
た
場
所

六

動
物
の
所
在
地

七

感
染
症
の
名
称
並
び
に
動
物
の
症
状
及
び
転
帰

八

診
断
方
法

九

初
診
年
月
日
及
び
診
断
年
月
日

十

病
原
体
に
感
染
し
た
と
推
定
さ
れ
る
時
期

十
一

感
染
原
因

十
二

診
断
し
た
獣
医
師
の
住
所
（
診
療
施
設
そ
の
他
の
施
設
で
診
療
に
従
事
し
て
い
る

獣
医
師
に
あ
っ
て
は
、
当
該
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地
）
及
び
氏
名

十
三

同
様
の
症
状
を
有
す
る
他
の
動
物
又
は
そ
の
死
体
の
有
無
及
び
人
と
動
物
と
の
接

触
の
状
況
（
診
断
し
た
際
に
把
握
し
た
も
の
に
限
る
。）

十
四

そ
の
他
獣
医
師
が
感
染
症
の
発
生
の
予
防
及
び
そ
の
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
に
必

要
と
認
め
る
事
項

２

前
項
の
規
定
は
、
法
第
十
三
条
第
五
項
に
お
い
て
同
条
第
一
項
の
規
定
を
準
用
す
る
場

合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
第
八
号
中
「
診
断
方
法
」
と
あ
る

の
は
「
検
案
方
法
」
と
、
同
項
第
九
号
中
「
初
診
年
月
日
及
び
診
断
年
月
日
」
と
あ
る
の

は
「
検
案
年
月
日
及
び
死
亡
年
月
日
」
と
、
同
項
第
十
二
号
及
び
第
十
三
号
中
「
診
断
し

た
」
と
あ
る
の
は
「
検
案
し
た
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
に
あ
っ
て
は
、
市
長
又
は
区
長
。

第
八
条
、
第
二
十
条
第
二
項
第
二
号
、
第
二
十
条
の
三
第
三
項
、
第
五
項
及
び
第
六
項
、

第
二
十
一
条
（
結
核
指
定
医
療
機
関
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）、
第
二
十
三
条
の
三
、
第
二

十
三
条
の
四
、
第
二
十
六
条
の
二
並
び
に
第
二
十
六
条
の
三
に
お
い
て
同
じ
。）
は
、
法

第
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
速
や
か
に
法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
の
実
施
そ
の
他
所
要
の
措
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置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
平
一
六
厚
労
令
一
二
八
・
全
改
、
平
一
九
厚
労
令
二
六
・
平
二
〇
厚
労
令
一
〇

六
・
平
二
三
厚
労
令
一
五
〇
・
一
部
改
正
）

（
指
定
届
出
機
関
の
指
定
の
基
準
）

第
六
条

法
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
五
類
感
染
症
は
、
次

の
表
の
各
項
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
と
し
、
同
項
に
規
定
す
る
五
類
感
染
症
の
発
生
の
状

況
の
届
出
を
担
当
さ
せ
る
指
定
届
出
機
関
の
指
定
は
、
地
域
に
お
け
る
感
染
症
に
係
る
医

療
を
提
供
す
る
体
制
、
保
健
所
の
設
置
の
状
況
、
人
口
等
の
社
会
的
条
件
、
地
理
的
条
件

等
の
自
然
的
条
件
そ
の
他
の
地
域
の
実
情
を
勘
案
し
て
同
欄
に
掲
げ
る
五
類
感
染
症
の
区

分
（
以
下
こ
の
条
並
び
に
次
条
第
一
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
五
類
感
染
症
指
定
区

分
」
と
い
う
。）
に
応
じ
、
原
則
と
し
て
当
該
各
項
の
下
欄
に
定
め
る
病
院
又
は
診
療
所

の
う
ち
当
該
五
類
感
染
症
指
定
区
分
の
感
染
症
に
係
る
指
定
届
出
機
関
と
し
て
適
当
と
認

め
る
も
の
に
つ
い
て

行
う
も
の
と
す
る
。

一

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
咽
頭
結
膜
熱
、

診
療
科
名
中
に
小
児
科
を
含
む
病
院
又

Ａ
群
溶
血
性
レ
ン
サ
球
菌
咽
頭
炎
、
感
染

は
診
療
所

性
胃
腸
炎
（
病
原
体
が
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
で

あ
る
も
の
を
除
く
。）、
水
痘
、
手
足
口
病
、

伝
染
性
紅
斑
、
突
発
性
発
し
ん
、
百
日
咳
、

ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ
及
び
流
行
性
耳
下
腺
炎

二

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

診
療
科
名
中
に
内
科
又
は
小
児
科
を
含

及
び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
を

む
病
院
又
は
診
療
所

除
く
。）

三

急
性
出
血
性
結
膜
炎
及
び
流
行
性
角
結
膜

診
療
科
名
中
に
眼
科
を
含
む
病
院
又
は

炎

診
療
所

四

性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
、
性
器
ヘ
ル
ペ

診
療
科
名
中
に
産
婦
人
科
若
し
く
は
産

ス
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
ー

科
若
し
く
は
婦
人
科
、
医
療
法
施
行
令

マ
及
び
淋
菌
感
染
症

（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
三
百
二
十
六

号
）
第
三
条
の
二
第
一
項
第
一
号
ハ
及

び
ニ
（
２
）
の
規
定
に
よ
り
性
感
染
症

と
組
み
合
わ
せ
た
名
称
を
診
療
科
名
と

す
る
診
療
科
又
は
泌
尿
器
科
若
し
く
は

皮
膚
科
を
含
む
病
院
又
は
診
療
所

五

ク
ラ
ミ
ジ
ア
肺
炎
（
オ
ウ
ム
病
を
除
く
。）、
患
者
を
三
百
人
以
上
収
容
す
る
施
設
を

細
菌
性
髄
膜
炎
、
ペ
ニ
シ
リ
ン
耐
性
肺
炎

有
す
る
病
院
で
あ
っ
て
、
そ
の
診
療
科

球
菌
感
染
症
、
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎
、

名
中
に
内
科
及
び
外
科
を
含
む
も
の

無
菌
性
髄
膜
炎
、
メ
チ
シ
リ
ン
耐
性
黄
色

ブ
ド
ウ
球
菌
感
染
症
及
び
薬
剤
耐
性
緑
膿

菌
感
染
症

六

感
染
性
胃
腸
炎
（
病
原
体
が
ロ
タ
ウ
イ
ル

診
療
科
名
中
に
小
児
科
を
含
む
病
院
若

ス
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）

し
く
は
診
療
所
又
は
患
者
を
三
百
人
以

上
収
容
す
る
施
設
を
有
す
る
病
院
で
あ

っ
て
、
そ
の
診
療
科
名
中
に
内
科
及
び

外
科
を
含
む
も
の
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２

法
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
疑
似
症
は
、
次
の
表
の
各

項
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
と
し
、
同
項
に
規
定
す
る
疑
似
症
の
発
生
の
状
況
の
届
出
を
担

当
さ
せ
る
指
定
届
出
機
関
の
指
定
は
、
地
域
に
お
け
る
感
染
症
に
係
る
医
療
を
提
供
す
る

体
制
、
保
健
所
の
設
置
の
状
況
、
人
口
等
の
社
会
的
条
件
、
地
理
的
条
件
等
の
自
然
的
条

件
そ
の
他
の
地
域
の
実
情
を
勘
案
し
て
同
欄
に
掲
げ
る
疑
似
症
の
区
分
（
以
下
こ
の
条
並

び
に
次
条
第
一
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
疑
似
症
指
定
区
分
」
と
い
う
。）
に
応
じ
、

原
則
と
し
て
当
該
各
項
の
下
欄
に
定
め
る
病
院
又
は
診
療
所
の
う
ち
当
該
疑
似
症
指
定
区

分
の
疑
似
症
に

係
る
指
定
届
出
機
関
と
し
て
適
当
と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

摂
氏
三
十
八
度
以
上
の
発
熱
及
び
呼
吸
器

診
療
科
名
中
に
内
科
又
は
小
児
科
を
含

症
状
（
明
ら
か
な
外
傷
又
は
器
質
的
疾
患

む
病
院
又
は
診
療
所

に
起
因
す
る
も
の
を
除
く
。）

二

発
熱
及
び
発
し
ん
又
は
水
疱

診
療
科
名
中
に
内
科
、
小
児
科
又
は
皮

膚
科
を
含
む
病
院
又
は
診
療
所

（
平
一
二
厚
令
一
二
七
・
平
一
五
厚
労
令
一
六
七
・
平
一
九
厚
労
令
二
六
・
平
一

九
厚
労
令
一
五
九
・
平
二
〇
厚
労
令
一
三
・
平
二
〇
厚
労
令
一
〇
六
・
平
二
三
厚

労
令
六
・
平
二
五
厚
労
令
一
一
四
・
平
二
六
厚
労
令
一
〇
三
・
一
部
改
正
）

（
感
染
症
の
発
生
の
状
況
及
び
動
向
の
把
握
）

第
七
条

法
第
十
四
条
第
二
項
の
届
出
は
、
当
該
指
定
届
出
機
関
に
係
る
五
類
感
染
症
指
定

区
分
の
感
染
症
の
患
者
又
は
こ
れ
ら
に
よ
り
死
亡
し
た
者
に
つ
い
て
は
診
断
し
、
又
は
検

案
し
た
日
の
属
す
る
週
の
翌
週
（
診
断
し
、
又
は
検
案
し
た
日
が
日
曜
日
の
場
合
に
あ
っ

て
は
、
当
該
診
断
し
、
又
は
検
案
し
た
日
の
属
す
る
週
）
の
月
曜
日
（
前
条
第
一
項
の
表

の
四
の
項
の
上
欄
に
掲
げ
る
五
類
感
染
症
、
ペ
ニ
シ
リ
ン
耐
性
肺
炎
球
菌
感
染
症
、
メ
チ

シ
リ
ン
耐
性
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
感
染
症
又
は
薬
剤
耐
性
緑
膿
菌
感
染
症
に
係
る
も
の
に
あ

っ
て
は
、
診
断
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
初
日
）
に
、
当
該
指
定
届
出
機
関
に
係
る

疑
似
症
指
定
区
分
の
疑
似
症
の
患
者
に
つ
い
て
は
直
ち
に
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

次
に
掲
げ
る
場
合
は
、
当
該
届
出
を
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

一

当
該
指
定
届
出
機
関
（
患
者
を
三
百
人
以
上
収
容
す
る
施
設
を
有
す
る
病
院
で
あ
っ

て
、
そ
の
診
療
科
名
中
に
内
科
及
び
外
科
を
含
む
も
の
の
う
ち
、
都
道
府
県
知
事
が
指

定
す
る
も
の
に
限
る
。）
に
係
る
前
条
第
一
項
の
表
の
二
の
項
の
上
欄
に
掲
げ
る
五
類

感
染
症
の
患
者
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
患
者
が
入
院
を
要
し
な
い
と
認
め
ら

れ
る
場
合

二

当
該
指
定
届
出
機
関
に
係
る
疑
似
症
指
定
区
分
の
疑
似
症
の
患
者
に
係
る
も
の
に
あ

っ
て
は
、
当
該
疑
似
症
が
二
類
感
染
症
、
三
類
感
染
症
、
四
類
感
染
症
又
は
五
類
感
染

症
の
患
者
の
症
状
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合

２

法
第
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
前
条
第
一
項
の

表
の
二
の
項
の
上
欄
に
掲
げ
る
五
類
感
染
症
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
前
項
第
一
号
の
指
定

届
出
機
関
が
届
け
出
る
場
合
に
あ
っ
て
は
診
断
し
た
患
者
に
係
る
集
中
治
療
室
及
び
人
工

呼
吸
器
の
使
用
の
有
無
並
び
に
脳
波
検
査
そ
の
他
急
性
脳
症
の
発
症
の
有
無
を
判
断
す
る

た
め
に
必
要
な
検
査
の
実
施
に
関
す
る
事
項
と
し
、
前
条
第
一
項
の
表
の
五
の
項
の
上
欄

に
掲
げ
る
五
類
感
染
症
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
原
因
と
な
っ
た
病
原
体
の
名
称
及
び
そ

の
識
別
の
た
め
に
行
っ
た
検
査
の
方
法
と
す
る
。

３

法
第
十
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
報
告
は
、
五
類
感
染
症
指
定
区
分
の
感
染
症
の
患
者

又
は
こ
れ
ら
に
よ
り
死
亡
し
た
者
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
届
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出
を
受
け
た
後
七
日
以
内
に
、
疑
似
症
指
定
区
分
の
疑
似
症
の
患
者
に
係
る
も
の
に
つ
い

て
は
直
ち
に
行
う
も
の
と
す
る
。

（
平
一
二
厚
令
一
二
七
・
平
一
五
厚
労
令
一
六
七
・
平
一
九
厚
労
令
二
六
・
平
二

三
厚
労
令
六
・
平
二
三
厚
労
令
九
七
・
平
二
六
厚
労
令
一
〇
三
・
一
部
改
正
）

（
指
定
提
出
機
関
の
指
定
の
基
準
）

第
七
条
の
二

法
第
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
五
類
感
染

症
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症

を
除
く
。）
と
し
、
同
項
に
規
定
す
る
五
類
感
染
症
の
患
者
の
検
体
又
は
当
該
感
染
症
の

病
原
体
の
提
出
を
担
当
さ
せ
る
指
定
提
出
機
関
の
指
定
は
、
地
域
に
お
け
る
感
染
症
に
係

る
医
療
を
提
供
す
る
体
制
、
保
健
所
の
設
置
の
状
況
、
人
口
等
の
社
会
的
条
件
、
地
理
的

条
件
等
の
自
然
的
条
件
そ
の
他
の
地
域
の
実
情
を
勘
案
し
て
、
原
則
と
し
て
診
療
科
名
中

に
内
科
若
し
く
は
小
児
科
を
含
む
病
院
若
し
く
は
診
療
所
又
は
衛
生
検
査
所
の
う
ち
当
該

五
類
感
染
症
に
係
る
指
定
提
出
機
関
と
し
て
適
当
と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
行
う
も
の
と

す
る
。

（
平
二
七
厚
労
令
一
四
七
・
追
加
）

（
五
類
感
染
症
の
患
者
の
検
体
等
の
検
査
）

第
七
条
の
三

法
第
十
四
条
の
二
第
二
項
の
提
出
は
、
毎
月
一
回
（
感
染
症
の
発
生
の
状
況

及
び
動
向
を
迅
速
か
つ
正
確
に
把
握
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
毎
週
一
回
）、
当
該
指
定
提
出
機
関
（
病
院
又
は
診
療
所
に
限
る
。）
に
係
る
前
条

に
規
定
す
る
五
類
感
染
症
の
患
者
を
診
断
し
、
又
は
当
該
指
定
提
出
機
関
（
衛
生
検
査
所

に
限
る
。）
の
職
員
が
当
該
患
者
の
検
体
若
し
く
は
当
該
感
染
症
の
病
原
体
に
つ
い
て
検

査
を
実
施
し
た
後
速
や
か
に
行
う
も
の
と
す
る
。

２

法
第
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う

も
の
と
す
る
。

一

法
第
十
四
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
検
査
を
実
施
す
る
施
設
（
以
下
「
検
査
施

設
」
と
い
う
。）
は
、
前
条
に
規
定
す
る
五
類
感
染
症
の
患
者
の
検
体
又
は
当
該
感
染

症
の
病
原
体
の
検
査
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
検
査
室
を
有
し
、
こ
れ
を
用
い
て
検

査
を
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

検
査
施
設
に
お
い
て
、
検
査
の
精
度
管
理
（
検
査
に
従
事
す
る
者
の
技
能
水
準
の
確

保
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
検
査
の
精
度
を
適
正
に
保
つ
こ
と
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

を
定
期
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
国
又
は
都
道
府
県
そ
の
他
の
適
当
と
認
め
ら
れ
る

者
が
行
う
精
度
管
理
に
関
す
る
調
査
を
定
期
的
に
受
け
る
こ
と
。

三

検
査
を
実
施
す
る
部
門
（
以
下
「
検
査
部
門
」
と
い
う
。）
に
つ
き
、
次
に
掲
げ
る

業
務
を
行
う
専
任
の
管
理
者
（
以
下
「
検
査
部
門
管
理
者
」
と
い
う
。）
を
置
く
こ
と
。

た
だ
し
、
ハ
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
検
査
を
実
施
す
る
者
（
以
下
「
検
査
員
」
と

い
う
。）
の
中
か
ら
検
査
の
区
分
ご
と
に
指
定
し
た
者
（
以
下
「
検
査
区
分
責
任
者
」

と
い
う
。）
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

イ

検
査
部
門
の
業
務
を
統
括
す
る
こ
と
。

ロ

次
号
ハ
の
規
定
に
よ
り
報
告
を
受
け
た
文
書
に
従
い
、
当
該
業
務
に
つ
い
て
速
や

か
に
是
正
処
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ハ

検
査
に
つ
い
て
第
七
号
に
規
定
す
る
標
準
作
業
書
に
基
づ
き
、
適
切
に
実
施
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
標
準
作
業
書
か
ら
逸
脱
し
た
方
法
に
よ
り
検
査
が
行
わ
れ

た
場
合
に
は
、
そ
の
内
容
を
評
価
し
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ニ

検
査
の
業
務
に
従
事
す
る
者
に
対
し
、
第
八
号
ニ
の
文
書
に
基
づ
き
、
研
修
を
受
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け
さ
せ
る
こ
と
。

ホ

そ
の
他
必
要
な
業
務

四

検
査
の
業
務
及
び
精
度
の
確
保
に
関
す
る
文
書
を
作
成
し
、
当
該
文
書
に
記
載
さ
れ

る
と
こ
ろ
に
従
い
、
専
ら
検
査
の
業
務
及
び
精
度
の
確
保
を
行
う
部
門
（
以
下
「
信
頼

性
確
保
部
門
」
と
い
う
。）
に
つ
き
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
自
ら
行
い
、
又
は
業
務
の

内
容
に
応
じ
て
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
た
者
に
行
わ
せ
る
者
（
以
下
「
信
頼
性
確
保
部
門

管
理
者
」
と
い
う
。）
を
置
く
こ
と
。

イ

第
八
号
ヘ
の
文
書
に
基
づ
き
、
検
査
の
業
務
の
管
理
に
つ
い
て
内
部
監
査
を
定
期

的
に
行
う
こ
と
。

ロ

第
八
号
ト
の
文
書
に
基
づ
き
、
検
査
の
精
度
管
理
を
定
期
的
に
実
施
す
る
た
め
の

事
務
を
行
う
こ
と
。

ハ

イ
の
内
部
監
査
及
び
ロ
の
検
査
の
精
度
管
理
の
結
果
（
是
正
処
置
が
必
要
な
場
合

に
あ
っ
て
は
、
当
該
是
正
処
置
の
内
容
を
含
む
。）
を
検
査
部
門
管
理
者
に
対
し
て

文
書
に
よ
り
報
告
す
る
と
と
も
に
、
当
該
結
果
を
記
録
す
る
こ
と
。

ニ

そ
の
他
必
要
な
業
務

五

検
査
部
門
管
理
者
及
び
信
頼
性
確
保
部
門
管
理
者
が
当
該
部
門
を
管
理
す
る
上
で
必

要
な
権
限
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

六

検
査
部
門
管
理
者
及
び
検
査
区
分
責
任
者
は
信
頼
性
確
保
部
門
管
理
者
を
兼
ね
る
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
。

七

次
の
表
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
標
準
作
業
書
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
検
査

を
実
施
す
る
こ
と
。

作
成
す
べ
き
標
準
作
業
書
の
種
類

記
載
す
べ
き
事
項

検
査
標
準
作
業
書

一

検
査
項
目

二

検
体
の
種
類

三

検
査
方
法

四

作
業
環
境

五

試
薬
等
に
関
す
る
事
項

六

検
体
等
の
取
扱
方
法

七

機
械
器
具
に
関
す
る
事
項

八

検
査
操
作
上
の
注
意
点

九

検
査
の
手
順

十

検
査
に
関
す
る
記
録
の
作
成
要
領
及
び
保
管

方
法

十
一

検
査
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
資
格
に

関
す
る
事
項

十
二

作
成
及
び
改
定
年
月
日

検
査
の
信
頼
性
確
保
試
験
標
準
作
業

一

検
査
の
信
頼
性
確
保
試
験
実
施
計
画
の
作
成

書

要
領

二

検
査
の
信
頼
性
確
保
試
験
の
実
施
方
法

三

検
査
の
信
頼
性
確
保
試
験
に
関
す
る
記
録
の

作
成
要
領
及
び
保
管
方
法

四

作
成
及
び
改
定
年
月
日

八

次
に
掲
げ
る
文
書
を
作
成
す
る
こ
と
。
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イ

組
織
内
の
各
部
門
の
権
限
、
責
任
及
び
相
互
関
係
等
に
つ
い
て
記
載
し
た
文
書

ロ

文
書
の
管
理
に
つ
い
て
記
載
し
た
文
書

ハ

記
録
の
管
理
に
つ
い
て
記
載
し
た
文
書

ニ

教
育
訓
練
に
つ
い
て
記
載
し
た
文
書

ホ

不
適
合
業
務
及
び
是
正
処
置
等
に
つ
い
て
記
載
し
た
文
書

ヘ

内
部
監
査
の
方
法
を
記
載
し
た
文
書

ト

検
査
の
精
度
管
理
の
方
法
を
記
載
し
た
文
書

チ

内
部
監
査
及
び
検
査
の
精
度
管
理
の
結
果
に
基
づ
き
講
じ
た
是
正
措
置
に
つ
い
て

記
載
し
た
文
書

リ

検
査
結
果
書
の
発
行
の
方
法
を
記
載
し
た
文
書

ヌ

遺
伝
子
検
査
に
お
け
る
汚
染
防
止
に
つ
い
て
記
載
し
た
文
書

ル

そ
の
他
検
査
の
業
務
及
び
精
度
の
確
保
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
文
書

３

法
第
十
四
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
報
告
は
、
検
査
の
結
果
の
判
明
後
速
や
か
に
行

う
も
の
と
す
る
。

４

法
第
十
四
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。

一

患
者
の
性
別
及
び
年
齢

二

指
定
提
出
機
関
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
保
健
所
名
及
び
当
該
保
健
所
所
在
地
の
都
道

府
県
名（

平
二
七
厚
労
令
一
四
七
・
追
加
）

（
法
第
六
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
十
四
条
の
二
第
二
項
の

提
出
）

第
七
条
の
四

指
定
提
出
機
関
の
管
理
者
が
、
法
第
六
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え

て
適
用
す
る
法
第
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
提
出
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、

同
項
中
「
同
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
指
定
提
出
機
関
を
指
定
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
当
該

指
定
提
出
機
関
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
平
二
七
厚
労
令
一
四
七
・
追
加
（
平
二
七
年
一
一
月
四
日
官
報
正
誤
））

（
感
染
症
の
発
生
の
状
況
、
動
向
及
び
原
因
の
調
査
）

第
八
条

都
道
府
県
知
事
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
、
法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
を
実
施

す
る
も
の
と
す
る
。

一

一
類
感
染
症
、
二
類
感
染
症
、
三
類
感
染
症
、
四
類
感
染
症
若
し
く
は
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
患
者
が
発
生
し
、
又
は
発
生
し
た
疑
い
が
あ
る
場
合

二

五
類
感
染
症
の
発
生
の
状
況
に
異
状
が
認
め
ら
れ
る
場
合

三

国
内
で
発
生
し
て
い
な
い
感
染
症
で
あ
っ
て
国
外
で
ま
ん
延
し
て
い
る
も
の
が
発
生

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

四

動
物
が
人
に
感
染
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
感
染
症
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
場
合

五

そ
の
他
都
道
府
県
知
事
が
必
要
と
認
め
る
場
合

２

都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
を
実
施
す
る
と
き
は
、
採
取
し
た
検

体
、
検
査
結
果
を
記
載
し
た
書
類
そ
の
他
の
感
染
症
の
発
生
の
状
況
、
動
向
及
び
原
因
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
必
要
な
物
件
の
提
出
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

３

法
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
感
染
症
を
人
に
感
染
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
動
物
又

は
そ
の
死
体
の
所
有
者
又
は
管
理
者
そ
の
他
の
関
係
者
は
、
同
項
の
規
定
の
迅
速
か
つ
的

確
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
、
動
物
又
は
そ
の
死
体
が
感
染
症
に
か
か
り
、
又
は
か
か
っ
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て
い
る
疑
い
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
最
寄
り
の
保
健
所
長
を

経
由
し
て
都
道
府
県
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項

に
規
定
す
る
物
件
が
あ
る
と
き
は
、
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
内
容
が
、
感
染
原
因
等
、
感
染

症
の
ま
ん
延
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
重
要
と
認
め
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
大

臣
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
同
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

５

法
第
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の

と
す
る
。

一

第
七
条
の
三
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
及
び
第
八
号
の
規
定
は
、
法
第
十
五

条
第
四
項
の
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

二

法
第
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
一
類
感
染
症
、
二
類
感
染
症
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
感
染
症
又
は
新
感
染
症
に
係
る
検
査
を
実
施
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次
の

表
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
標
準
作
業
書
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
検
査
を
実
施

す
る
こ
と
。

作
成
す
べ
き
標
準
作
業
書
の
種
類

記
載
す
べ
き
事
項

試
薬
等
管
理
標
準
作
業
書

一

試
薬
等
の
容
器
に
す
べ
き
表
示
の
方
法

二

試
薬
等
の
管
理
に
関
す
る
注
意
事
項

三

試
薬
等
の
管
理
に
関
す
る
記
録
の
作
成
要
領

四

作
成
及
び
改
定
年
月
日

機
械
器
具
保
守
管
理
標
準
作
業
書

一

機
械
器
具
の
名
称

二

常
時
行
う
べ
き
保
守
点
検
方
法

三

定
期
的
な
保
守
点
検
に
関
す
る
計
画

四

故
障
が
起
こ
っ
た
場
合
の
対
応
の
方
法

五

機
械
器
具
の
保
守
管
理
に
関
す
る
記
録
の
作

成
要
領

六

作
成
及
び
改
定
年
月
日

培
養
細
胞
管
理
標
準
作
業
書

一

細
胞
の
入
手
先
等
に
関
す
る
記
録
の
作
成
要

領
二

細
胞
の
継
代
方
法

三

細
胞
の
凍
結
保
存
方
法
及
び
再
起
培
養
方
法

四

細
胞
の
継
代
に
関
す
る
記
録
の
作
成
要
領

五

作
成
及
び
改
定
年
月
日

検
体
取
扱
標
準
作
業
書

一

検
査
施
設
に
お
い
て
検
体
を
受
領
す
る
と
き

の
確
認
に
関
す
る
事
項

二

検
体
受
付
管
理
簿
の
記
入
要
領

三

検
体
の
保
管
方
法

四

検
査
に
用
い
た
検
体
の
廃
棄
方
法

五

作
成
及
び
改
定
年
月
日

検
査
標
準
作
業
書

一

検
査
項
目

二

検
体
の
種
類

三

検
査
方
法

四

作
業
環
境

五

試
薬
等
に
関
す
る
事
項

六

検
体
等
の
取
扱
方
法
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七

機
械
器
具
に
関
す
る
事
項

八

検
査
操
作
上
の
注
意
点

九

検
査
の
手
順

十

検
査
に
関
す
る
記
録
の
作
成
要
領
及
び
保
管

方
法

十
一

検
査
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
資
格
に

関
す
る
事
項

十
二

作
成
及
び
改
定
年
月
日

検
査
の
信
頼
性
確
保
試
験
標
準
作
業

一

検
査
の
信
頼
性
確
保
試
験
実
施
計
画
の
作
成

書

要
領

二

検
査
の
信
頼
性
確
保
試
験
の
実
施
方
法

三

検
査
の
信
頼
性
確
保
試
験
に
関
す
る
記
録
の

作
成
要
領
及
び
保
管
方
法

四

作
成
及
び
改
定
年
月
日

三

法
第
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
三
類
感
染
症
、
四
類
感
染
症
又
は
五
類
感
染
症

に
係
る
検
査
を
実
施
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次
の
表
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
標

準
作
業

書
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
。

作
成
す
べ
き
標
準
作
業
書
の
種
類

記
載
す
べ
き
事
項

検
査
標
準
作
業
書

一

検
査
項
目

二

検
体
の
種
類

三

検
査
方
法

四

作
業
環
境

五

試
薬
等
に
関
す
る
事
項

六

検
体
等
の
取
扱
方
法

七

機
械
器
具
に
関
す
る
事
項

八

検
査
操
作
上
の
注
意
点

九

検
査
の
手
順

十

検
査
に
関
す
る
記
録
の
作
成
要
領
及
び
保
管

方
法

十
一

検
査
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
資
格
に

関
す
る
事
項

十
二

作
成
及
び
改
定
年
月
日

検
査
の
信
頼
性
確
保
試
験
標
準
作
業

一

検
査
の
信
頼
性
確
保
試
験
実
施
計
画
の
作
成

書

要
領

二

検
査
の
信
頼
性
確
保
試
験
の
実
施
方
法

三

検
査
の
信
頼
性
確
保
試
験
に
関
す
る
記
録
の

作
成
要
領
及
び
保
管
方
法

四

作
成
及
び
改
定
年
月
日

６

第
五
条
第
三
項
の
規
定
は
、
第
三
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
報
告
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い

て
準
用
す
る
。

（
平
一
六
厚
労
令
一
二
八
・
追
加
、
平
二
〇
厚
労
令
一
〇
六
・
平
二
七
厚
労
令
一

四
七
・
一
部
改
正
、
平
二
八
厚
労
令
三
三
・
一
部
改
正
）

第
八
条
の
二

法
第
十
五
条
第
七
項
に
規
定
す
る
身
分
を
示
す
証
明
書
は
、
別
記
様
式
第
一
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に
よ
る
。（

平
一
五
厚
労
令
一
六
七
・
一
部
改
正
、
平
一
六
厚
労
令
一
二
八
・
旧
第
八
条
繰

下
・
一
部
改
正
、
平
二
七
厚
労
令
一
四
七
・
一
部
改
正
）

第
九
条

法
第
十
五
条
第
八
項
に
規
定
す
る
報
告
は
、
同
条
第
一
項
に
よ
る
質
問
又
は
必
要

な
調
査
の
結
果
の
う
ち
、
感
染
原
因
等
、
感
染
症
の
ま
ん
延
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
考

慮
し
て
重
要
と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
物
件
を
添
付
す
る
も
の
と
す

る
。

（
平
一
五
厚
労
令
一
六
七
・
平
一
六
厚
労
令
一
二
八
・
平
二
七
厚
労
令
一
四
七
・

一
部
改
正
）

（
検
疫
所
長
と
の
連
携
）

第
九
条
の
二

法
第
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、

検
疫
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
厚
生
省
令
第
五
十
三
号
）
第
六
条
の
三
に
規
定
す
る

事
項
と
す
る
。

（
平
一
五
厚
労
令
一
六
七
・
追
加
、
平
二
〇
厚
労
令
一
〇
六
・
一
部
改
正
）

第
九
条
の
三

法
第
十
五
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
報
告
は
、
同
条
第
一
項
に
よ
る
質
問

又
は
必
要
な
調
査
の
結
果
の
う
ち
、
感
染
原
因
等
、
感
染
症
の
ま
ん
延
の
状
況
そ
の
他
の

事
情
を
考
慮
し
て
重
要
と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
物
件
を
添
付
す
る
も
の
と
す

る
。

（
平
一
五
厚
労
令
一
六
七
・
追
加
、
平
一
六
厚
労
令
一
二
八
・
一
部
改
正
）

第
九
条
の
四

法
第
十
五
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
報
告
は
、
同
項
に
規
定
す
る
健
康
状

態
に
異
状
を
生
じ
た
者
の
氏
名
、
国
内
に
お
け
る
居
所
及
び
連
絡
先
、
健
康
状
態
並
び
に

同
条
第
一
項
の
通
知
を
し
た
検
疫
所
長
の
氏
名
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
平
二
〇
厚
労
令
一
〇
六
・
追
加
）

第
九
条
の
五

法
第
十
五
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
報
告
は
、
同
条
第
二
項
に
よ
る
質
問

又
は
必
要
な
調
査
の
結
果
の
う
ち
、
感
染
原
因
等
、
感
染
症
の
ま
ん
延
の
状
況
そ
の
他
の

事
情
を
考
慮
し
て
重
要
と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
物
件
を
添
付
す
る
も
の
と
す

る
。

（
平
二
〇
厚
労
令
一
〇
六
・
追
加
）

第
四
章

就
業
制
限
そ
の
他
の
措
置

（
平
二
七
厚
労
令
一
四
七
・
改
称
）

（
検
体
の
採
取
を
行
う
場
合
の
通
知
事
項
）

第
十
条

法
第
十
六
条
の
三
第
五
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の

と
お
り
と
す
る
。

一

検
体
の
提
出
若
し
く
は
採
取
の
勧
告
を
し
、
又
は
検
体
の
採
取
の
措
置
を
実
施
す
る

理
由

二

検
体
の
提
出
又
は
採
取
の
勧
告
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
検
体
を
提
出
し
、
又
は

検
体
の
採
取
に
応
じ
さ
せ
る
べ
き
期
限

三

検
体
の
採
取
の
措
置
を
実
施
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
検
体
の
採
取
を
行
う
日
時
、

場
所
及
び
そ
の
方
法

四

検
体
の
提
出
又
は
採
取
の
勧
告
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
勧
告
に
従
わ
な
い

場
合
に
検
体
の
採
取
の
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
が
あ
る
旨
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五

そ
の
他
必
要
と
認
め
る
事
項

２

法
第
十
六
条
の
三
第
六
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
前
項
各
号

に
規
定
す
る
事
項
と
す
る
。

（
平
一
二
厚
令
一
二
七
・
平
二
七
厚
労
令
一
四
七
・
一
部
改
正
）

（
検
査
及
び
報
告
）

第
十
条
の
二

第
八
条
第
五
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
規
定
は
、
法
第
十
六
条
の
三
第
七
項

の
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２

法
第
十
六
条
の
三
第
八
項
に
規
定
す
る
報
告
は
、
検
査
の
結
果
の
判
明
後
速
や
か
に
行

う
も
の
と
す
る
。

３

法
第
十
六
条
の
三
第
八
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ

る
も
の
と
す
る
。

一

患
者
の
氏
名
、
性
別
、
年
齢
及
び
住
所

二

当
該
患
者
を
診
断
し
た
医
師
の
住
所
（
病
院
又
は
診
療
所
で
診
療
に
従
事
し
て
い
る

医
師
に
あ
っ
て
は
、
当
該
病
院
又
は
診
療
所
の
所
在
地
）
を
管
轄
す
る
保
健
所
名
及
び

当
該
保
健
所
所
在
地
の
都
道
府
県
名

（
平
二
七
厚
労
令
一
四
七
・
追
加
）

（
厚
生
労
働
大
臣
が
検
体
の
採
取
を
行
う
場
合
の
通
知
事
項
）

第
十
条
の
三

第
十
条
の
規
定
は
、
法
第
十
六
条
の
三
第
十
一
項
に
お
い
て
同
条
第
五
項
及

び
第
六
項
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
平
二
七
厚
労
令
一
四
七
・
追
加
）

（
就
業
制
限
）

第
十
一
条

法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

一

当
該
届
出
の
内
容
の
う
ち
第
四
条
第
一
項
第
三
号
、
第
四
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る

事
項
に
係
る
内
容

二

法
第
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
就
業
制
限
及
び
そ
の
期
間
に
関
す
る
事
項

三

法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
た
場
合
に
、
法
第
七
十
七
条
第
四
号
の
規
定

に
よ
り
罰
金
に
処
さ
れ
る
旨

四

法
第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
確
認
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
旨

五

そ
の
他
必
要
と
認
め
る
事
項

２

法
第
十
八
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
業
務
は
、
次
に
掲
げ
る
感
染
症
の
区

分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
業
務
と
す
る
。

一

エ
ボ
ラ
出
血
熱
、
ク
リ
ミ
ア
・
コ
ン
ゴ
出
血
熱
、
南
米
出
血
熱
、
マ
ー
ル
ブ
ル
グ
病

及
び
ラ
ッ
サ
熱

飲
食
物
の
製
造
、
販
売
、
調
製
又
は
取
扱
い
の
際
に
飲
食
物
に
直
接

接
触
す
る
業
務
及
び
他
者
の
身
体
に
直
接
接
触
す
る
業
務

二

結
核

接
客
業
そ
の
他
の
多
数
の
者
に
接
触
す
る
業
務

三

ジ
フ
テ
リ
ア
、
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
（
病
原
体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
単
に
「
重
症
急
性
呼
吸
器
症

候
群
」
と
い
う
。
）、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
、
中
東
呼
吸
器
症
候
群
（
病
原

体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
も
の
に
限
る
。

以
下
単
に
「
中
東
呼
吸
器
症
候
群
」
と
い
う
。
）、

痘

そ
う
、
特
定
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

と
う

ザ
及
び
ペ
ス
ト

飲
食
物
の
製
造
、
販
売
、
調
製
又
は
取
扱
い
の
際
に
飲
食
物
に
直
接

接
触
す
る
業
務
及
び
接
客
業
そ
の
他
の
多
数
の
者
に
接
触
す
る
業
務

四

法
第
六
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に
掲
げ
る
感
染
症
の
う
ち
、
前
三
号
に
掲
げ
る
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も
の
以
外
の
感
染
症

飲
食
物
の
製
造
、
販
売
、
調
製
又
は
取
扱
い
の
際
に
飲
食
物
に

直
接
接
触
す
る
業
務

３

法
第
十
八
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
次
に
掲
げ
る
感
染
症
の
区

分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
と
す
る
。

一

結
核
、
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
、
中
東
呼
吸
器
症
候
群
及
び
特
定
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ

そ
の
病
原
体
を
保
有
し
な
く
な
る
ま
で
の
期
間
又
は
そ
の
症
状
が
消
失
す
る
ま

で
の
期
間

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
感
染
症

そ
の
病
原
体
を
保
有
し
な
く
な
る
ま
で
の
期

間

（
平
一
二
厚
令
一
二
七
・
平
一
五
厚
労
令
一
六
七
・
平
一
九
厚
労
令
二
六
・
平
二

〇
厚
労
令
一
〇
六
・
平
二
七
厚
労
令
八
・
一
部
改
正
）

（
入
院
患
者
の
移
送
）

第
十
二
条

法
第
二
十
一
条
に
規
定
す
る
移
送
は
、
当
該
移
送
を
行
う
患
者
に
係
る
感
染
症

が
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
配
慮
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
健
康
診
断
の
勧
告
を
行
う
場
合
等
の
通
知
事
項
）

第
十
三
条

法
第
二
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
六
条
の
三
第
五
項
に
規
定
す
る
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

健
康
診
断
の
勧
告
を
し
、
又
は
健
康
診
断
の
措
置
を
実
施
す
る
理
由

二

健
康
診
断
の
勧
告
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
健
康
診
断
を
受
け
、
又
は
受
け
さ
せ

る
べ
き
期
限

三

健
康
診
断
の
措
置
を
実
施
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
健
康
診
断
を
行
う
日
時
、
場
所

及
び
そ
の
方
法

四

健
康
診
断
の
勧
告
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
勧
告
に
従
わ
な
い
場
合
に
健
康

診
断
の
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
が
あ
る
旨

五

入
院
の
勧
告
、
入
院
の
措
置
又
は
入
院
の
期
間
の
延
長
を
す
る
理
由

六

入
院
の
勧
告
又
は
入
院
の
措
置
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
入
院
す
べ
き
期
限
及
び

医
療
機
関

七

入
院
す
べ
き
期
間
又
は
入
院
の
措
置
の
延
長
を
す
る
期
間

八

入
院
の
勧
告
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
勧
告
に
従
わ
な
い
場
合
に
入
院
の
措

置
を
す
る
こ
と
が
あ
る
旨

九

法
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
退
院
に
関
す
る
事
項

十

法
第
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
退
院
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
旨

十
一

法
第
二
十
五
条
に
規
定
す
る
審
査
請
求
の
特
例
に
関
す
る
事
項

十
二

そ
の
他
必
要
と
認
め
る
事
項

２

前
項
の
規
定
は
、
法
第
二
十
六
条
に
お
い
て
法
第
二
十
三
条
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合

に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
平
一
二
厚
令
一
二
七
・
平
二
七
厚
労
令
一
四
七
・
一
部
改
正
）

第
五
章

消
毒
そ
の
他
の
措
置

（
検
体
の
収
去
等
の
方
法
）

第
十
三
条
の
二

第
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
は
、
法
第
二
十
六
条
の
三
第
五
項
及
び
第
二

十
六
条
の
四
第
五
項
の
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２

第
十
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
法
第
二
十
六
条
の
三
第
六
項
及
び
法
第

二
十
六
条
の
四
第
六
項
の
報
告
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
平
二
七
厚
労
令
一
四
七
・
追
加
）
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（
消
毒
の
方
法
）

第
十
四
条

法
第
二
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
消
毒
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準

に
従
い
、
消
毒
薬
を
用
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

対
象
と
な
る
場
所
の
状
況
、
感
染
症
の
病
原
体
の
性
質
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
、

十
分
な
消
毒
が
行
え
る
よ
う
な
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
。

二

消
毒
を
行
う
者
の
安
全
並
び
に
対
象
と
な
る
場
所
の
周
囲
の
地
域
の
住
民
の
健
康
及

び
環
境
へ
の
影
響
に
留
意
す
る
こ
と
。

（
ね
ず
み
族
及
び
昆
虫
等
の
駆
除
の
方
法
）

第
十
五
条

法
第
二
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
駆
除
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準

に
従
い
行
う
も
の
と
す
る
。

一

対
象
と
な
る
区
域
の
状
況
、
ね
ず
み
族
又
は
昆
虫
等
の
性
質
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案

し
、
十
分
な
駆
除
が
行
え
る
よ
う
な
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
。

二

駆
除
を
行
う
者
の
安
全
並
び
に
対
象
と
な
る
場
所
の
周
囲
の
地
域
の
住
民
の
健
康
及

び
環
境
へ
の
影
響
に
留
意
す
る
こ
と
。

（
物
件
に
係
る
措
置
の
方
法
）

第
十
六
条

法
第
二
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
物
件
の
移
動
の
制
限
及
び
禁

止
、
消
毒
、
廃
棄
そ
の
他
必
要
な
措
置
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
十
九
条
に
お
い
て
「
物
件

措
置
」
と
い
う
。）
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
従
い
行
う
も
の
と
す
る
。

一

対
象
と
す
る
物
件
の
状
況
、
感
染
症
の
病
原
体
の
性
質
、
次
に
掲
げ
る
措
置
の
基
準

そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
、
当
該
物
件
措
置
の
目
的
を
十
分
に
達
成
で
き
る
よ
う
な
方

法
に
よ
り
行
う
こ
と
。

イ

消
毒
に
あ
っ
て
は
、
消
毒
薬
、
熱
水
消
毒
、
煮
沸
消
毒
等
に
よ
り
行
う
こ
と
。

ロ

廃
棄
に
あ
っ
て
は
、
消
毒
、
ハ
に
規
定
す
る
滅
菌
そ
の
他
の
感
染
症
の
発
生
を
予

防
し
、
又
は
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
処
理
を
し
た
後
に
行
う
こ
と
。

ハ

物
件
措
置
と
し
て
の
滅
菌
（
次
号
に
お
い
て
「
滅
菌
」
と
い
う
。）
に
あ
っ
て
は
、

高
圧
蒸
気
滅
菌
、
乾
熱
滅
菌
、
火
炎
滅
菌
、
化
学
滅
菌
、
ろ
過
滅
菌
等
に
よ
り
行
う

こ
と
。

二

消
毒
及
び
滅
菌
に
あ
っ
て
は
、
消
毒
又
は
滅
菌
を
行
う
者
の
安
全
並
び
に
対
象
と
な

る
場
所
の
周
囲
の
地
域
の
住
民
の
健
康
及
び
環
境
へ
の
影
響
に
留
意
す
る
こ
と
。

（
建
物
に
係
る
措
置
の
方
法
及
び
期
間
）

第
十
七
条

法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
建
物
へ
の
立
入
り
の
制
限
又
は
禁
止
は
、

対
象
と
な
る
建
物
の
状
況
、
感
染
症
の
病
原
体
の
性
質
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
、
適
切

と
認
め
ら
れ
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
質
問
及
び
調
査
に
携
わ
る
職
員
の
身
分
を
示
す
証
明
書
）

第
十
八
条

法
第
三
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
身
分
を
示
す
証
明
書
は
、
別
記
様
式
第
二

に
よ
る
。

（
書
面
に
よ
り
通
知
す
べ
き
事
項
）

第
十
九
条

法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の

と
お
り
と
す
る
。

一

当
該
措
置
の
対
象
と
な
る
場
所
、
区
域
、
物
件
、
死
体
又
は
生
活
の
用
に
供
さ
れ
る

水
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
生
活
用
水
」
と
い
う
。）

二

検
体
の
収
去
、
検
体
の
採
取
、
消
毒
若
し
く
は
駆
除
の
措
置
又
は
物
件
措
置
（
物
件

の
移
動
の
制
限
及
び
禁
止
の
措
置
を
除
く
。）
に
あ
っ
て
は
、
当
該
措
置
を
実
施
す
る

日
時
又
は
実
施
す
べ
き
期
限
及
び
そ
の
方
法
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三

物
件
若
し
く
は
死
体
の
移
動
又
は
生
活
用
水
の
使
用
若
し
く
は
給
水
の
制
限
の
措
置

に
あ
っ
て
は
、
そ
の
期
間
及
び
制
限
の
内
容

四

物
件
若
し
く
は
死
体
の
移
動
又
は
生
活
用
水
の
使
用
若
し
く
は
給
水
の
禁
止
の
措
置

に
あ
っ
て
は
、
そ
の
期
間

２

前
項
の
規
定
は
、
法
第
三
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
同
条
第
一
項
の
規
定
を
準
用
す
る

場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

法
第
三
十
六
条
第
四
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

一

当
該
措
置
の
対
象
と
な
る
建
物
又
は
場
所

二

立
入
り
又
は
交
通
の
制
限
の
措
置
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
期
間
及
び
制
限
の
内
容

三

立
入
り
の
禁
止
又
は
交
通
の
遮
断
の
措
置
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
期
間

４

第
一
項
の
規
定
は
、
法
第
三
十
六
条
第
五
項
に
お
い
て
同
条
第
一
項
の
規
定
を
準
用
す

る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
平
一
二
厚
令
一
二
七
・
平
二
七
厚
労
令
一
四
七
・
一
部
改
正
）

第
六
章

医
療

（
入
院
患
者
の
医
療
に
係
る
費
用
負
担
の
申
請
）

第
二
十
条

法
第
三
十
七
条
に
規
定
す
る
申
請
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書

を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

患
者
の
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
及
び
個
人
番
号
（
行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律

第
二
十
七
号
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

二

申
請
者
が
患
者
の
保
護
者
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
保
護
者
の
住
所
、
氏
名
（
保

護
者
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
法
人
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
名
称
）
及

び
個
人
番
号
並
び
に
患
者
と
の
関
係

三

患
者
が
法
第
三
十
九
条
に
規
定
す
る
者
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
書
類
に
よ
り
証
明
す
べ

き
事
実
を
公
簿
等
に
よ
っ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
当
該
書
類
を
省
略
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。

一

法
第
二
十
三
条
（
法
第
二
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
十
六
条
の
三
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
写
し

二

当
該
患
者
並
び
に
そ
の
配
偶
者
及
び
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第

八
百
七
十
七
条
第
一
項
に
定
め
る
扶
養
義
務
者
の
当
該
費
用
の
負
担
能
力
を
把
握
す
る

た
め
に
都
道
府
県
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

（
平
一
六
厚
労
令
一
二
八
・
平
一
九
厚
労
令
二
六
・
平
二
三
厚
労
令
一
五
七
・
平

二
七
厚
労
令
一
四
七
・
平
二
七
厚
労
令
一
五
〇
・
一
部
改
正
・
平
二
八
厚
労
令
三

三
・
一
部
改
正
）

（
医
療
の
種
類
）

第
二
十
条
の
二

法
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
医
療

は
、
結
核
性
疾
患
に
対
し
て
行
う
次
の
各
号
に
掲
げ
る
医
療
（
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で

に
掲
げ
る
医
療
に
あ
っ
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準
に
よ
っ
て
行
う
医
療
に
限

る
。）
と
す
る
。

一

化
学
療
法

二

外
科
的
療
法
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三

骨
関
節
結
核
の
装
具
療
法

四

前
三
号
に
掲
げ
る
医
療
に
必
要
な
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
及
び
結
核
菌
検
査

五

第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
医
療
に
必
要
な
処
置
そ
の
他
の
治
療

六

第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
医
療
に
必
要
な
病
院
又
は
診
療
所
へ
の
収
容
（
食
事

の
給
与
及
び
寝
具
設
備
を
除
く
。）

（
平
一
九
厚
労
令
二
六
・
追
加
、
平
二
〇
厚
労
令
一
八
三
・
一
部
改
正
）

（
結
核
患
者
の
医
療
に
係
る
費
用
負
担
の
申
請
）

第
二
十
条
の
三

法
第
三
十
七
条
の
二
に
規
定
す
る
申
請
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
申
請
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

結
核
患
者
の
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
及
び
個
人
番
号

二

申
請
者
が
結
核
患
者
の
保
護
者
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
保
護
者
の
住
所
、
氏
名

（
保
護
者
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
法
人
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
名

称
）
及
び
個
人
番
号
並
び
に
結
核
患
者
と
の
関
係

三

結
核
患
者
が
法
第
三
十
九
条
に
規
定
す
る
者
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の

旨

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
医
療
を
受
け
よ
う
と
す
る
医
師
の
診
断
書

二

肺
結
核
、
粟
粒
結
核
、
結
核
性
胸
膜
炎
又
は
結
核
性
膿
胸
で
あ
る
と
き
は
胸
部
の
、

腎
結
核
、
尿
管
結
核
又
は
性
器
結
核
で
あ
る
と
き
は
造
影
法
に
よ
る
腎
、
尿
管
又
は
性

器
の
、
骨
関
節
結
核
で
あ
る
と
き
は
骨
及
び
関
節
の
エ
ッ
ク
ス
線
直
接
撮
影
写
真
で
あ

っ
て
申
請
前
三
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の

３

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
申
請
書
の
提
出
を
受
け
た
と
き
は
、
保
健
所
長
が
申
請

書
を
受
理
し
た
日
か
ら
一
月
以
内
に
法
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
費
用

を
負
担
す
る
か
否
か
を
決
定
し
、
負
担
す
べ
き
旨
を
決
定
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
患
者

票
を
申
請
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
項
の
患
者
票
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
医
療
を
受
け
又
は
受
け
さ
せ
る
に
当
た
っ
て

は
、
患
者
票
を
法
第
三
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
結
核
指
定
医
療
機

関
に
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

法
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
費
用
の
負
担
を
受
け
て
い
る
者
又
は
そ

の
保
護
者
は
、
そ
の
医
療
を
受
け
る
病
院
又
は
診
療
所
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

あ
ら
か
じ
め
結
核
患
者
の
居
住
地
を
管
轄
す
る
保
健
所
長
を
経
由
し
て
、
都
道
府
県
知
事

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

第
三
項
の
患
者
票
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
そ
の
結
核
患
者
に
つ
い
て
医
療
を
受
け
る

必
要
が
無
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
患
者
票
を
保
健
所
長
を
経
由
し
て
都
道
府
県

知
事
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
平
一
九
厚
労
令
二
六
・
追
加
、
平
二
三
厚
労
令
一
五
七
・
平
二
七
厚
労
令
一
五

〇
・
一
部
改
正
）

（
都
道
府
県
知
事
の
指
導
）

第
二
十
一
条

都
道
府
県
知
事
は
、
感
染
症
指
定
医
療
機
関
で
あ
っ
て
大
学
の
付
属
病
院
そ

の
他
教
育
又
は
研
究
を
主
た
る
目
的
と
す
る
も
の
に
対
し
、
法
第
三
十
八
条
第
五
項
、
第

六
項
又
は
第
七
項
に
規
定
す
る
指
導
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
教
育
又
は
研
究

に
不
当
に
関
与
し
な
い
よ
う
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

（
平
一
九
厚
労
令
二
六
・
一
部
改
正
）

（
診
療
報
酬
の
請
求
及
び
支
払
）



- 21 -

第
二
十
二
条

都
道
府
県
知
事
が
法
第
四
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
医
療
費
の
審
査
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
感
染
症
指
定
医
療
機
関
は
、
療
養
の
給
付
及
び

公
費
負
担
医
療
に
関
す
る
費
用
の
請
求
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
五
十
一
年
厚
生
省
令
第
三

十
六
号
）
又
は
介
護
給
付
費
及
び
公
費
負
担
医
療
等
に
関
す
る
費
用
等
の
請
求
に
関
す
る

省
令
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
令
第
二
十
号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
感
染
症
指

定
医
療
機
関
が
行
っ
た
医
療
に
係
る
診
療
報
酬
を
請
求
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
都
道
府
県
は
、
当
該
感
染
症
指
定
医
療
機
関
に
対
し
、
都
道

府
県
知
事
が
当
該
指
定
医
療
機
関
の
所
在
す
る
都
道
府
県
の
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基

金
事
務
所
に
設
け
ら
れ
た
審
査
委
員
会
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
（
昭
和
二
十

三
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
に
定
め
る
特
別
審
査
委
員
会
、
国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三

十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
に
定
め
る
国
民
健
康
保
険
診
療
報
酬
審
査
委
員
会
、
同
法

第
四
十
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
法
人
に
設
置
さ
れ
る
診
療

報
酬
の
審
査
に
関
す
る
組
織
又
は
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
百

七
十
九
条
に
規
定
す
る
介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
決
定
し
た
額
に

基
づ
い
て
、
そ
の
診
療
報
酬
を
支
払
う
も
の
と
す
る
。

（
平
一
二
厚
令
一
二
七
・
平
一
九
厚
労
令
二
六
・
平
二
〇
厚
労
令
七
七
・
平
二
四

厚
労
令
三
〇
・
平
二
七
厚
労
令
五
七
・
一
部
改
正
）

（
療
養
費
支
給
の
申
請
）

第
二
十
三
条

法
第
四
十
二
条
に
規
定
す
る
申
請
は
、
当
該
医
療
を
受
け
た
後
一
月
以
内
に
、

第
二
十
条
第
一
項
各
号
又
は
第
二
十
条
の
三
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
に

掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
療
養
費
の
額

二

法
第
四
十
二
条
第
一
項
後
段
に
規
定
す
る
場
合
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
緊
急
そ

の
他
や
む
を
得
な
い
理
由

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
第
二
十
条
第
二
項
各
号
又
は
第
二
十
条
の
三
第
二
項
各
号
に
掲

げ
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
医
療
に
要
し
た
費
用
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。（

平
一
九
厚
労
令
二
六
・
一
部
改
正
）

（
エ
ッ
ク
ス
線
写
真
の
返
却
）

第
二
十
三
条
の
二

第
二
十
条
の
三
第
二
項
及
び
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
提
出
を
受

け
た
エ
ッ
ク
ス
線
写
真
は
、
決
定
後
申
請
者
に
返
却
す
る
も
の
と
す
る
。

（
平
一
九
厚
労
令
二
六
・
追
加
）

第
七
章

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症

（
平
二
〇
厚
労
令
一
〇
六
・
追
加
）

（
健
康
状
態
に
つ
い
て
の
報
告
）

第
二
十
三
条
の
三

都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
報
告

を
求
め
る
場
合
に
は
、
そ
の
名
あ
て
人
又
は
そ
の
保
護
者
に
対
し
、
求
め
る
報
告
の
内
容
、

報
告
を
求
め
る
期
間
及
び
こ
れ
ら
の
理
由
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
当
該
事
項
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
い
で
健
康
状
態
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る

べ
き
差
し
迫
っ
た
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
は
、
で
き
る
限
り
速
や
か
に
、

同
項
の
書
面
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
平
二
〇
厚
労
令
一
〇
六
・
追
加
）

（
感
染
の
防
止
に
必
要
な
協
力
）
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第
二
十
三
条
の
四

都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
四
十
四
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
協
力

を
求
め
る
場
合
に
は
、
そ
の
名
あ
て
人
又
は
そ
の
保
護
者
に
対
し
、
求
め
る
協
力
の
内
容
、

協
力
を
求
め
る
期
間
及
び
こ
れ
ら
の
理
由
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
当
該
事
項
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
い
で
感
染
の
防
止
に
必
要
な
協
力
を
求
め

る
べ
き
差
し
迫
っ
た
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
は
、
で
き
る
限
り
速
や
か
に
、

同
項
の
書
面
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
平
二
〇
厚
労
令
一
〇
六
・
追
加
）

（
経
過
の
報
告
）

第
二
十
三
条
の
五

法
第
四
十
四
条
の
五
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）
に
規
定
す
る
報
告
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
求
め
に
応
じ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
平
二
〇
厚
労
令
一
〇
六
・
追
加
）

第
八
章

新
感
染
症

（
平
二
〇
厚
労
令
一
〇
六
・
旧
第
七
章
繰
下
）

（
新
感
染
症
に
係
る
検
査
及
び
報
告
）

第
二
十
三
条
の
六

第
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
は
、
法
第
四
十
四
条
の
七
第
五
項
の
検
査

に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２

第
十
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
法
第
四
十
四
条
の
七
第
六
項
の
報
告
に

つ
い
て
準
用
す
る
。

（
平
二
七
厚
労
令
一
四
七
・
追
加
）

（
新
感
染
症
に
係
る
検
体
の
採
取
を
行
う
場
合
の
通
知
事
項
）

第
二
十
三
条
の
七

第
十
条
の
規
定
は
、
法
第
四
十
四
条
の
七
第
九
項
及
び
第
十
項
に
お
い

て
法
第
十
六
条
の
三
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
平
二
七
厚
労
令
一
四
七
・
追
加
）

（
新
感
染
症
に
係
る
検
体
の
採
取
等
）

第
二
十
四
条

第
十
条
の
規
定
は
、
法
第
四
十
四
条
の
七
第
十
項
及
び
第
四
十
五
条
第
三
項

に
お
い
て
法
第
十
六
条
の
三
第
五
項
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
平
二
七
厚
労
令
一
四
七
・
一
部
改
正
）

（
新
感
染
症
の
所
見
が
あ
る
者
の
入
院
に
係
る
書
面
に
よ
る
通
知
）

第
二
十
五
条

第
十
三
条
第
一
項
第
五
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
法

第
四
十
九
条
に
お
い
て
法
第
十
六
条
の
三
第
五
項
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準

用
す
る
。（

平
二
七
厚
労
令
一
四
七
・
一
部
改
正
）

（
新
感
染
症
に
係
る
消
毒
そ
の
他
の
措
置
）

第
二
十
六
条

第
十
三
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で

の
規
定
は
、
法
第
五
十
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
法
第
二
十
六
条
の
三
第
五
項
及

び
第
六
項
並
び
に
法
第
二
十
六
条
の
四
第
五
項
及
び
第
六
項
を
準
用
す
る
場
合
に
つ
い
て

準
用
す
る
。

２

第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
は
、
法
第
五
十
条
第
五
項
に
お
い
て
法
第
三
十
六
条
第
一
項

を
準
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
は
、
法
第
五
十
条
第
六
項
に
お
い
て
法
第
三
十
六
条
第
四
項

を
準
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４

第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
は
、
法
第
五
十
条
第
九
項
に
お
い
て
法
第
三
十
六
条
第
三
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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５

第
十
九
条
第
四
項
の
規
定
は
、
法
第
五
十
条
第
十
二
項
に
お
い
て
法
第
三
十
六
条
第
五

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
平
二
七
厚
労
令
一
四
七
・
一
部
改
正
）

（
健
康
状
態
に
つ
い
て
の
報
告
）

第
二
十
六
条
の
二

都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
五
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
を

求
め
る
場
合
に
は
、
そ
の
名
あ
て
人
又
は
そ
の
保
護
者
に
対
し
、
求
め
る
報
告
の
内
容
、

報
告
を
求
め
る
期
間
及
び
こ
れ
ら
の
理
由
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
当
該
事
項
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
い
で
健
康
状
態
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る

べ
き
差
し
迫
っ
た
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
は
、
で
き
る
限
り
速
や
か
に
、

同
項
の
書
面
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
平
二
〇
厚
労
令
一
〇
六
・
追
加
）

（
感
染
の
防
止
に
必
要
な
協
力
）

第
二
十
六
条
の
三

都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
五
十
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
協
力
を

求
め
る
場
合
に
は
、
そ
の
名
あ
て
人
又
は
そ
の
保
護
者
に
対
し
、
求
め
る
協
力
の
内
容
、

協
力
を
求
め
る
期
間
及
び
こ
れ
ら
の
理
由
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
当
該
事
項
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
い
で
感
染
の
防
止
に
必
要
な
協
力
を
求
め

る
べ
き
差
し
迫
っ
た
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
は
、
で
き
る
限
り
速
や
か
に
、

同
項
の
書
面
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
平
二
〇
厚
労
令
一
〇
六
・
追
加
）

（
新
感
染
症
に
係
る
通
報
事
項
）

第
二
十
七
条

法
第
五
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。

一

当
該
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
な
理
由

二

そ
の
他
必
要
と
認
め
る
事
項

（
平
一
二
厚
令
一
二
七
・
一
部
改
正
）

第
九
章

結
核

（
平
一
九
厚
労
令
二
六
・
追
加
、
平
二
〇
厚
労
令
一
〇
六
・
旧
第
七
章
の
二
繰

下
）

（
健
康
診
断
の
方
法
）

第
二
十
七
条
の
二

法
第
九
章
の
規
定
に
よ
っ
て
行
う
べ
き
健
康
診
断
の
方
法
は
、
喀

痰

か
く
た
ん

検
査
、
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
、
聴
診
、
打
診
そ
の
他
必
要
な
検
査
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
法
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
行
う
べ
き
結
核

に
か
か
っ
て
い
る
か
ど
う
か
に
関
す
る
医
師
の
健
康
診
断
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
平
一
九
厚
労
令
二
六
・
追
加
、
平
二
〇
厚
労
令
一
〇
六
・
一
部
改
正
）

（
診
断
書
等
の
記
載
事
項
）

第
二
十
七
条
の
三

法
第
五
十
三
条
の
四
及
び
法
第
五
十
三
条
の
五
に
規
定
す
る
診
断
書
そ

の
他
の
文
書
の
記
載
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

受
診
者
の
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
性
別

二

検
査
の
結
果
及
び
所
見

三

結
核
患
者
で
あ
る
と
き
は
、
病
名

四

実
施
の
年
月
日

五

診
断
書
の
場
合
に
は
、
診
断
し
た
医
師
の
住
所
（
病
院
又
は
診
療
所
で
診
療
に
従
事
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し
て
い
る
医
師
に
つ
い
て
は
、
当
該
病
院
又
は
診
療
所
の
名
称
及
び
所
在
地
）
及
び
氏

名

（
平
一
九
厚
労
令
二
六
・
追
加
）

（
健
康
診
断
に
関
す
る
記
録
）

第
二
十
七
条
の
四

定
期
の
健
康
診
断
に
関
す
る
記
録
は
、
前
条
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で

に
掲
げ
る
事
項
を
記
録
し
、
事
業
者
又
は
学
校
若
し
く
は
施
設
の
長
が
行
っ
た
健
康
診
断

に
つ
い
て
は
、
受
診
者
が
当
該
事
業
者
の
行
う
事
業
、
学
校
又
は
施
設
を
離
れ
た
と
き
か

ら
、
そ
の
他
の
健
康
診
断
に
つ
い
て
は
、
健
康
診
断
を
行
っ
た
と
き
か
ら
五
年
間
保
存
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
は
、
法
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
行
う
べ
き
結
核

に
か
か
っ
て
い
る
か
ど
う
か
に
関
す
る
医
師
の
健
康
診
断
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
前
項
中
「
事
業
者
又
は
学
校
若
し
く
は
施
設
の
長
が
行
っ
た
健
康
診
断
に

つ
い
て
は
、
受
診
者
が
当
該
事
業
者
の
行
う
事
業
、
学
校
又
は
施
設
を
離
れ
た
と
き
か
ら
、

そ
の
他
の
健
康
診
断
に
つ
い
て
は
、
健
康
診
断
」
と
あ
る
の
は
、「
健
康
診
断
」
と
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
平
一
九
厚
労
令
二
六
・
追
加
）

（
健
康
診
断
の
通
報
又
は
報
告
）

第
二
十
七
条
の
五

定
期
の
健
康
診
断
の
実
施
者
（
以
下
次
項
に
お
い
て
「
健
康
診
断
実
施

者
」
と
い
う
。）
は
、
法
第
五
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
っ
て
行
っ
た
定
期
の
健
康
診
断

及
び
法
第
五
十
三
条
の
四
の
規
定
に
よ
っ
て
診
断
書
そ
の
他
の
文
書
の
提
出
を
受
け
た
健

康
診
断
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
、
一
月
ご
と
に
取
り
ま
と
め
、
翌
月
の
十
日
ま

で
に
、
法
第
五
十
三
条
の
七
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

次
項
に
お
い
て
同
じ
。）
の
規
定
に
従
い
、
通
報
又
は
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

事
業
者
の
行
う
事
業
、
学
校
若
し
く
は
施
設
の
所
在
地
及
び
名
称
又
は
市
町
村
若
し

く
は
都
道
府
県
の
名
称

二

実
施
の
年
月

三

方
法
別
の
受
診
者
数

四

発
見
さ
れ
た
結
核
患
者
及
び
結
核
発
病
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
診
断
さ
れ
た
者
の
数

２

健
康
診
断
実
施
者
は
、
法
第
五
十
三
条
の
五
の
規
定
に
よ
っ
て
診
断
書
そ
の
他
の
文
書

の
提
出
を
受
け
た
健
康
診
断
に
つ
い
て
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
一
月
ご
と
に
取
り

ま
と
め
、
翌
月
の
十
日
ま
で
に
、
法
第
五
十
三
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
従
い
、
通
報
又

は
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
は
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
市
長
又
は
区
長
が
法
第
十

七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
行
っ
た
結
核
に
か
か
っ
て
い
る
か
ど
う
か
に

関
す
る
医
師
の
健
康
診
断
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
平
一
九
厚
労
令
二
六
・
追
加
）

（
病
院
管
理
者
の
届
出
事
項
）

第
二
十
七
条
の
六

病
院
の
管
理
者
は
、
結
核
患
者
が
入
院
し
た
と
き
は
、
法
第
五
十
三
条

の
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
文
書
で
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一

結
核
患
者
の
住
所
、
氏
名
並
び
に
結
核
患
者
が
成
年
に
達
し
て
い
な
い
場
合
に
あ
っ

て
は
、
そ
の
保
護
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
保
護
者
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
名
称

及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）

二

病
名
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三

入
院
の
年
月
日

四

病
院
の
名
称
及
び
所
在
地

２

病
院
の
管
理
者
は
、
結
核
患
者
が
退
院
し
た
と
き
は
、
法
第
五
十
三
条
の
十
一
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
文
書
で
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

結
核
患
者
の
氏
名
、
年
齢
、
性
別
並
び
に
第
四
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲

げ
る
事
項

二

病
名

三

退
院
時
の
病
状
及
び
菌
排
泄
の
有
無

四

退
院
の
年
月
日

五

病
院
の
名
称
及
び
所
在
地

（
平
一
九
厚
労
令
二
六
・
追
加
、
平
二
三
厚
労
令
一
五
七
・
一
部
改
正
）

（
結
核
回
復
者
の
範
囲
）

第
二
十
七
条
の
七

法
第
五
十
三
条
の
十
二
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

結
核
回
復
者
は
、
結
核
医
療
を
必
要
と
し
な
い
と
認
め
ら
れ
て
か
ら
二
年
以
内
の
者
そ
の

他
結
核
再
発
の
お
そ
れ
が
著
し
い
と
認
め
ら
れ
る
者
と
す
る
。

（
平
一
九
厚
労
令
二
六
・
追
加
、
平
二
二
厚
労
令
一
〇
・
一
部
改
正
）

（
結
核
登
録
票
の
記
録
事
項
等
）

第
二
十
七
条
の
八

法
第
五
十
三
条
の
十
二
第
三
項
に
規
定
す
る
結
核
登
録
票
に
記
録
す
べ

き
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

登
録
年
月
日
及
び
登
録
番
号

二

結
核
患
者
又
は
結
核
回
復
者
の
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
職
業
並
び
に
結

核
患
者
が
成
年
に
達
し
て
い
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
保
護
者
の
氏
名
及
び
住
所

（
保
護
者
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）

三

届
け
出
た
医
師
の
住
所
（
病
院
又
は
診
療
所
で
診
療
に
従
事
す
る
医
師
に
つ
い
て
は
、

当
該
病
院
又
は
診
療
所
の
名
称
及
び
所
在
地
）
及
び
氏
名

四

結
核
患
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
病
名
、
病
状
、
薬
剤
感
受
性
検
査
の
結
果
及
び
現
に

医
療
を
受
け
て
い
る
こ
と
の
有
無

五

結
核
患
者
又
は
結
核
回
復
者
に
対
し
て
保
健
所
が
と
っ
た
措
置
の
概
要

六

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
生
活
環
境
そ
の
他
結
核
患
者
又
は
結
核
回
復
者
の

指
導
上
必
要
と
認
め
る
事
項

２

保
健
所
長
は
、
結
核
登
録
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
が
そ
の
管
轄
区
域
外
に
居
住
地
を

移
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
そ
の
者
の
新
居
住
地
を
管
轄
す
る
保
健
所
長
に
そ
の
旨
を
通

報
し
、
か
つ
、
そ
の
者
に
係
る
結
核
登
録
票
を
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

結
核
登
録
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
に
つ
い
て
登
録
を
必
要
と
し
な
く
な
っ
た
と
き
は
、

保
健
所
長
は
、
そ
の
必
要
と
し
な
く
な
っ
た
日
か
ら
二
年
間
、
な
お
そ
の
者
に
係
る
結
核

登
録
票
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
平
一
九
厚
労
令
二
六
・
追
加
、
平
二
三
厚
労
令
一
五
七
・
平
二
七
厚
労
令
一
〇

一
・
一
部
改
正
）

（
精
密
検
査
の
方
法
）

第
二
十
七
条
の
九

法
第
五
十
三
条
の
十
三
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
精
密
検

査
の
方
法
は
、
結
核
菌
検
査
、
聴
診
、
打
診
そ
の
他
必
要
な
検
査
と
す
る
。

（
平
一
九
厚
労
令
二
六
・
追
加
）

（
指
導
の
実
施
の
依
頼
先
）

第
二
十
七
条
の
十

法
第
五
十
三
条
の
十
四
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
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も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

学
校
（
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
を
含
み
、
幼
稚
園
を
除
く
。）

二

矯
正
施
設
（
刑
事
施
設
、
少
年
院
、
少
年
鑑
別
所
及
び
婦
人
補
導
院
を
い
う
。）

三

健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
八
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指

定
訪
問
看
護
事
業
者

四

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
三
十
八
条
に
規
定
す
る
救

護
施
設
、
更
生
施
設
、
医
療
保
護
施
設
、
授
産
施
設
及
び
宿
所
提
供
施
設

五

売
春
防
止
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
三
十
六
条
に
規
定
す
る
婦
人

保
護
施
設

六

老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
第
五
条
の
三
に
規
定
す
る
老

人
福
祉
施
設

七

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
同
法
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
同
法
第
四
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
居
宅
介
護
支

援
事
業
者
、
同
法
第
五
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、

同
法
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
、
同
法
第
五
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
及
び
同
法

第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
を

行
う
者

八

ホ
ー
ム
レ
ス
の
自
立
の
支
援
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五

号
）
第
八
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
ホ
ー
ム
レ
ス
自
立
支
援
事
業
を
行
う
事
業
者

九

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十

七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
条
第
二
十
四
項
に
規
定
す
る
移
動
支
援
事
業
を
行
う

者
、
同
条
第
二
十
五
項
に
規
定
す
る
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
経
営
す
る
事
業
を
行

う
者
、
同
条
第
二
十
六
項
に
規
定
す
る
福
祉
ホ
ー
ム
を
経
営
す
る
事
業
を
行
う
者
、
同

法
第
二
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
、
同
法
第
五

十
一
条
の
十
四
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
一
般
相
談
支
援
事
業
者
、
同
法
第
五
十
一
条

の
十
七
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
指
定
特
定
相
談
支
援
事
業
者
並
び
に
同
法
第
七
十

七
条
及
び
同
法
第
七
十
八
条
に
規
定
す
る
地
域
生
活
支
援
事
業
を
行
う
者

十

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
保
健
所
長
が
適
当
と
認
め
る
も
の

（
平
二
七
厚
労
令
一
〇
一
・
追
加
）

（
医
師
の
指
示
事
項
）

第
二
十
七
条
の
十
一

法
第
五
十
三
条
の
十
五
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
感
染

の
防
止
に
必
要
な
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

結
核
を
感
染
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
患
者
の
居
室
の
換
気
に
注
意
を
す
る
こ
と
。

二

結
核
を
感
染
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
患
者
の
つ
ば
及
び
た
ん
は
、
布
片
又
は
紙
片
に

取
っ
て
捨
て
る
等
他
者
に
結
核
を
感
染
さ
せ
な
い
よ
う
に
処
理
す
る
こ
と
。

三

結
核
を
感
染
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
患
者
は
、
せ
き
又
は
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
き
は
、

布
片
又
は
紙
片
で
口
鼻
を
覆
い
、
人
と
話
を
す
る
と
き
は
、
マ
ス
ク
を
掛
け
る
こ
と
。

（
平
一
九
厚
労
令
二
六
・
追
加
、
平
二
七
厚
労
令
一
〇
一
・
旧
第
二
十
七
条
の
十

繰
下
）

第
十
章

輸
入
届
出

（
平
一
六
厚
労
令
一
二
八
・
追
加
、
平
二
〇
厚
労
令
一
〇
六
・
旧
第
八
章
繰
下
）

（
届
出
動
物
等
）
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第
二
十
八
条

法
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
届
出
動
物
等
は
、

別
表
第
一
の
各
項
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
動
物
又
は
動
物
の
死
体
と
し
、
同
条
第
一
項
に
規

定
す
る
当
該
届
出
動
物
等
ご
と
に
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
感
染
症
は
、
同
欄
に
掲
げ
る

動
物
又
は
動
物
の
死
体
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
項
の
第
二
欄
に
定
め
る
感
染

症
と
す
る
。

（
平
一
六
厚
労
令
一
二
八
・
追
加
）

（
輸
入
届
出
）

第
二
十
九
条

法
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
動
物
等
の
輸
入
の
届
出
は
、

当
該
届
出
動
物
等
の
到
着
後
遅
滞
な
く
、
別
記
様
式
第
三
に
よ
る
届
出
書
二
通
を
別
表
第

二
の
上
欄
に
掲
げ
る
当
該
届
出
動
物
等
の
到
着
地
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め

る
検
疫
所
（
検
疫
所
の
支
所
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）
の
長
（
厚
生
労
働
大
臣
が
感
染
症

の
発
生
を
予
防
し
、
又
は
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
て

同
欄
に
定
め
る
検
疫
所
と
異
な
る
検
疫
所
を
指
定
し
た
と
き
は
、
そ
の
検
疫
所
の
長
）
に

提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

法
第
五
十
六
条
の
二
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
届
出
書
の
記
載
事
項
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。

一

用
途

二

原
産
国

三

由
来

四

輸
出
国
及
び
積
出
地

五

搭
載
船
舶
名
又
は
搭
載
航
空
機
名

六

搭
載
年
月
日

七

到
着
年
月
日

八

到
着
地
及
び
保
管
場
所

九

荷
送
人
及
び
荷
受
人
の
氏
名
及
び
住
所
（
こ
れ
ら
の
者
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ

の
名
称
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名
）

十

輸
送
中
の
事
故
の
概
要

十
一

衛
生
証
明
書
（
法
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
後
段
に
規
定
す
る
証
明
書
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）
の
発
行
番
号

十
二

衛
生
証
明
書
の
記
載
に
係
る
動
物
の
性
別
、
年
齢
及
び
個
体
識
別
上
の
特
徴

十
三

輸
入
後
の
保
管
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地
（
個
人
に
飼
養
さ
れ
る
場
合
は
、
そ
の

飼
養
者
の
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所
）

十
四

当
該
届
出
動
物
等
の
輸
入
に
係
る
船
荷
証
券
又
は
航
空
運
送
状
の
番
号

十
五

そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
感
染
症
の
発
生
の
予
防
及
び
そ
の
ま
ん
延
の
防
止
の
た

め
必
要
と
認
め
る
事
項

３

第
一
項
の
届
出
書
に
は
、
衛
生
証
明
書
又
は
そ
の
写
し
及
び
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
の
届
出
に
際
し
て
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
当
該
検
疫
所
の
長
に
提
出
し
た
書
類
（
一
年
以
内
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
て
、
そ
の
内
容
に
変
更
が
な
い
も
の
に
限
る
。）
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
届
出
書
に
そ
の
旨
が
付
記
さ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

一

個
人
に
あ
っ
て
は
、
届
出
者
の
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所
と
同
一
の
氏
名
及
び
住
所

又
は
居
所
が
記
載
さ
れ
て
い
る
旅
券
、
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
、
行

政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
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（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号
カ
ー
ド

そ
の
他
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
書
類
で
あ
っ
て
当

該
届
出
者
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
に
足
り
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が

定
め
る
書
類

二

法
人
に
あ
っ
て
は
、
法
人
の
登
記
事
項
証
明
書
、
印
鑑
登
録
証
明
書
そ
の
他
当
該
届

出
者
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
に
足
り
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
書
類

三

当
該
届
出
動
物
等
の
輸
入
に
係
る
船
荷
証
券
又
は
航
空
運
送
状
の
写
し

四

別
表
第
一
の
第
二
項
の
第
一
欄
に
定
め
る
届
出
動
物
等
に
係
る
届
出
書
に
あ
っ
て
は
、

感
染
性
の
疾
病
の
病
原
体
に
関
す
る
検
査
の
結
果
、
当
該
届
出
動
物
等
が
感
染
症
の
病

原
体
を
媒
介
す
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
旨
を
証
す
る
書
面

五

検
疫
所
の
長
が
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
を
指
示
し
た
書
類

４

第
一
項
の
届
出
書
に
は
、
届
出
者
が
署
名
又
は
記
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

検
疫
所
の
長
は
、
第
一
項
の
届
出
書
及
び
第
三
項
の
添
付
書
類
に
記
載
さ
れ
た
事
項
が

真
正
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
事
項
が
真

正
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
提
示
若
し
く
は
提
出
を
指
示
し
、
又
は
届
出

者
そ
の
他
の
関
係
者
に
質
問
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
内
容
を
確
認
す
る
も
の
と
す
る
。

６

検
疫
所
の
長
は
、
法
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
法
及
び
こ
の
省

令
の
規
定
に
適
合
し
、
か
つ
、
そ
の
内
容
が
真
正
で
あ
る
も
の
と
認
め
た
と
き
は
、
第
一

項
の
届
出
書
に
当
該
届
出
を
受
理
し
た
旨
を
記
入
し
、
そ
の
う
ち
一
通
を
届
出
受
理
証
と

し
て
届
出
者
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

７

検
疫
所
の
長
は
、
前
項
の
規
定
に
適
合
し
な
い
と
き
は
、
届
出
者
に
対
し
、
当
該
届
出

動
物
等
を
そ
の
定
め
る
方
法
に
よ
り
適
正
に
処
理
す
る
よ
う
指
示
す
る
も
の
と
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
届
出
者
は
、
自
ら
又
は
他
人
に
委
託
し
て
適
正
な
処
理
を
確
保
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
平
一
六
厚
労
令
一
二
八
・
追
加
、
平
一
七
厚
労
令
一
二
四
・
平
一
九
厚
労
令
三

一
・
平
二
四
厚
労
令
九
七
・
平
二
七
厚
労
令
一
五
〇
・
一
部
改
正
）

（
衛
生
証
明
書
の
記
載
事
項
）

第
三
十
条

法
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
衛
生
証
明
書
に
記
載
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
項
の
う
ち
第
二
十
八
条
に
規
定
す
る
感
染
症
に
か
か
っ
て
い
な
い
旨
又
は

か
か
っ
て
い
る
疑
い
が
な
い
旨
の
記
載
は
、
別
表
第
一
の
各
項
の
第
二
欄
に
定
め
る
当
該

感
染
症
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
項
の
第
三
欄
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
確
認
が
行
わ
れ

た
旨
を
明
示
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
お
い
て
、
当
該
届
出
動
物
等
に
係
る
原
産
国
、
輸
出
国
又
は
積
出
地
に

お
い
て
当
該
感
染
症
の
発
生
及
び
ま
ん
延
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
生
じ
た
場
合
、
衛
生
証
明

書
に
虚
偽
記
載
又
は
変
造
が
あ
る
場
合
そ
の
他
感
染
症
に
か
か
っ
て
い
な
い
又
は
か
か
っ

て
い
る
疑
い
が
な
い
旨
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
当
該
確
認
が
行
わ
れ
て
い
な
い
も
の
と
す
る
。

（
平
一
六
厚
労
令
一
二
八
・
追
加
）

第
三
十
一
条

法
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

一

輸
出
国
の
政
府
機
関
の
名
称
及
び
所
在
地

二

輸
出
国
の
政
府
機
関
の
担
当
職
員
の
官
職
及
び
氏
名

三

発
行
年
月
日
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四

発
行
番
号

五

荷
送
人
及
び
荷
受
人
の
氏
名
及
び
住
所
（
こ
れ
ら
の
者
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ

の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）

六

輸
入
し
よ
う
と
す
る
届
出
動
物
等
の
種
類
及
び
数
量

七

輸
入
し
よ
う
と
す
る
届
出
動
物
等
の
積
出
地
、
搭
載
年
月
日
及
び
搭
載
船
舶
名
又
は

搭
載
航
空
機
名

八

齧
歯
目
に
属
す
る
動
物
又
は
そ
の
死
体
（
別
表
第
一
の
第
一
項
の
第
一
欄
及
び
同
表

の
第
六
項
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。）
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
出
生
し
た
施
設

及
び
保
管
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

九

齧
歯
目
に
属
す
る
動
物
（
別
表
第
一
の
第
二
項
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
も
の
に
限

る
。）
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
出
生
以
来
保
管
さ
れ
て
い
る
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

２

衛
生
証
明
書
は
、
英
語
で
記
載
が
さ
れ
、
輸
出
国
の
政
府
機
関
の
押
印
又
は
浮
出
し
及

び
前
項
第
二
号
の
担
当
職
員
の
署
名
又
は
記
名
押
印
が
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
平
一
六
厚
労
令
一
二
八
・
追
加
、
平
一
七
厚
労
令
一
二
四
・
平
一
九
厚
労
令
三

一
・
一
部
改
正
）

第
十
一
章

特
定
病
原
体
等

（
平
一
九
厚
労
令
八
二
・
追
加
、
平
二
〇
厚
労
令
一
〇
六
・
旧
第
八
章
の
二
繰

下
）

（
用
語
の
定
義
）

第
三
十
一
条
の
二

こ
の
章
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ

当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

三
種
病
原
体
等
取
扱
施
設

三
種
病
原
体
等
の
保
管
、
使
用
及
び
滅
菌
等
を
す
る
施

設
を
い
う
。

二

四
種
病
原
体
等
取
扱
施
設

四
種
病
原
体
等
の
保
管
、
使
用
及
び
滅
菌
等
を
す
る
施

設
を
い
う
。

三

特
定
病
原
体
等
取
扱
施
設

一
種
病
原
体
等
取
扱
施
設
、
二
種
病
原
体
等
取
扱
施
設
、

三
種
病
原
体
等
取
扱
施
設
及
び
四
種
病
原
体
等
取
扱
施
設
を
い
う
。

四

管
理
区
域

特
定
病
原
体
等
を
取
り
扱
う
事
業
所
に
お
い
て
特
定
病
原
体
等
の
安
全

な
管
理
が
必
要
な
区
域
を
い
う
。

五

保
管
庫

特
定
病
原
体
等
の
保
管
の
た
め
の
設
備
を
い
う
。

六

検
査
室

病
院
若
し
く
は
診
療
所
又
は
病
原
体
等
の
検
査
を
行
っ
て
い
る
機
関
が
、

業
務
に
伴
い
特
定
病
原
体
等
を
所
持
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
特
定

病
原
体
等
を
使
用
し
て
検
査
を
行
う
室
を
い
う
。

七

製
造
施
設

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関

す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
医
薬

品
若
し
く
は
同
条
第
九
項
に
規
定
す
る
再
生
医
療
等
製
品
（
次
号
に
お
い
て
「
医
薬
品

等
」
と
い
う
。）
又
は
同
条
第
十
七
項
に
規
定
す
る
治
験
の
対
象
と
さ
れ
る
薬
物
若
し

く
は
人
若
し
く
は
動
物
の
細
胞
に
培
養
そ
の
他
の
加
工
を
施
し
た
も
の
若
し
く
は
人
若

し
く
は
動
物
の
細
胞
に
導
入
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
体
内
で
発
現
す
る
遺
伝
子
を
含
有
す
る

も
の
（
次
号
に
お
い
て
「
薬
物
等
」
と
い
う
。）
の
製
造
を
目
的
と
し
て
特
定
病
原
体

等
を
取
り
扱
う
施
設
（
次
号
に
規
定
す
る
指
定
製
造
施
設
を
除
く
。）
を
い
う
。

八

指
定
製
造
施
設

医
薬
品
等
又
は
薬
物
等
の
製
造
を
目
的
と
し
て
特
定
病
原
体
等
を

取
り
扱
う
施
設
の
う
ち
、
病
原
体
等
の
使
用
の
態
様
に
照
ら
し
、
法
第
五
十
六
条
の
二
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十
四
及
び
第
五
十
六
条
の
二
十
五
に
規
定
す
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
が
困

難
な
施
設
で
あ
っ
て
安
全
性
の
管
理
が
十
分
で
あ
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
指

定
す
る
施
設
を
い
う
。

九

実
験
室

特
定
病
原
体
等
の
使
用
を
す
る
室
（
検
査
室
、
製
造
施
設
又
は
指
定
製
造

施
設
の
内
部
に
あ
る
も
の
を
除
く
。）
を
い
う
。

十

安
全
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

病
原
体
等
を
拡
散
さ
せ
な
い
た
め
に
十
分
な
能
力
を
有
す
る

特
定
病
原
体
等
の
使
用
の
た
め
の
装
置
と
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
規
格
に
適

合
す
る
も
の
を
い
う
。

十
一

高
度
安
全
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

病
原
体
等
を
拡
散
さ
せ
な
い
た
め
に
極
め
て
十
分
な

能
力
を
有
す
る
特
定
病
原
体
等
の
使
用
の
た
め
の
装
置
と
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定

め
る
規
格
に
適
合
す
る
も
の
を
い
う
。

十
二

防
護
服

気
密
性
を
有
し
、
そ
の
内
部
の
気
圧
が
外
部
の
気
圧
よ
り
高
い
状
態
を

維
持
で
き
る
衣
服
と
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
規
格
に
適
合
す
る
も
の
を
い
う
。

十
三

防
御
具

作
業
衣
、
帽
子
、
手
袋
、
眼
鏡
、
マ
ス
ク
そ
の
他
の
病
原
体
等
の
使
用

を
す
る
者
が
着
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
当
該
病
原
体
等
に
ば
く
露
す
る
こ
と
を
防
止
す

る
た
め
の
個
人
用
の
道
具
を
い
う
。

十
四

ヘ
パ
フ
ィ
ル
タ
ー

病
原
体
等
を
拡
散
さ
せ
な
い
た
め
に
十
分
な
能
力
を
有
す
る

給
気
及
び
排
気
に
係
る
フ
ィ
ル
タ
ー
と
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
規
格
に
適
合

す
る
も
の
を
い
う
。

十
五

飼
育
設
備

動
物
に
対
し
て
特
定
病
原
体
等
の
使
用
を
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該

動
物
の
飼
育
の
た
め
の
設
備
を
い
う
。

十
六

滅
菌
等
設
備

実
験
室
、
検
査
室
又
は
製
造
施
設
で
使
用
し
た
特
定
病
原
体
等
若

し
く
は
こ
れ
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
品
の
滅
菌
等
の
た
め
の
設
備
を
い
う
。

十
七

取
扱
等
業
務

特
定
病
原
体
等
所
持
者
等
又
は
そ
の
従
業
者
が
行
う
病
原
体
等
の

取
扱
い
、
管
理
又
は
こ
れ
に
付
随
す
る
業
務
を
い
う
。

十
八

病
原
体
等
業
務
従
事
者

取
扱
等
業
務
に
従
事
す
る
者
で
あ
っ
て
、
管
理
区
域
に

立
ち
入
る
も
の
を
い
う
。

（
平
一
九
厚
労
令
八
二
・
追
加
、
平
二
六
厚
労
令
八
七
・
一
部
改
正
）

（
一
種
滅
菌
譲
渡
義
務
者
の
所
持
の
基
準
）

第
三
十
一
条
の
三

法
第
五
十
六
条
の
三
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
一
種
病
原
体
等
の

所
持
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
従
い
、
行
う
も
の
と
す
る
。

一

滅
菌
等
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に

応
じ
、
当
該
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
日
か
ら
二
日
以
内
に
、
第
三
十
一
条
の
三
十
一

第
三
項
に
規
定
す
る
基
準
に
従
い
、
自
ら
又
は
他
者
に
委
託
し
て
行
う
こ
と
と
し
、
譲

渡
し
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
日
後
遅
滞
な
く
こ
れ

を
行
う
こ
と
。

イ

特
定
一
種
病
原
体
等
所
持
者
が
、
特
定
一
種
病
原
体
等
に
つ
い
て
所
持
す
る
こ
と

を
要
し
な
く
な
っ
た
場
合

所
持
す
る
こ
と
を
要
し
な
く
な
っ
た
日

ロ

特
定
一
種
病
原
体
等
所
持
者
が
、
法
第
五
十
六
条
の
三
第
二
項
の
指
定
を
取
り
消

さ
れ
、
又
は
そ
の
指
定
の
効
力
を
停
止
さ
れ
た
場
合

指
定
の
取
消
し
又
は
効
力
の

停
止
の
日

ハ

病
院
若
し
く
は
診
療
所
又
は
病
原
体
等
の
検
査
を
行
っ
て
い
る
機
関
が
、
業
務
に

伴
い
一
種
病
原
体
等
を
所
持
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合

所
持
の
開
始
の
日

二

密
封
で
き
る
容
器
に
入
れ
、
か
つ
、
保
管
庫
に
お
い
て
行
う
こ
と
。
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三

保
管
庫
は
、
所
持
を
す
る
間
確
実
に
施
錠
す
る
等
、
一
種
病
原
体
等
を
み
だ
り
に
持

ち
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

（
平
一
九
厚
労
令
八
二
・
追
加
）

（
譲
渡
し
の
制
限
）

第
三
十
一
条
の
四

法
第
五
十
六
条
の
五
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
一
種
病
原
体
等
の
譲
渡
し

は
、
法
第
五
十
六
条
の
二
十
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
滅
菌
譲
渡
の
届
出
を
し
て
行
う
も

の
と
す
る
。

（
平
一
九
厚
労
令
八
二
・
追
加
）

（
二
種
滅
菌
譲
渡
義
務
者
の
所
持
の
基
準
）

第
三
十
一
条
の
五

法
第
五
十
六
条
の
六
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
二
種
病
原
体
等
の

所
持
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
従
い
、
行
う
も
の
と
す
る
。

一

滅
菌
等
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に

応
じ
、
当
該
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
日
か
ら
三
日
以
内
に
、
第
三
十
一
条
の
三
十
二

第
三
項
に
規
定
す
る
基
準
に
従
い
、
自
ら
又
は
他
者
に
委
託
し
て
行
う
こ
と
と
し
、
譲

渡
し
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
日
か
ら
遅
滞
な
く
こ

れ
を
行
う
こ
と
。

イ

二
種
病
原
体
等
許
可
所
持
者
が
、
二
種
病
原
体
等
に
つ
い
て
所
持
す
る
こ
と
を
要

し
な
く
な
っ
た
場
合

所
持
す
る
こ
と
を
要
し
な
く
な
っ
た
日

ロ

二
種
病
原
体
等
許
可
所
持
者
が
、
法
第
五
十
六
条
の
六
第
一
項
本
文
の
許
可
を
取

り
消
さ
れ
、
又
は
そ
の
許
可
の
効
力
を
停
止
さ
れ
た
場
合

許
可
の
取
消
し
又
は
効

力
の
停
止
の
日

ハ

病
院
若
し
く
は
診
療
所
又
は
病
原
体
等
の
検
査
を
行
っ
て
い
る
機
関
が
、
業
務
に

伴
い
二
種
病
原
体
等
を
所
持
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合

所
持
の
開
始
の
日

二

密
封
で
き
る
容
器
に
入
れ
、
か
つ
、
保
管
庫
に
お
い
て
行
う
こ
と
。

三

保
管
庫
は
、
所
持
を
す
る
間
確
実
に
施
錠
す
る
等
、
二
種
病
原
体
等
を
み
だ
り
に
持

ち
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

（
平
一
九
厚
労
令
八
二
・
追
加
）

（
所
持
の
許
可
の
申
請
）

第
三
十
一
条
の
六

法
第
五
十
六
条
の
六
第
二
項
の
所
持
の
許
可
の
申
請
は
、
別
記
様
式
第

四
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
申
請
は
、
次
の
書
類
を
添
え
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

法
人
に
あ
っ
て
は
、
法
人
の
登
記
事
項
証
明
書

二

予
定
所
持
開
始
時
期
を
記
載
し
た
書
面

三

法
第
五
十
六
条
の
六
第
一
項
本
文
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
、
法
第
五
十
六

条
の
七
各
号
に
規
定
す
る
者
に
該
当
し
な
い
旨
の
宣
誓
書

四

二
種
病
原
体
等
取
扱
施
設
を
中
心
と
し
、
縮
尺
及
び
方
位
を
付
け
た
事
業
所
内
外
の

見
取
図

五

二
種
病
原
体
等
取
扱
施
設
の
う
ち
、
病
原
体
等
の
取
扱
い
に
係
る
室
の
間
取
り
、
用

途
及
び
出
入
口
、
管
理
区
域
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
標
識
を
付
け
る
箇
所
を

示
し
、
か
つ
、
縮
尺
及
び
方
位
を
付
け
た
平
面
図

六

二
種
病
原
体
等
取
扱
施
設
の
う
ち
、
病
原
体
等
の
取
扱
い
に
係
る
主
要
部
分
の
縮
尺

を
付
け
た
立
面
図

七

そ
の
他
当
該
申
請
に
係
る
二
種
病
原
体
等
取
扱
施
設
が
法
第
五
十
六
条
の
二
十
四
に

規
定
す
る
二
種
病
原
体
等
取
扱
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
技
術
上
の
基
準
に
適
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合
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
書
類

（
平
一
九
厚
労
令
八
二
・
追
加
）

（
所
持
の
許
可
に
係
る
製
品
等
）

第
三
十
一
条
の
七

法
第
五
十
六
条
の
八
第
一
号
（
法
第
五
十
六
条
の
十
一
第
四
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
製
品
は
、
検
査
キ

ッ
ト
と
す
る
。

２

法
第
五
十
六
条
の
八
第
二
号
（
法
第
五
十
六
条
の
十
一
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。）
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
は
、
第
三
十
一
条

の
二
十
八
（
第
三
十
一
条
の
三
十
五
第
一
項
又
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）
に
規
定
す
る
も
の
と
す
る
。

（
平
一
九
厚
労
令
八
二
・
追
加
）

（
所
持
に
係
る
許
可
証
）

第
三
十
一
条
の
八

法
第
五
十
六
条
の
十
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事

項
は
、
次
の
と
お
り
と
し
、
同
項
に
規
定
す
る
許
可
証
は
、
別
記
様
式
第
五
に
よ
る
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

所
持
の
目
的
及
び
方
法

三

二
種
病
原
体
等
取
扱
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

四

許
可
の
条
件

２

二
種
病
原
体
等
許
可
所
持
者
は
、
許
可
証
が
汚
損
さ
れ
、
又
は
失
わ
れ
た
と
き
は
、
別

記
様
式
第
六
に
よ
る
申
請
書
及
び
許
可
証
が
汚
損
さ
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
許
可
証

を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
、
許
可
証
の
再
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

二
種
病
原
体
等
許
可
所
持
者
は
、
次
に
掲
げ
る
と
き
は
、
直
ち
に
そ
の
許
可
証
（
第
三

号
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
発
見
し
た
許
可
証
）
を
厚
生
労
働
大
臣
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一

所
持
の
目
的
を
達
し
た
と
き
又
は
こ
れ
を
失
っ
た
と
き
。

二

許
可
を
取
り
消
さ
れ
た
と
き
。

三

前
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
証
の
再
交
付
を
受
け
た
後
、
失
わ
れ
た
許
可
証
を
発
見
し

た
と
き
。

（
平
一
九
厚
労
令
八
二
・
追
加
）

（
許
可
所
持
に
係
る
変
更
の
許
可
の
申
請
）

第
三
十
一
条
の
九

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
施

行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
四
百
二
十
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。）
第
十
八
条
の
規
定
に

よ
る
変
更
の
許
可
の
申
請
は
、
別
記
様
式
第
七
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
申
請
は
、
次
の
書
類
を
添
え
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

変
更
の
予
定
時
期
を
記
載
し
た
書
面

二

変
更
に
係
る
第
三
十
一
条
の
六
第
二
項
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
規
定
す
る
書
類

三

工
事
を
伴
う
と
き
は
、
そ
の
予
定
工
事
期
間
及
び
そ
の
工
事
期
間
中
二
種
病
原
体
等

に
よ
る
感
染
症
の
発
生
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
に
関
し
講
ず
る
措
置
を
記
載
し
た

書
面

３

法
第
五
十
六
条
の
十
一
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
許
可
を
受
け
よ
う
す
る
二
種
病
原
体
等

許
可
所
持
者
は
、
そ
の
変
更
の
許
可
の
申
請
の
際
に
、
許
可
証
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出

し
、
変
更
後
の
事
項
を
記
載
し
た
許
可
証
の
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
平
一
九
厚
労
令
八
二
・
追
加
）

（
変
更
の
許
可
を
要
し
な
い
軽
微
な
変
更
）



- 33 -

第
三
十
一
条
の
十

法
第
五
十
六
条
の
十
一
第
一
項
た
だ
し
書
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

軽
微
な
変
更
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

毒
素
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
数
量
の
減
少

二

二
種
病
原
体
等
取
扱
施
設
の
廃
止
（
二
種
病
原
体
等
の
滅
菌
譲
渡
を
伴
わ
な
い
も
の

に
限
る
。）

三

所
持
の
方
法

四

管
理
区
域
の
変
更
及
び
設
備
の
増
設
（
工
事
を
伴
わ
な
い
も
の
に
限
る
。）

（
平
一
九
厚
労
令
八
二
・
追
加
）

（
許
可
所
持
に
係
る
軽
微
な
変
更
の
届
出
）

第
三
十
一
条
の
十
一

法
第
五
十
六
条
の
十
一
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
軽
微
な
変
更
の
届
出

は
、
別
記
様
式
第
八
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
届
出
は
、
第
三
十
一
条
の
九
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添

え
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
平
一
九
厚
労
令
八
二
・
追
加
）

（
氏
名
等
の
変
更
の
届
出
）

第
三
十
一
条
の
十
二

法
第
五
十
六
条
の
十
一
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
氏
名
等
の
変
更
の
届

出
は
、
別
記
様
式
第
九
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
平
一
九
厚
労
令
八
二
・
追
加
）

（
輸
入
の
許
可
の
申
請
）

第
三
十
一
条
の
十
三

法
第
五
十
六
条
の
十
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
輸
入
の
許
可
の
申
請

は
、
別
記
様
式
第
十
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
平
一
九
厚
労
令
八
二
・
追
加
）

（
輸
入
の
許
可
に
係
る
製
品
）

第
三
十
一
条
の
十
四

法
第
五
十
六
条
の
十
三
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
製
品
は
、
検
査
キ
ッ
ト
と
す
る
。

（
平
一
九
厚
労
令
八
二
・
追
加
）

（
輸
入
に
係
る
許
可
証
等
）

第
三
十
一
条
の
十
五

法
第
五
十
六
条
の
十
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
六
条
の
十
第

一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
し
、
同
項
に
規
定

す
る
許
可
証
は
、
別
記
様
式
第
十
一
に
よ
る
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

輸
入
の
目
的

三

輸
出
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

四

輸
入
の
期
間

五

輸
送
の
方
法

六

輸
入
港
名

七

許
可
の
条
件

２

第
三
十
一
条
の
八
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
法
第
五
十
六
条
の
十
二
第
一
項
の

許
可
に
係
る
許
可
証
に
つ
い
て
、
第
三
十
一
条
の
九
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
三
十

一
条
の
十
二
の
規
定
は
、
法
第
五
十
六
条
の
十
二
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
に
つ
い
て

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
十
一
条
の
八
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
三

十
一
条
の
九
第
三
項
中
「
二
種
病
原
体
等
許
可
所
持
者
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
六
条

の
十
二
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
平
一
九
厚
労
令
八
二
・
追
加
）



- 34 -

（
譲
渡
し
の
制
限
）

第
三
十
一
条
の
十
六

法
第
五
十
六
条
の
十
五
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
二
種
病
原
体
等
の
譲

渡
し
は
、
法
第
五
十
六
条
の
二
十
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
滅
菌
譲
渡
の
届
出
を
し
て
行

う
も
の
と
す
る
。

（
平
一
九
厚
労
令
八
二
・
追
加
）

（
所
持
の
届
出
）

第
三
十
一
条
の
十
七

法
第
五
十
六
条
の
十
六
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

毒
素
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
数
量

三

所
持
開
始
の
年
月
日

四

三
種
病
原
体
等
取
扱
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備

２

法
第
五
十
六
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
三
種
病
原
体
等
の
所
持
の
届
出
は
、
別

記
様
式
第
十
二
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

３

前
項
の
届
出
は
、
次
の
書
類
を
添
え
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

法
人
に
あ
っ
て
は
、
法
人
の
登
記
事
項
証
明
書

二

三
種
病
原
体
等
取
扱
施
設
を
中
心
と
し
、
縮
尺
及
び
方
位
を
付
け
た
事
業
所
内
外
の

見
取
図

三

三
種
病
原
体
等
取
扱
施
設
の
う
ち
、
病
原
体
等
の
取
扱
い
に
係
る
室
の
間
取
り
、
用

途
及
び
出
入
口
、
管
理
区
域
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
標
識
を
付
け
る
箇
所
を

示
し
、
か
つ
、
縮
尺
及
び
方
位
を
付
け
た
平
面
図

四

三
種
病
原
体
等
取
扱
施
設
の
う
ち
、
病
原
体
等
の
取
扱
い
に
係
る
主
要
部
分
の
縮
尺

を
付
け
た
立
面
図

五

そ
の
他
当
該
届
出
に
係
る
三
種
病
原
体
等
取
扱
施
設
が
法
第
五
十
六
条
の
二
十
四
に

規
定
す
る
三
種
病
原
体
等
取
扱
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
技
術
上
の
基
準
に
適

合
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
書
類

（
平
一
九
厚
労
令
八
二
・
追
加
）

（
病
院
若
し
く
は
診
療
所
又
は
病
原
体
等
の
検
査
を
行
っ
て
い
る
機
関
の
三
種
病
原
体
等

の
所
持
の
基
準
）

第
三
十
一
条
の
十
八

法
第
五
十
六
条
の
十
六
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
三
種
病
原
体

等
の
所
持
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
従
い
、
行
う
も
の
と
す
る
。

一

滅
菌
等
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
所
持
の
開
始
の
日
か
ら
十
日
以
内
に
、
第
三
十

一
条
の
三
十
三
第
三
項
に
規
定
す
る
基
準
に
従
い
、
自
ら
又
は
他
者
に
委
託
し
て
行
う

こ
と
と
し
、
譲
渡
し
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
所
持
の
開
始
の
日
後
遅
滞
な
く
こ
れ

を
行
う
こ
と
。

二

密
封
で
き
る
容
器
に
入
れ
、
か
つ
、
保
管
庫
に
お
い
て
行
う
こ
と
。

三

保
管
庫
は
、
所
持
を
す
る
間
確
実
に
施
錠
す
る
等
、
三
種
病
原
体
等
を
み
だ
り
に
持

ち
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

（
平
一
九
厚
労
令
八
二
・
追
加
）

（
所
持
の
届
出
に
係
る
変
更
及
び
不
所
持
の
届
出
）

第
三
十
一
条
の
十
九

法
第
五
十
六
条
の
十
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
及
び
不
所
持
の

届
出
は
、
別
記
様
式
第
十
三
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
届
出
（
変
更
に
係
る
も
の
に
限
る
。）
は
、
変
更
に
係
る
第
三
十
一
条
の
十
七

第
三
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
規
定
す
る
書
面
及
び
図
面
を
添
え
て
行
わ
な
け
れ
ば
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な
ら
な
い
。

（
平
一
九
厚
労
令
八
二
・
追
加
）

（
輸
入
の
届
出
）

第
三
十
一
条
の
二
十

法
第
五
十
六
条
の
十
七
の
規
定
に
よ
る
三
種
病
原
体
等
の
輸
入
の
届

出
は
、
別
記
様
式
第
十
四
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
平
一
九
厚
労
令
八
二
・
追
加
）

（
感
染
症
発
生
予
防
規
程
）

第
三
十
一
条
の
二
十
一

法
第
五
十
六
条
の
十
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
感
染
症
発
生
予
防

規
程
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

病
原
体
等
取
扱
主
任
者
そ
の
他
の
病
原
体
等
の
取
扱
い
及
び
管
理
に
従
事
す
る
者
に

関
す
る
職
務
並
び
に
組
織
に
関
す
る
こ
と
。

二

病
原
体
等
の
取
扱
い
に
従
事
す
る
者
で
あ
っ
て
、
管
理
区
域
に
立
ち
入
る
も
の
の
制

限
に
関
す
る
こ
と
。

三

管
理
区
域
の
設
定
並
び
に
管
理
区
域
の
内
部
に
お
い
て
感
染
症
の
発
生
を
予
防
し
、

及
び
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
に
講
ず
る
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

四

一
種
病
原
体
等
取
扱
施
設
又
は
二
種
病
原
体
等
取
扱
施
設
の
維
持
及
び
管
理
に
関
す

る
こ
と
。

五

病
原
体
等
の
保
管
、
使
用
、
運
搬
及
び
滅
菌
譲
渡
に
関
す
る
こ
と
。

六

病
原
体
等
の
受
入
れ
、
払
出
し
及
び
移
動
の
制
限
に
関
す
る
こ
と
。

七

病
原
体
等
に
よ
る
感
染
症
の
発
生
を
予
防
し
、
並
び
に
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た

め
に
必
要
な
教
育
及
び
訓
練
に
関
す
る
こ
と
。

八

病
原
体
等
に
ば
く
露
し
た
者
又
は
ば
く
露
し
た
お
そ
れ
の
あ
る
者
に
対
す
る
保
健
上

の
必
要
な
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

九

法
第
五
十
六
条
の
二
十
三
の
規
定
に
よ
る
記
帳
及
び
保
存
に
関
す
る
こ
と
。

十

病
原
体
等
の
取
扱
い
に
係
る
情
報
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

十
一

病
原
体
等
の
盗
取
、
所
在
不
明
そ
の
他
の
事
故
が
生
じ
た
と
き
の
措
置
に
関
す
る

こ
と
。

十
二

災
害
時
の
応
急
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

十
三

そ
の
他
病
原
体
等
に
よ
る
感
染
症
の
発
生
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
に
関
し
必

要
な
事
項

２

法
第
五
十
六
条
の
十
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
別
記
様
式
第
十
五
に
よ
り
行

う
も
の
と
す
る
。

３

法
第
五
十
六
条
の
十
八
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
別
記
様
式
第
十
六
に
よ
り
、

変
更
後
の
感
染
症
発
生
予
防
規
程
を
添
え
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
平
一
九
厚
労
令
八
二
・
追
加
）

（
病
原
体
等
取
扱
主
任
者
の
要
件
）

第
三
十
一
条
の
二
十
二

法
第
五
十
六
条
の
十
九
第
一
項
の
病
原
体
等
取
扱
主
任
者
は
、
次

に
掲
げ
る
者
で
あ
っ
て
、
病
原
体
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
十
分
の
知
識
経
験
を
有
す
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

医
師

二

獣
医
師

三

歯
科
医
師

四

薬
剤
師

五

臨
床
検
査
技
師
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六

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
基
づ
く
大
学
又
は
同
法
第
百

四
条
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
大
学
若
し
く
は
大
学
院
に
相
当
す
る
教
育
を
行
う
課

程
が
置
か
れ
る
教
育
施
設
に
お
い
て
生
物
学
、
農
学
又
は
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
課
程
を

修
め
て
卒
業
し
た
者

（
平
一
九
厚
労
令
八
二
・
追
加
、
平
一
九
厚
労
令
一
五
二
・
一
部
改
正
）

（
病
原
体
等
取
扱
主
任
者
の
選
任
等
の
届
出
）

第
三
十
一
条
の
二
十
三

法
第
五
十
六
条
の
十
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
病
原
体
等
取
扱
主

任
者
の
選
任
及
び
解
任
の
届
出
は
、
別
記
様
式
第
十
七
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
平
一
九
厚
労
令
八
二
・
追
加
）

（
教
育
訓
練
）

第
三
十
一
条
の
二
十
四

法
第
五
十
六
条
の
二
十
一
の
規
定
に
よ
る
教
育
及
び
訓
練
は
、
管

理
区
域
に
立
ち
入
る
者
及
び
取
扱
等
業
務
に
従
事
す
る
者
に
対
し
、
次
の
各
号
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一

病
原
体
等
業
務
従
事
者
に
対
す
る
教
育
及
び
訓
練
は
、
初
め
て
管
理
区
域
に
立
ち
入

る
前
及
び
管
理
区
域
に
立
ち
入
っ
た
後
に
あ
っ
て
は
、
一
年
を
超
え
な
い
期
間
ご
と
に

行
う
こ
と
。

二

取
扱
等
業
務
に
従
事
す
る
者
で
あ
っ
て
管
理
区
域
に
立
ち
入
ら
な
い
も
の
に
対
す
る

教
育
及
び
訓
練
は
、
取
扱
等
業
務
を
開
始
す
る
前
及
び
取
扱
等
業
務
を
開
始
し
た
後
に

あ
っ
て
は
、
一
年
を
超
え
な
い
期
間
ご
と
に
行
う
こ
と
。

三

前
二
号
に
規
定
す
る
者
に
対
す
る
教
育
及
び
訓
練
は
、
次
に
定
め
る
項
目
（
前
号
に

規
定
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
イ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）
に
つ
い
て
施
す
こ
と
。

イ

病
原
体
等
の
性
質

ロ

病
原
体
等
の
管
理

ハ

病
原
体
等
に
よ
る
感
染
症
の
発
生
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
に
関
す
る
法
令

ニ

感
染
症
発
生
予
防
規
程

四

第
一
号
及
び
第
二
号
に
規
定
す
る
者
以
外
の
者
に
対
す
る
教
育
及
び
訓
練
は
、
当
該

者
が
立
ち
入
る
一
種
病
原
体
等
取
扱
施
設
又
は
二
種
病
原
体
等
取
扱
施
設
に
お
い
て
病

原
体
等
に
よ
る
感
染
症
の
発
生
を
予
防
し
、
又
は
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
に
必

要
な
事
項
に
つ
い
て
施
す
こ
と
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
項
目
又
は
事
項
の

全
部
又
は
一
部
に
関
し
十
分
な
知
識
及
び
技
能
を
有
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
対
し

て
は
、
当
該
項
目
又
は
事
項
に
つ
い
て
の
教
育
及
び
訓
練
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
平
一
九
厚
労
令
八
二
・
追
加
）

（
滅
菌
譲
渡
の
届
出
）

第
三
十
一
条
の
二
十
五

法
第
五
十
六
条
の
二
十
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
滅
菌
譲
渡
の
届

出
は
、
別
記
様
式
第
十
八
に
よ
り
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各

号
に
定
め
る
日
か
ら
一
日
以
内
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

特
定
一
種
病
原
体
等
所
持
者
又
は
二
種
病
原
体
等
許
可
所
持
者
が
特
定
一
種
病
原
体

等
又
は
二
種
病
原
体
等
に
つ
い
て
所
持
す
る
こ
と
を
要
し
な
く
な
っ
た
場
合

所
持
す

る
こ
と
を
要
し
な
く
な
っ
た
日

二

特
定
一
種
病
原
体
等
所
持
者
又
は
二
種
病
原
体
等
許
可
所
持
者
が
法
第
五
十
六
条
の

三
第
二
項
の
指
定
若
し
く
は
法
第
五
十
六
条
の
六
第
一
項
本
文
の
許
可
を
取
り
消
さ
れ
、

又
は
そ
の
指
定
若
し
く
は
許
可
の
効
力
を
停
止
さ
れ
た
場
合

指
定
又
は
許
可
の
取
消

し
又
は
効
力
の
停
止
の
日
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三

病
院
若
し
く
は
診
療
所
又
は
病
原
体
等
の
検
査
を
行
っ
て
い
る
機
関
が
、
業
務
に
伴

い
一
種
病
原
体
等
又
は
二
種
病
原
体
等
を
所
持
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合

所
持
の
開

始
の
日

２

法
第
五
十
六
条
の
二
十
二
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

毒
素
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
数
量

三

滅
菌
譲
渡
の
予
定
日

四

譲
渡
し
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
譲
り
受
け
る
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

（
平
一
九
厚
労
令
八
二
・
追
加
）

（
記
帳
）

第
三
十
一
条
の
二
十
六

法
第
五
十
六
条
の
二
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
一
種
病
原

体
等
所
持
者
、
二
種
病
原
体
等
許
可
所
持
者
及
び
三
種
病
原
体
等
を
所
持
す
る
者
（
法
第

五
十
六
条
の
十
六
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
従
業
者
を
除
く
。
以
下
「
三
種
病
原
体
等

所
持
者
」
と
い
う
。）
が
備
え
る
べ
き
帳
簿
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
の
細
目

は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

特
定
一
種
病
原
体
等
所
持
者
に
つ
い
て
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

イ

受
入
れ
又
は
払
出
し
に
係
る
病
原
体
等
の
種
類
（
毒
素
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
種
類

及
び
数
量
）

ロ

病
原
体
等
の
受
入
れ
又
は
払
出
し
の
年
月
日
及
び
時
刻

ハ

病
原
体
等
の
保
管
の
方
法
及
び
場
所

ニ

使
用
に
係
る
病
原
体
等
の
種
類

ホ

病
原
体
等
の
使
用
の
年
月
日
及
び
時
刻

ヘ

滅
菌
等
に
係
る
病
原
体
等
の
種
類

ト

病
原
体
等
及
び
こ
れ
に
汚
染
さ
れ
た
物
品
の
滅
菌
等
の
年
月
日
及
び
時
刻
、
方
法

並
び
に
場
所

チ

病
原
体
等
の
受
入
れ
又
は
払
出
し
を
し
た
者
の
氏
名

リ

実
験
室
へ
の
立
入
り
又
は
退
出
を
し
た
者
の
氏
名

ヌ

実
験
室
へ
の
立
入
り
又
は
退
出
の
年
月
日
及
び
時
刻

ル

実
験
室
へ
の
立
入
り
の
目
的

ヲ

病
原
体
等
の
使
用
に
従
事
す
る
者
の
氏
名

ワ

病
原
体
等
の
滅
菌
等
に
従
事
す
る
者
の
氏
名

カ

一
種
病
原
体
等
取
扱
施
設
の
点
検
の
実
施
年
月
日
、
点
検
の
結
果
及
び
こ
れ
に
伴

う
措
置
の
内
容
並
び
に
点
検
を
行
っ
た
者
の
氏
名

ヨ

一
種
病
原
体
等
取
扱
施
設
に
立
ち
入
る
者
に
対
す
る
教
育
及
び
訓
練
の
実
施
年
月

日
、
項
目
並
び
に
当
該
教
育
及
び
訓
練
を
受
け
た
者
の
氏
名

二

二
種
病
原
体
等
許
可
所
持
者
に
つ
い
て
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

イ

前
号
イ
、
ハ
、
ニ
、
ヘ
、
チ
、
リ
、
ヲ
及
び
ワ
に
掲
げ
る
事
項

ロ

病
原
体
等
の
受
入
れ
又
は
払
出
し
の
年
月
日

ハ

病
原
体
等
及
び
こ
れ
に
汚
染
さ
れ
た
物
品
の
滅
菌
等
の
年
月
日
、
方
法
及
び
場
所

ニ

実
験
室
へ
の
立
入
り
又
は
退
出
の
年
月
日

ホ

二
種
病
原
体
等
取
扱
施
設
の
点
検
の
実
施
年
月
日
、
点
検
の
結
果
及
び
こ
れ
に
伴

う
措
置
の
内
容
並
び
に
点
検
を
行
っ
た
者
の
氏
名

ヘ

二
種
病
原
体
等
取
扱
施
設
に
立
ち
入
る
者
に
対
す
る
教
育
及
び
訓
練
の
実
施
年
月
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日
、
項
目
並
び
に
当
該
教
育
及
び
訓
練
を
受
け
た
者
の
氏
名

三

三
種
病
原
体
等
所
持
者
に
つ
い
て
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

イ

第
一
号
イ
、
ハ
、
ニ
、
ヘ
、
チ
、
リ
、
ヲ
及
び
ワ
に
掲
げ
る
事
項

ロ

病
原
体
等
の
受
入
れ
又
は
払
出
し
の
年
月
日

ハ

病
原
体
等
及
び
こ
れ
に
汚
染
さ
れ
た
物
品
の
滅
菌
等
の
年
月
日
、
方
法
及
び
場
所

ニ

実
験
室
へ
の
立
入
り
又
は
退
出
の
年
月
日

ホ

三
種
病
原
体
等
取
扱
施
設
の
点
検
の
実
施
年
月
日
、
点
検
の
結
果
及
び
こ
れ
に
伴

う
措
置
の
内
容
並
び
に
点
検
を
行
っ
た
者
の
氏
名

２

前
項
各
号
に
定
め
る
事
項
の
細
目
が
電
子
計
算
機
（
入
出
力
装
置
を
含
む
。
以
下
同

じ
。）
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
又
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
（
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
一

定
の
事
項
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
物
を
含
む
。）
に
記
録
さ
れ
、
必
要

に
応
じ
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用
い
て
明
確
に
紙
面
に
表
示
さ
れ
る
と
き
は
、
当

該
記
録
を
も
っ
て
帳
簿
へ
の
記
載
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

特
定
一
種
病
原
体
等
所
持
者
、
二
種
病
原
体
等
許
可
所
持
者
及
び
三
種
病
原
体
等
所
持

者
は
、
一
年
ご
と
に
法
第
五
十
六
条
の
二
十
三
第
一
項
に
規
定
す
る
帳
簿
を
閉
鎖
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

４

法
第
五
十
六
条
の
二
十
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
保
存
は
、
前
項
の
帳
簿
の
閉

鎖
後
五
年
間
に
行
う
も
の
と
す
る
。

（
平
一
九
厚
労
令
八
二
・
追
加
）

（
一
種
病
原
体
等
取
扱
施
設
の
基
準
）

第
三
十
一
条
の
二
十
七

法
第
五
十
六
条
の
二
十
四
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の

基
準
の
う
ち
、
一
種
病
原
体
等
取
扱
施
設
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

当
該
施
設
は
、
地
崩
れ
及
び
浸
水
の
お
そ
れ
の
少
な
い
場
所
に
設
け
る
こ
と
。

二

当
該
施
設
が
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
二
条
第
一
号
に

規
定
す
る
建
築
物
又
は
同
条
第
四
号
に
規
定
す
る
居
室
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
主
要

構
造
部
等
（
同
条
第
五
号
に
規
定
す
る
主
要
構
造
部
並
び
に
当
該
施
設
を
区
画
す
る
壁

及
び
柱
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
耐
火
構
造
（
同
条
第
七
号
に
規
定
す
る
耐
火
構
造

を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
と
し
、
又
は
不
燃
材
料
（
同
条
第
九
号
に
規
定
す
る
不
燃
材

料
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
で
造
る
こ
と
。

三

当
該
施
設
は
、
国
家
機
関
の
建
築
物
及
び
そ
の
附
帯
施
設
の
位
置
、
規
模
及
び
構
造

に
関
す
る
基
準
（
平
成
六
年
建
設
省
告
示
第
二
千
三
百
七
十
九
号
）
に
従
い
、
又
は
当

該
基
準
の
例
に
よ
り
、
地
震
に
対
す
る
安
全
性
の
確
保
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

四

当
該
施
設
に
は
、
管
理
区
域
を
設
定
す
る
こ
と
。

五

特
定
一
種
病
原
体
等
の
保
管
庫
は
、
実
験
室
の
内
部
に
設
け
、
か
ぎ
そ
の
他
の
閉
鎖

の
た
め
の
設
備
又
は
器
具
を
設
け
る
こ
と
。

六

特
定
一
種
病
原
体
等
の
使
用
を
す
る
施
設
の
設
備
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。

イ

実
験
室
の
内
部
の
壁
、
床
、
天
井
そ
の
他
病
原
体
等
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
る
お
そ

れ
の
あ
る
部
分
は
、
耐
水
性
及
び
気
密
性
が
あ
り
、
そ
の
表
面
は
消
毒
及
び
洗
浄
が

容
易
な
構
造
で
あ
る
こ
と
。

ロ

実
験
室
に
通
話
装
置
（
実
験
室
の
内
部
と
外
部
の
間
に
お
い
て
通
話
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
す
る
。
以
下
同
じ
。）
又
は
警
報
装
置
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

ハ

実
験
室
の
内
部
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
窓
を
設
け
る
等
外
部
か
ら
実
験
室
の

内
部
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ニ

監
視
カ
メ
ラ
そ
の
他
の
実
験
室
の
内
部
を
常
時
監
視
す
る
た
め
の
装
置
を
備
え
て
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い
る
こ
と
。

ホ

実
験
室
の
内
部
に
、
高
圧
蒸
気
滅
菌
装
置
に
直
結
し
て
い
る
高
度
安
全
キ
ャ
ビ
ネ

ッ
ト
（
防
護
服
を
着
用
す
る
実
験
室
に
あ
っ
て
は
、
安
全
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
）
を
備
え

て
い
る
こ
と
。

ヘ

実
験
室
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
専
用
の
前
室
及
び
シ
ャ
ワ
ー
室
を

附
置
す
る
こ
と
。

（
１
）

通
常
前
室
を
通
じ
て
の
み
実
験
室
に
出
入
り
で
き
る
構
造
の
も
の
と
し
、

か
つ
、
当
該
前
室
の
出
入
口
が
屋
外
に
直
接
面
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
２
）

防
護
服
を
着
用
す
る
実
験
室
に
附
置
す
る
シ
ャ
ワ
ー
室
に
あ
っ
て
は
、
防

護
服
の
消
毒
及
び
洗
浄
を
行
う
た
め
の
装
置
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

（
３
）

各
室
の
出
入
口
に
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
を
設
け
る
こ
と
。

ト

実
験
室
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
専
用
の
給
気
設
備
、
排
気
設
備
及

び
排
水
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

（
１
）

管
理
区
域
内
に
、
実
験
室
に
近
接
し
て
設
け
る
こ
と
。

（
２
）

給
気
設
備
は
、
実
験
室
へ
の
給
気
が
、
ヘ
パ
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
じ
て
な
さ

れ
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。
防
護
服
を
着
用
す
る
実
験
室
に
設
け
る
給
気
設
備
に
あ

っ
て
は
、
防
護
服
に
給
気
す
る
た
め
の
装
置
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

（
３
）

排
気
設
備
は
、
実
験
室
か
ら
の
排
気
が
、
二
以
上
の
ヘ
パ
フ
ィ
ル
タ
ー
を

通
じ
て
な
さ
れ
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。

（
４
）

排
気
設
備
は
、
空
気
が
実
験
室
の
出
入
口
か
ら
実
験
室
の
内
部
へ
流
れ
て

い
く
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
実
験
室
及
び
実
験
室
以
外
の
施
設
の
内
部
の
場
所
に

再
循
環
さ
れ
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

（
５
）

排
気
設
備
は
、
排
気
口
以
外
か
ら
気
体
が
漏
れ
に
く
い
も
の
で
あ
り
、
か

つ
、
腐
食
し
に
く
い
材
料
を
用
い
る
こ
と
。

（
６
）

排
水
設
備
は
、
実
験
室
か
ら
の
特
定
一
種
病
原
体
等
に
汚
染
さ
れ
た
排
水

の
排
出
が
、
高
圧
蒸
気
滅
菌
装
置
及
び
化
学
滅
菌
装
置
を
通
じ
て
な
さ
れ
る
構
造

で
あ
る
こ
と
。

（
７
）

給
気
設
備
、
排
気
設
備
及
び
排
水
設
備
の
扉
等
外
部
に
通
ず
る
部
分
に
つ

い
て
は
、
か
ぎ
そ
の
他
閉
鎖
の
た
め
の
設
備
又
は
器
具
を
設
け
る
こ
と
。

（
８
）

給
気
設
備
、
排
気
設
備
及
び
排
水
設
備
は
、
稼
働
状
況
の
確
認
の
た
め
の

装
置
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

チ

実
験
室
に
は
、
か
ぎ
そ
の
他
閉
鎖
の
た
め
の
設
備
又
は
器
具
を
設
け
る
こ
と
。

リ

動
物
に
対
し
て
特
定
一
種
病
原
体
等
の
使
用
を
し
た
場
合
に
は
、
飼
育
設
備
は
、

実
験
室
の
内
部
に
設
け
る
こ
と
。

七

特
定
一
種
病
原
体
等
の
滅
菌
等
設
備
は
、
実
験
室
の
内
部
と
外
部
の
両
面
に
扉
が
あ

る
高
圧
蒸
気
滅
菌
装
置
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

八

非
常
用
予
備
電
源
設
備
及
び
予
備
の
排
気
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

九

管
理
区
域
の
内
部
に
、
実
験
室
及
び
管
理
区
域
の
監
視
を
す
る
室
を
、
実
験
室
に
近

接
し
て
設
け
る
こ
と
。

十

事
業
所
の
境
界
に
は
、
さ
く
そ
の
他
の
人
が
み
だ
り
に
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
の
施
設
を
設
け
る
こ
と
。

十
一

当
該
施
設
の
出
入
口
及
び
当
該
出
入
口
か
ら
実
験
室
の
出
入
口
ま
で
の
間
の
場
所

に
、
そ
れ
ぞ
れ
施
錠
そ
の
他
の
通
行
制
限
の
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

十
二

当
該
施
設
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
機
能
の
維
持
が
な
さ
れ
る
こ
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と
。

イ

一
年
に
一
回
以
上
定
期
的
に
点
検
し
、
前
各
号
の
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
維
持

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

ヘ
パ
フ
ィ
ル
タ
ー
を
交
換
す
る
場
合
に
は
、
滅
菌
等
を
し
て
か
ら
こ
れ
を
行
う
こ

と
。（

平
一
九
厚
労
令
八
二
・
追
加
）

（
二
種
病
原
体
等
取
扱
施
設
の
基
準
）

第
三
十
一
条
の
二
十
八

法
第
五
十
六
条
の
二
十
四
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の

基
準
の
う
ち
、
二
種
病
原
体
等
取
扱
施
設
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

当
該
施
設
は
、
地
崩
れ
及
び
浸
水
の
お
そ
れ
の
少
な
い
場
所
に
設
け
る
こ
と
。

二

当
該
施
設
が
建
築
基
準
法
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
建
築
物
又
は
同
条
第
四
号
に

規
定
す
る
居
室
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
主
要
構
造
部
等
を
耐
火
構
造
と
し
、
又
は
不

燃
材
料
で
造
る
こ
と
。

三

当
該
施
設
に
は
、
管
理
区
域
を
設
定
す
る
こ
と
。

四

二
種
病
原
体
等
の
保
管
庫
は
、
実
験
室
の
内
部
（
出
入
口
に
施
錠
そ
の
他
の
通
行
制

限
の
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
保
管
施
設
が
設
け
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
管
理

区
域
の
内
部
）
に
設
け
、
か
ぎ
そ
の
他
閉
鎖
の
た
め
の
設
備
又
は
器
具
を
設
け
る
こ
と
。

五

二
種
病
原
体
等
の
使
用
を
す
る
施
設
の
設
備
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。

イ

実
験
室
の
内
部
の
壁
、
床
そ
の
他
病
原
体
等
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ

る
部
分
は
、
そ
の
表
面
が
消
毒
の
容
易
な
構
造
で
あ
る
こ
と
。

ロ

実
験
室
に
通
話
装
置
又
は
警
報
装
置
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

ハ

実
験
室
の
内
部
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
窓
を
設
け
る
等
外
部
か
ら
実
験
室
の

内
部
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ニ

実
験
室
の
内
部
に
安
全
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

ホ

実
験
室
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
専
用
の
前
室
を
附
置
す
る
こ
と
。

（
１
）

通
常
前
室
を
通
じ
て
の
み
実
験
室
に
出
入
り
で
き
る
構
造
の
も
の
と
し
、

か
つ
、
当
該
前
室
の
出
入
口
が
屋
外
に
直
接
面
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
２
）

前
室
の
出
入
口
に
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
又
は
こ
れ
に
準
じ
る
機
能
を
有
す
る

二
重
扉
を
設
け
る
こ
と
。

ヘ

実
験
室
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
排
気
設
備
及
び
排
水
設
備
を
設
け

る
こ
と
。

（
１
）

排
気
設
備
は
、
実
験
室
か
ら
の
排
気
が
、
一
以
上
の
ヘ
パ
フ
ィ
ル
タ
ー
を

通
じ
て
な
さ
れ
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。

（
２
）

排
気
設
備
は
、
空
気
が
実
験
室
の
出
入
口
か
ら
実
験
室
の
内
部
へ
流
れ
る

よ
う
管
理
で
き
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。

（
３
）

排
気
設
備
は
、
稼
働
状
況
の
確
認
の
た
め
の
装
置
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

ト

実
験
室
に
は
、
か
ぎ
そ
の
他
閉
鎖
の
た
め
の
設
備
又
は
器
具
を
設
け
る
こ
と
。

チ

動
物
に
対
し
て
二
種
病
原
体
等
の
使
用
を
し
た
場
合
に
は
、
飼
育
設
備
は
、
実
験

室
の
内
部
に
設
け
る
こ
と
。

六

二
種
病
原
体
等
の
滅
菌
等
設
備
は
、
実
験
室
の
内
部
に
設
け
る
こ
と
。

七

当
該
施
設
は
、
一
年
に
一
回
以
上
定
期
的
に
点
検
し
、
前
各
号
の
基
準
に
適
合
す
る

よ
う
そ
の
機
能
の
維
持
が
な
さ
れ
る
こ
と
。

２

高
度
安
全
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
み
を
使
用
す
る
実
験
室
に
つ
い
て
は
、
前
項
第
五
号
ヘ

（
第
三
十
一
条
の
三
十
五
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
中
「
排
気
設
備
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及
び
排
水
設
備
」
と
あ
る
の
は
「
排
水
設
備
」
と
し
、
同
号
ヘ
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で

（
第
三
十
一
条
の
三
十
五
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
は
、
適

用
し
な
い
。

３

法
第
六
条
第
二
十
一
項
第
二
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
二
種
病
原
体
等
そ
の
他
厚
生
労

働
大
臣
が
定
め
る
二
種
病
原
体
等
に
係
る
滅
菌
等
設
備
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
第
六
号
中

「
実
験
室
」
と
あ
る
の
は
「
二
種
病
原
体
等
を
取
り
扱
う
施
設
」
と
す
る
。

４

第
一
項
第
五
号
ロ
か
ら
ヘ
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
三
十
一
条
の
三
十
五
第
一
項
又

は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
は
、
法
第
六
条
第
二
十
一
項
第

二
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
二
種
病
原
体
等
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
二
種
病
原

体
等
の
使
用
を
す
る
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。

５

第
一
項
第
五
号
チ
（
第
三
十
一
条
の
三
十
五
第
一
項
又
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）
の
規
定
は
、
毒
素
の
使
用
を
し
た
動
物
に
つ
い
て
飼
育
設
備
を
設
け
る

場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。

（
平
一
九
厚
労
令
八
二
・
追
加
、
平
二
〇
厚
労
令
一
〇
六
・
一
部
改
正
）

（
三
種
病
原
体
等
取
扱
施
設
の
基
準
）

第
三
十
一
条
の
二
十
九

法
第
五
十
六
条
の
二
十
四
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の

基
準
の
う
ち
、
三
種
病
原
体
等
取
扱
施
設
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

当
該
施
設
は
、
地
崩
れ
及
び
浸
水
の
お
そ
れ
の
少
な
い
場
所
に
設
け
る
こ
と
。

二

当
該
施
設
が
建
築
基
準
法
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
建
築
物
又
は
同
条
第
四
号
に

規
定
す
る
居
室
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
主
要
構
造
部
等
を
耐
火
構
造
と
し
、
又
は
不

燃
材
料
で
造
る
こ
と
。

三

当
該
施
設
に
は
、
管
理
区
域
を
設
定
す
る
こ
と
。

四

三
種
病
原
体
等
の
保
管
庫
は
、
実
験
室
の
内
部
（
出
入
口
に
施
錠
そ
の
他
の
通
行
制

限
の
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
保
管
施
設
が
設
け
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
管
理

区
域
の
内
部
）
に
設
け
、
か
ぎ
そ
の
他
閉
鎖
の
た
め
の
設
備
又
は
器
具
を
設
け
る
こ
と
。

五

三
種
病
原
体
等
の
使
用
を
す
る
施
設
の
設
備
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。

イ

実
験
室
の
内
部
の
壁
、
床
そ
の
他
病
原
体
等
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ

る
部
分
は
、
そ
の
表
面
が
消
毒
の
容
易
な
構
造
で
あ
る
こ
と
。

ロ

実
験
室
に
通
話
装
置
又
は
警
報
装
置
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

ハ

実
験
室
の
内
部
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
窓
を
設
け
る
等
外
部
か
ら
実
験
室
の

内
部
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ニ

実
験
室
の
内
部
に
安
全
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

ホ

実
験
室
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
専
用
の
前
室
を
附
置
す
る
こ
と
。

（
１
）

通
常
前
室
を
通
じ
て
の
み
実
験
室
に
出
入
り
で
き
る
構
造
の
も
の
と
し
、

か
つ
、
当
該
前
室
の
出
入
口
が
屋
外
に
直
接
面
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
２
）

前
室
の
出
入
口
に
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
又
は
こ
れ
に
準
じ
る
機
能
を
有
す
る

二
重
扉
を
設
け
る
こ
と
。

ヘ

実
験
室
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
排
気
設
備
及
び
排
水
設
備
を
設
け

る
こ
と
。

（
１
）

排
気
設
備
は
、
実
験
室
か
ら
の
排
気
が
、
一
以
上
の
ヘ
パ
フ
ィ
ル
タ
ー
を

通
じ
て
な
さ
れ
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。

（
２
）

排
気
設
備
は
、
空
気
が
実
験
室
の
出
入
口
か
ら
実
験
室
の
内
部
へ
流
れ
る

よ
う
管
理
で
き
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。

（
３
）

排
気
設
備
は
、
稼
働
状
況
の
確
認
の
た
め
の
装
置
を
備
え
て
い
る
こ
と
。
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ト

実
験
室
に
は
、
か
ぎ
そ
の
他
閉
鎖
の
た
め
の
設
備
又
は
器
具
を
設
け
る
こ
と
。

チ

動
物
に
対
し
て
三
種
病
原
体
等
の
使
用
を
し
た
場
合
に
は
、
飼
育
設
備
は
、
実
験

室
の
内
部
に
設
け
る
こ
と
。

六

三
種
病
原
体
等
の
滅
菌
等
設
備
は
、
実
験
室
の
内
部
に
設
け
る
こ
と
。

七

当
該
施
設
は
、
一
年
に
一
回
以
上
定
期
的
に
点
検
し
、
前
各
号
の
基
準
に
適
合
す
る

よ
う
そ
の
機
能
の
維
持
が
な
さ
れ
る
こ
と
。

２

高
度
安
全
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
み
を
使
用
す
る
実
験
室
に
つ
い
て
は
、
前
項
第
五
号
ヘ

（
第
三
十
一
条
の
三
十
五
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
中
「
排
気
設
備

及
び
排
水
設
備
」
と
あ
る
の
は
「
排
水
設
備
」
と
し
、
同
号
ヘ
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で

（
第
三
十
一
条
の
三
十
五
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
は
、
適

用
し
な
い
。

３

令
第
二
条
第
二
号
に
掲
げ
る
三
種
病
原
体
等
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
三
種
病

原
体
等
に
係
る
滅
菌
等
設
備
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
第
六
号
中
「
実
験
室
」
と
あ
る
の
は

「
三
種
病
原
体
等
を
取
り
扱
う
施
設
」
と
す
る
。

４

第
一
項
第
五
号
ロ
か
ら
ヘ
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
三
十
一
条
の
三
十
五
第
一
項
又

は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
は
、
令
第
二
条
第
二
号
に
掲
げ

る
三
種
病
原
体
等
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
三
種
病
原
体
等
の
使
用
を
す
る
場
合

に
は
、
適
用
し
な
い
。

（
平
一
九
厚
労
令
八
二
・
追
加
）

（
四
種
病
原
体
等
取
扱
施
設
の
基
準
）

第
三
十
一
条
の
三
十

法
第
五
十
六
条
の
二
十
四
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基

準
の
う
ち
、
四
種
病
原
体
等
取
扱
施
設
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

当
該
施
設
は
、
地
崩
れ
及
び
浸
水
の
お
そ
れ
の
少
な
い
場
所
に
設
け
る
こ
と
。

二

当
該
施
設
が
建
築
基
準
法
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
建
築
物
又
は
同
条
第
四
号
に

規
定
す
る
居
室
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
主
要
構
造
部
等
を
耐
火
構
造
と
し
、
又
は
不

燃
材
料
で
造
る
こ
と
。

三

当
該
施
設
に
は
、
管
理
区
域
を
設
定
す
る
こ
と
。

四

四
種
病
原
体
等
の
保
管
庫
は
、
管
理
区
域
の
内
部
に
設
け
、
か
ぎ
そ
の
他
閉
鎖
の
た

め
の
設
備
又
は
器
具
を
設
け
る
こ
と
。

五

四
種
病
原
体
等
の
使
用
を
す
る
施
設
の
設
備
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。

イ

実
験
室
の
内
部
の
壁
、
床
そ
の
他
病
原
体
等
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ

る
部
分
は
、
そ
の
表
面
が
消
毒
の
容
易
な
構
造
で
あ
る
こ
と
。

ロ

実
験
室
に
通
話
装
置
又
は
警
報
装
置
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

ハ

実
験
室
の
内
部
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
窓
を
設
け
る
等
外
部
か
ら
実
験
室
の

内
部
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ニ

実
験
室
の
内
部
に
安
全
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

ホ

実
験
室
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
専
用
の
前
室
を
附
置
す
る
こ
と
。

（
１
）

通
常
前
室
を
通
じ
て
の
み
実
験
室
に
出
入
り
で
き
る
構
造
の
も
の
と
し
、

か
つ
、
当
該
前
室
の
出
入
口
が
屋
外
に
直
接
面
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
２
）

前
室
の
出
入
口
に
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
又
は
こ
れ
に
準
じ
る
機
能
を
有
す
る

二
重
扉
を
設
け
る
こ
と
。

ヘ

実
験
室
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
排
気
設
備
及
び
排
水
設
備
を
設
け

る
こ
と
。

（
１
）

排
気
設
備
は
、
実
験
室
か
ら
の
排
気
が
、
一
以
上
の
ヘ
パ
フ
ィ
ル
タ
ー
を
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通
じ
て
な
さ
れ
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。

（
２
）

排
気
設
備
は
、
空
気
が
実
験
室
の
出
入
口
か
ら
実
験
室
の
内
部
へ
流
れ
る

よ
う
管
理
で
き
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。

（
３
）

排
気
設
備
は
、
稼
働
状
況
の
確
認
の
た
め
の
装
置
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

ト

実
験
室
に
は
、
か
ぎ
そ
の
他
閉
鎖
の
た
め
の
設
備
又
は
器
具
を
設
け
る
こ
と
。

チ

動
物
に
対
し
て
四
種
病
原
体
等
の
使
用
を
し
た
場
合
に
は
、
飼
育
設
備
は
、
実
験

室
の
内
部
に
設
け
る
こ
と
。

六

四
種
病
原
体
等
の
滅
菌
等
設
備
は
、
実
験
室
の
内
部
に
設
け
る
こ
と
。

七

当
該
施
設
は
、
定
期
的
に
点
検
し
、
前
各
号
の
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
そ
の
機
能
の

維
持
が
な
さ
れ
る
こ
と
。

２

高
度
安
全
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
み
を
使
用
す
る
実
験
室
に
つ
い
て
は
、
前
項
第
五
号
ヘ

（
第
三
十
一
条
の
三
十
五
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
中
「
排
気
設
備

及
び
排
水
設
備
」
と
あ
る
の
は
「
排
水
設
備
」
と
し
、
同
号
ヘ
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で

（
第
三
十
一
条
の
三
十
五
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
は
、
適

用
し
な
い
。

３

法
第
六
条
第
二
十
三
項
第
一
号
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
スA

属
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザA

ウ
イ
ル
ス
の
う
ち
血
清
亜
型
がH

二N

二
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）
か
ら
第
四
号
ま
で
若
し

く
は
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
又
は
令
第
三
条
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
（
フ
ラ
ビ
ウ
イ

ル
ス
属
ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
ウ
イ
ル
ス
を
除
く
。）
に
掲
げ
る
四
種
病
原
体
等
そ
の
他
厚
生

労
働
大
臣
が
定
め
る
四
種
病
原
体
等
に
係
る
滅
菌
等
設
備
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
第
六
号

中
「
実
験
室
」
と
あ
る
の
は
「
四
種
病
原
体
等
を
取
り
扱
う
施
設
」
と
す
る
。

４

第
一
項
第
五
号
ロ
か
ら
ヘ
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
三
十
一
条
の
三
十
五
第
一
項
又

は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
は
、
法
第
六
条
第
二
十
三
項
第

一
号
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
スA

属
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザA

ウ
イ
ル
ス
の
う
ち
血
清
亜
型

がH

二N

二
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）
か
ら
第
四
号
ま
で
若
し
く
は
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま

で
又
は
令
第
三
条
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
（
フ
ラ
ビ
ウ
イ
ル
ス
属
ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
ウ

イ
ル
ス
を
除
く
。）
に
掲
げ
る
四
種
病
原
体
等
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
四
種
病

原
体
等
の
使
用
を
す
る
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。

５

第
一
項
第
五
号
チ
（
第
三
十
一
条
の
三
十
五
第
一
項
又
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）
の
規
定
は
、
毒
素
の
使
用
を
し
た
動
物
に
つ
い
て
飼
育
設
備
を
設
け
る

場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。

（
平
一
九
厚
労
令
八
二
・
追
加
、
平
二
〇
厚
労
令
一
〇
六
・
平
二
五
厚
労
令
一
一

四
・
平
二
七
厚
労
令
八
・
一
部
改
正
）

（
一
種
病
原
体
等
の
保
管
、
使
用
及
び
滅
菌
等
の
基
準
）

第
三
十
一
条
の
三
十
一

法
第
五
十
六
条
の
二
十
五
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

技
術
上
の
基
準
の
う
ち
、
一
種
病
原
体
等
の
保
管
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

一
種
病
原
体
等
の
保
管
は
、
密
封
で
き
る
容
器
に
入
れ
、
か
つ
、
保
管
庫
に
お
い
て

行
う
こ
と
。

二

保
管
庫
は
、
一
種
病
原
体
等
の
保
管
中
確
実
に
施
錠
す
る
等
、
一
種
病
原
体
等
を
み

だ
り
に
持
ち
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

三

保
管
庫
か
ら
一
種
病
原
体
等
の
出
し
入
れ
を
す
る
場
合
に
は
、
二
人
以
上
に
よ
っ
て

行
う
こ
と
。

２

法
第
五
十
六
条
の
二
十
五
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
の
う

ち
、
一
種
病
原
体
等
の
使
用
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
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一

一
種
病
原
体
等
の
使
用
は
、
実
験
室
の
内
部
に
備
え
ら
れ
た
高
度
安
全
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
に
お
い
て
行
う
こ
と
。
た
だ
し
、
防
護
服
を
着
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
安
全
キ

ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
お
い
て
行
う
こ
と
。

二

一
種
病
原
体
等
の
使
用
は
、
二
人
以
上
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
。

三

実
験
室
で
の
飲
食
、
喫
煙
及
び
化
粧
を
禁
止
す
る
こ
と
。

四

実
験
室
に
お
い
て
は
、
防
御
具
を
着
用
し
て
作
業
す
る
こ
と
。
防
護
服
を
着
用
す
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
着
用
前
に
、
異
常
の
有
無
を
確
認
す
る
こ
と
。

五

実
験
室
か
ら
退
出
す
る
と
き
は
、
防
御
具
又
は
防
護
服
の
表
面
の
病
原
体
等
に
よ
る

汚
染
の
除
去
（
防
護
服
を
着
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
消
毒
剤
に
よ
る
除
去
）
を
す

る
こ
と
。

六

排
気
並
び
に
一
種
病
原
体
等
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
お
そ
れ
の
あ
る
排
水
及
び
物
品

は
、
実
験
室
か
ら
持
ち
出
す
場
合
に
は
、
す
べ
て
滅
菌
等
を
す
る
こ
と
。

七

動
物
に
対
し
て
一
種
病
原
体
等
の
使
用
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
動
物
を
実
験
室
か

ら
み
だ
り
に
持
ち
出
さ
な
い
こ
と
。

八

飼
育
設
備
に
は
、
当
該
動
物
の
逸
走
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。

九

実
験
室
の
出
入
口
に
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
標
識
を
付
す
る
こ
と
。

十

管
理
区
域
に
は
、
人
が
み
だ
り
に
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
な
措
置
を
講
じ
、
病
原
体
等

業
務
従
事
者
以
外
の
者
が
立
ち
入
る
と
き
は
、
病
原
体
等
業
務
従
事
者
の
指
示
に
従
わ

せ
る
こ
と
。

３

法
第
五
十
六
条
の
二
十
五
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
の
う

ち
、
一
種
病
原
体
等
の
滅
菌
等
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

摂
氏
百
二
十
一
度
以
上
で
十
五
分
以
上
若
し
く
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
効
果
を
有
す

る
条
件
で
高
圧
蒸
気
滅
菌
を
す
る
方
法
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
効
果
を
有
す
る
方
法

で
滅
菌
等
を
す
る
こ
と
。

二

排
水
は
、
摂
氏
百
二
十
一
度
以
上
で
十
五
分
以
上
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
効
果
を

有
す
る
条
件
で
高
圧
蒸
気
滅
菌
を
し
、
か
つ
、
有
効
塩
素
濃
度
〇
・
〇
一
パ
ー
セ
ン
ト

以
上
の
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
水
に
よ
る
一
時
間
以
上
の
浸
漬
を
す
る
方
法
又
は
こ

れ
と
同
等
以
上
の
効
果
を
有
す
る
方
法
で
滅
菌
等
を
す
る
こ
と
。

（
平
一
九
厚
労
令
八
二
・
追
加
）

（
二
種
病
原
体
等
の
保
管
、
使
用
及
び
滅
菌
等
の
基
準
）

第
三
十
一
条
の
三
十
二

法
第
五
十
六
条
の
二
十
五
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

技
術
上
の
基
準
の
う
ち
、
二
種
病
原
体
等
の
保
管
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

二
種
病
原
体
等
の
保
管
は
、
密
封
で
き
る
容
器
に
入
れ
、
か
つ
、
保
管
庫
に
お
い
て

行
う
こ
と
。

二

保
管
庫
は
、
二
種
病
原
体
等
の
保
管
中
確
実
に
施
錠
す
る
等
、
二
種
病
原
体
等
を
み

だ
り
に
持
ち
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

三

保
管
施
設
の
出
入
口
に
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
標
識
を
付
す
る
こ
と
。

２

法
第
五
十
六
条
の
二
十
五
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
の
う

ち
、
二
種
病
原
体
等
の
使
用
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

二
種
病
原
体
等
の
使
用
は
、
実
験
室
の
内
部
に
備
え
ら
れ
た
安
全
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に

お
い
て
行
う
こ
と
。

二

実
験
室
で
の
飲
食
、
喫
煙
及
び
化
粧
を
禁
止
す
る
こ
と
。

三

実
験
室
に
お
い
て
は
、
防
御
具
を
着
用
し
て
作
業
す
る
こ
と
。
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四

実
験
室
か
ら
退
出
す
る
と
き
は
、
防
御
具
の
表
面
の
病
原
体
等
に
よ
る
汚
染
の
除
去

を
す
る
こ
と
。

五

排
気
並
び
に
二
種
病
原
体
等
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
お
そ
れ
の
あ
る
排
水
及
び
物
品

は
、
実
験
室
か
ら
持
ち
出
す
場
合
に
は
、
す
べ
て
滅
菌
等
を
す
る
こ
と
。

六

動
物
に
対
し
て
二
種
病
原
体
等
の
使
用
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
動
物
を
実
験
室
か

ら
み
だ
り
に
持
ち
出
さ
な
い
こ
と
。

七

飼
育
設
備
に
は
、
当
該
動
物
の
逸
走
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。

八

実
験
室
の
出
入
口
に
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
標
識
を
付
す
る
こ
と
。

九

管
理
区
域
に
は
、
人
が
み
だ
り
に
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
な
措
置
を
講
じ
、
病
原
体
等

業
務
従
事
者
以
外
の
者
が
立
ち
入
る
と
き
は
、
病
原
体
等
業
務
従
事
者
の
指
示
に
従
わ

せ
る
こ
と
。

３

法
第
五
十
六
条
の
二
十
五
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
の
う

ち
、
二
種
病
原
体
等
の
滅
菌
等
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

摂
氏
百
二
十
一
度
以
上
で
十
五
分
以
上
若
し
く
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
効
果
を
有
す

る
条
件
で
高
圧
蒸
気
滅
菌
を
す
る
方
法
、
有
効
塩
素
濃
度
〇
・
〇
一
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

の
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
水
に
よ
る
一
時
間
以
上
の
浸
漬
を
す
る
方
法
又
は
こ
れ
ら

と
同
等
以
上
の
効
果
を
有
す
る
方
法
で
滅
菌
等
を
す
る
こ
と
。

二

前
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
第
六
条
第
二
十
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
二
種
病
原

体
等
の
滅
菌
等
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
分
以
上
の
煮
沸
を
す
る
方
法
、
水
酸
化

ナ
ト
リ
ウ
ム
水
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
る
水
溶
液
中
に
三
十
分
間
以
上
の
浸
漬

を
す
る
方
法
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
効
果
を
有
す
る
方
法
で
無
害
化
す
る
こ
と
。

三

排
水
は
、
摂
氏
百
二
十
一
度
以
上
で
十
五
分
以
上
若
し
く
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
効

果
を
有
す
る
条
件
で
高
圧
蒸
気
滅
菌
を
す
る
方
法
、
有
効
塩
素
濃
度
〇
・
〇
一
パ
ー
セ

ン
ト
以
上
の
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
水
に
よ
る
一
時
間
以
上
の
浸
漬
を
す
る
方
法
又

は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
効
果
を
有
す
る
方
法
で
滅
菌
等
を
す
る
こ
と
。

４

法
第
六
条
第
二
十
一
項
第
二
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
二
種
病
原
体
等
そ
の
他
厚
生
労

働
大
臣
が
定
め
る
二
種
病
原
体
等
に
つ
い
て
は
、
第
二
項
第
五
号
（
第
三
十
一
条
の
三
十

五
第
一
項
又
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
中
「
排
気
並
び
に
二
種
病

原
体
等
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
お
そ
れ
の
あ
る
排
水
及
び
物
品
」
と
あ
る
の
は
「
二
種
病

原
体
等
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
お
そ
れ
の
あ
る
物
品
」
と
し
、
同
項
第
一
号
（
第
三
十
一

条
の
三
十
五
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

５

第
二
項
第
六
号
の
規
定
は
、
毒
素
の
使
用
を
し
た
動
物
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
平
一
九
厚
労
令
八
二
・
追
加
、
平
二
〇
厚
労
令
一
〇
六
・
一
部
改
正
）

（
三
種
病
原
体
等
の
保
管
、
使
用
及
び
滅
菌
等
の
基
準
）

第
三
十
一
条
の
三
十
三

法
第
五
十
六
条
の
二
十
五
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

技
術
上
の
基
準
の
う
ち
、
三
種
病
原
体
等
の
保
管
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

三
種
病
原
体
等
の
保
管
は
、
密
封
で
き
る
容
器
に
入
れ
、
か
つ
、
保
管
庫
に
お
い
て

行
う
こ
と
。

二

保
管
庫
は
、
三
種
病
原
体
等
の
保
管
中
確
実
に
施
錠
す
る
等
、
三
種
病
原
体
等
を
み

だ
り
に
持
ち
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

三

保
管
施
設
の
出
入
口
に
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
標
識
を
付
す
る
こ
と
。

２

法
第
五
十
六
条
の
二
十
五
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
の
う

ち
、
三
種
病
原
体
等
の
使
用
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
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一

三
種
病
原
体
等
の
使
用
は
、
実
験
室
の
内
部
に
備
え
ら
れ
た
安
全
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に

お
い
て
行
う
こ
と
。

二

実
験
室
で
の
飲
食
、
喫
煙
及
び
化
粧
を
禁
止
す
る
こ
と
。

三

実
験
室
に
お
い
て
は
、
防
御
具
を
着
用
し
て
作
業
す
る
こ
と
。

四

実
験
室
か
ら
退
出
す
る
と
き
は
、
防
御
具
の
表
面
の
病
原
体
等
に
よ
る
汚
染
の
除
去

を
す
る
こ
と
。

五

排
気
並
び
に
三
種
病
原
体
等
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
お
そ
れ
の
あ
る
排
水
及
び
物
品

は
、
実
験
室
か
ら
持
ち
出
す
場
合
に
は
、
す
べ
て
滅
菌
等
を
す
る
こ
と
。

六

動
物
に
対
し
て
三
種
病
原
体
等
の
使
用
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
動
物
を
実
験
室
か

ら
み
だ
り
に
持
ち
出
さ
な
い
こ
と
。

七

飼
育
設
備
に
は
、
当
該
動
物
の
逸
走
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。

八

実
験
室
の
出
入
口
に
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
標
識
を
付
す
る
こ
と
。

九

管
理
区
域
に
は
、
人
が
み
だ
り
に
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
な
措
置
を
講
じ
、
病
原
体
等

業
務
従
事
者
以
外
の
者
が
立
ち
入
る
と
き
は
、
病
原
体
等
業
務
従
事
者
の
指
示
に
従
わ

せ
る
こ
と
。

３

法
第
五
十
六
条
の
二
十
五
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
の
う

ち
、
三
種
病
原
体
等
の
滅
菌
等
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

摂
氏
百
二
十
一
度
以
上
で
十
五
分
以
上
若
し
く
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
効
果
を
有
す

る
条
件
で
高
圧
蒸
気
滅
菌
を
す
る
方
法
、
有
効
塩
素
濃
度
〇
・
〇
一
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

の
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
水
に
よ
る
一
時
間
以
上
の
浸
漬
を
す
る
方
法
又
は
こ
れ
ら

と
同
等
以
上
の
効
果
を
有
す
る
方
法
で
滅
菌
等
を
す
る
こ
と
。

二

排
水
は
、
摂
氏
百
二
十
一
度
以
上
で
十
五
分
以
上
若
し
く
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
効

果
を
有
す
る
条
件
で
高
圧
蒸
気
滅
菌
を
す
る
方
法
、
有
効
塩
素
濃
度
〇
・
〇
一
パ
ー
セ

ン
ト
以
上
の
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
水
に
よ
る
一
時
間
以
上
の
浸
漬
を
す
る
方
法
又

は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
効
果
を
有
す
る
方
法
で
滅
菌
等
を
す
る
こ
と
。

４

令
第
二
条
第
二
号
に
掲
げ
る
三
種
病
原
体
等
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
三
種
病

原
体
等
に
つ
い
て
は
、
第
二
項
第
五
号
（
第
三
十
一
条
の
三
十
五
第
一
項
又
は
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
中
「
排
気
並
び
に
三
種
病
原
体
等
に
よ
っ
て
汚
染
さ

れ
た
お
そ
れ
の
あ
る
排
水
及
び
物
品
」
と
あ
る
の
は
「
三
種
病
原
体
等
に
よ
っ
て
汚
染
さ

れ
た
お
そ
れ
の
あ
る
物
品
」
と
し
、
同
項
第
一
号
（
第
三
十
一
条
の
三
十
五
第
一
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

（
平
一
九
厚
労
令
八
二
・
追
加
）

（
四
種
病
原
体
等
の
保
管
、
使
用
及
び
滅
菌
等
の
基
準
）

第
三
十
一
条
の
三
十
四

法
第
五
十
六
条
の
二
十
五
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

技
術
上
の
基
準
の
う
ち
、
四
種
病
原
体
等
の
保
管
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

四
種
病
原
体
等
の
保
管
は
、
密
封
で
き
る
容
器
に
入
れ
、
か
つ
、
保
管
庫
に
お
い
て

行
う
こ
と
。

二

保
管
庫
は
、
四
種
病
原
体
等
の
保
管
中
確
実
に
施
錠
す
る
等
、
四
種
病
原
体
等
を
み

だ
り
に
持
ち
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

三

保
管
施
設
の
出
入
口
に
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
標
識
を
付
す
る
こ
と
。

２

法
第
五
十
六
条
の
二
十
五
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
の
う

ち
、
四
種
病
原
体
等
の
使
用
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

四
種
病
原
体
等
の
使
用
は
、
実
験
室
の
内
部
に
備
え
ら
れ
た
安
全
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
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お
い
て
行
う
こ
と
。

二

実
験
室
で
の
飲
食
、
喫
煙
及
び
化
粧
を
禁
止
す
る
こ
と
。

三

実
験
室
に
お
い
て
は
、
防
御
具
を
着
用
し
て
作
業
す
る
こ
と
。

四

実
験
室
か
ら
退
出
す
る
と
き
は
、
防
御
具
の
表
面
の
病
原
体
等
に
よ
る
汚
染
の
除
去

を
す
る
こ
と
。

五

排
気
並
び
に
四
種
病
原
体
等
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
お
そ
れ
の
あ
る
排
水
及
び
物
品

は
、
実
験
室
か
ら
持
ち
出
す
場
合
に
は
、
す
べ
て
滅
菌
等
を
す
る
こ
と
。

六

動
物
に
対
し
て
四
種
病
原
体
等
の
使
用
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
動
物
を
実
験
室
か

ら
み
だ
り
に
持
ち
出
さ
な
い
こ
と
。

七

飼
育
設
備
に
は
、
当
該
動
物
の
逸
走
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。

八

実
験
室
の
出
入
口
に
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
標
識
を
付
す
る
こ
と
。

九

管
理
区
域
に
は
、
人
が
み
だ
り
に
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
な
措
置
を
講
じ
、
病
原
体
等

業
務
従
事
者
以
外
の
者
が
立
ち
入
る
と
き
は
、
病
原
体
等
業
務
従
事
者
の
指
示
に
従
わ

せ
る
こ
と
。

３

法
第
五
十
六
条
の
二
十
五
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
の
う

ち
、
四
種
病
原
体
等
の
滅
菌
等
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

摂
氏
百
二
十
一
度
以
上
で
十
五
分
以
上
若
し
く
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
効
果
を
有
す

る
条
件
で
高
圧
蒸
気
滅
菌
を
す
る
方
法
、
有
効
塩
素
濃
度
〇
・
〇
一
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

の
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
水
に
よ
る
一
時
間
以
上
の
浸
漬
を
す
る
方
法
又
は
こ
れ
ら

と
同
等
以
上
の
効
果
を
有
す
る
方
法
で
滅
菌
等
を
す
る
こ
と
。

二

前
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
第
六
条
第
二
十
三
項
第
六
号
に
掲
げ
る
四
種
病
原

体
等
の
滅
菌
等
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
分
以
上
の
煮
沸
を
す
る
方
法
、
水
酸
化

ナ
ト
リ
ウ
ム
水
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
る
水
溶
液
中
に
三
十
分
間
以
上
の
浸
漬

を
す
る
方
法
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
効
果
を
有
す
る
方
法
で
無
害
化
す
る
こ
と
。

三

排
水
は
、
摂
氏
百
二
十
一
度
以
上
で
十
五
分
以
上
若
し
く
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
効

果
を
有
す
る
条
件
で
高
圧
蒸
気
滅
菌
を
す
る
方
法
、
有
効
塩
素
濃
度
〇
・
〇
一
パ
ー
セ

ン
ト
以
上
の
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
水
に
よ
る
一
時
間
以
上
の
浸
漬
を
す
る
方
法
又

は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
効
果
を
有
す
る
方
法
で
滅
菌
等
を
す
る
こ
と
。

４

法
第
六
条
第
二
十
三
項
第
一
号
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
スA

属
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザA

ウ
イ
ル
ス
の
う
ち
血
清
亜
型
がH

二N

二
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）
か
ら
第
四
号
ま
で
若
し

く
は
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
又
は
令
第
三
条
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
（
フ
ラ
ビ
ウ
イ

ル
ス
属
ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
ウ
イ
ル
ス
を
除
く
。）
に
掲
げ
る
四
種
病
原
体
等
そ
の
他
厚
生

労
働
大
臣
が
定
め
る
四
種
病
原
体
等
に
つ
い
て
は
、
第
二
項
第
五
号
（
第
三
十
一
条
の
三

十
五
第
一
項
又
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
中
「
排
気
並
び
に
四
種

病
原
体
等
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
お
そ
れ
の
あ
る
排
水
及
び
物
品
」
と
あ
る
の
は
「
四
種

病
原
体
等
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
お
そ
れ
の
あ
る
物
品
」
と
し
、
同
項
第
一
号
（
第
三
十

一
条
の
三
十
五
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

５

第
二
項
第
六
号
の
規
定
は
、
毒
素
の
使
用
を
し
た
動
物
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
平
一
九
厚
労
令
八
二
・
追
加
、
平
二
〇
厚
労
令
一
〇
六
・
平
二
五
厚
労
令
一
一

四
・
平
二
七
厚
労
令
八
・
一
部
改
正
）

（
準
用
）

第
三
十
一
条
の
三
十
五

第
三
十
一
条
の
二
十
六
第
一
項
第
二
号
イ
及
び
第
三
号
イ
に
お
い

て
引
用
す
る
同
項
第
一
号
リ
、
第
二
号
ニ
及
び
第
三
号
ニ
、
第
三
十
一
条
の
二
十
八
第
一
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項
第
四
号
、
第
五
号
（
ハ
及
び
ホ
を
除
く
。）
及
び
第
六
号
並
び
に
同
条
第
二
項
及
び
第

三
項
、
第
三
十
一
条
の
二
十
九
第
一
項
第
四
号
、
第
五
号
（
ハ
、
ホ
及
び
ヘ
（
１
）
か
ら

（
３
）
ま
で
を
除
く
。）
及
び
第
六
号
並
び
に
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
三
十
一
条

の
三
十
第
一
項
第
五
号
（
ハ
、
ホ
及
び
ヘ
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で
を
除
く
。）
及
び
第

六
号
並
び
に
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
三
十
一
条
の
三
十
二
第
二
項
第
一
号
か
ら
第

六
号
ま
で
及
び
第
八
号
、
第
三
十
一
条
の
三
十
三
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
及
び

第
八
号
並
び
に
前
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
及
び
第
八
号
の
規
定
は
、
検
査
室

に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
十
一
条
の
二
十
八
第
一
項
第
六
号
、

第
三
十
一
条
の
二
十
九
第
一
項
第
六
号
及
び
第
三
十
一
条
の
三
十
第
一
項
第
六
号
中
「
実

験
室
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
病
原
体
等
を
取
り
扱
う
施
設
」
と
し
、
第
三
十
一
条
の
二
十

九
第
一
項
第
五
号
ヘ
及
び
第
三
十
一
条
の
三
十
第
一
項
第
五
号
ヘ
中
「
排
気
設
備
及
び
排

水
設
備
」
と
あ
る
の
は
「
排
水
設
備
」
と
す
る
。

２

第
三
十
一
条
の
二
十
六
第
一
項
第
二
号
イ
及
び
第
三
号
イ
に
お
い
て
引
用
す
る
同
項
第

一
号
リ
、
第
二
号
ニ
及
び
第
三
号
ニ
、
第
三
十
一
条
の
二
十
八
第
一
項
第
四
号
、
第
五
号

（
ハ
及
び
ヘ
（
２
）
を
除
く
。）
及
び
第
六
号
並
び
に
同
条
第
三
項
、
第
三
十
一
条
の
二

十
九
第
一
項
第
四
号
、
第
五
号
（
ハ
及
び
ヘ
（
２
）
を
除
く
。）
及
び
第
六
号
並
び
に
同

条
第
三
項
、
第
三
十
一
条
の
三
十
第
一
項
第
五
号
（
ハ
及
び
ヘ
（
２
）
を
除
く
。）
及
び

第
六
号
並
び
に
同
条
第
三
項
、
第
三
十
一
条
の
三
十
二
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で

及
び
第
八
号
、
第
三
十
一
条
の
三
十
三
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
及
び
第
八
号
並

び
に
前
条
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
及
び
第
八
号
の
規
定
は
、
製
造
施
設
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
十
一
条
の
二
十
八
第
一
項
第
五
号
ニ
、
第
三

十
一
条
の
二
十
九
第
一
項
第
五
号
ニ
及
び
第
三
十
一
条
の
三
十
第
一
項
第
五
号
ニ
中
「
内

部
に
安
全
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
備
え
て
い
る
こ
と
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
病
原
体
等
を
製
造

施
設
か
ら
拡
散
さ
せ
な
い
た
め
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
」
と
す
る
。

３

第
三
十
一
条
の
三
十
二
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
及
び
第
六
号
、
第
三
十
一
条

の
三
十
三
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
及
び
第
六
号
並
び
に
前
条
第
二
項
第
二
号
か

ら
第
四
号
ま
で
及
び
第
六
号
の
規
定
は
、
指
定
製
造
施
設
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
平
一
九
厚
労
令
八
二
・
追
加
）

（
特
定
病
原
体
等
の
運
搬
の
基
準
）

第
三
十
一
条
の
三
十
六

法
第
五
十
六
条
の
二
十
五
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

技
術
上
の
基
準
の
う
ち
、
特
定
病
原
体
等
の
運
搬
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

特
定
病
原
体
等
を
運
搬
す
る
場
合
は
、
こ
れ
を
容
器
に
封
入
す
る
こ
と
。

二

前
号
に
規
定
す
る
容
器
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

容
易
に
、
か
つ
、
安
全
に
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

ロ

運
搬
中
に
予
想
さ
れ
る
温
度
及
び
内
圧
の
変
化
、
振
動
等
に
よ
り
、
き
裂
、
破
損

等
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

ハ

み
だ
り
に
開
封
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
容
易
に
破
れ
な
い
シ
ー
ル
の
は
り
付
け
等
の

措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ニ

内
容
物
の
漏
え
い
の
お
そ
れ
の
な
い
十
分
な
強
度
及
び
耐
水
性
を
有
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

ホ

容
器
に
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
標
識
を
付
す
る
こ
と
。

三

特
定
病
原
体
等
を
封
入
し
た
容
器
の
車
両
等
へ
の
積
付
け
は
、
運
搬
中
に
お
い
て
移

動
、
転
倒
、
転
落
等
に
よ
り
安
全
性
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
に
行
う
こ
と
。

四

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。
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２

前
項
第
二
号
ハ
及
び
ホ
の
規
定
は
、
事
業
所
内
に
お
い
て
行
う
運
搬
に
つ
い
て
は
、
適

用
し
な
い
。

（
平
一
九
厚
労
令
八
二
・
追
加
）

（
病
院
若
し
く
は
診
療
所
又
は
病
原
体
等
の
検
査
を
行
っ
て
い
る
機
関
の
四
種
病
原
体
等

の
所
持
の
基
準
）

第
三
十
一
条
の
三
十
七

法
第
五
十
六
条
の
二
十
六
第
三
項
に
規
定
す
る
四
種
病
原
体
等
の

所
持
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
従
い
、
行
う
も
の
と
す
る
。

一

滅
菌
等
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
所
持
の
開
始
の
日
か
ら
十
日
以
内
に
、
第
三
十

一
条
の
三
十
四
第
三
項
に
規
定
す
る
基
準
に
従
い
、
自
ら
又
は
他
者
に
委
託
し
て
行
う

こ
と
と
し
、
譲
渡
し
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
所
持
の
開
始
の
日
後
遅
滞
な
く
こ
れ

を
行
う
こ
と
。

二

密
封
で
き
る
容
器
に
入
れ
、
か
つ
、
保
管
庫
に
お
い
て
行
う
こ
と
。

三

保
管
庫
は
、
所
持
を
す
る
間
確
実
に
施
錠
す
る
等
、
四
種
病
原
体
等
を
み
だ
り
に
持

ち
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

（
平
一
九
厚
労
令
八
二
・
追
加
）

（
災
害
時
の
応
急
措
置
）

第
三
十
一
条
の
三
十
八

特
定
病
原
体
等
所
持
者
、
一
種
滅
菌
譲
渡
義
務
者
及
び
二
種
滅
菌

譲
渡
義
務
者
が
法
第
五
十
六
条
の
二
十
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
災
害
時
の
応
急
措
置
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

特
定
病
原
体
等
取
扱
施
設
又
は
特
定
病
原
体
等
が
容
器
に
収
納
さ
れ
て
い
る
も
の

（
以
下
「
病
原
性
輸
送
物
」
と
い
う
。）
に
火
災
が
起
こ
り
、
又
は
こ
れ
ら
に
延
焼
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
消
火
又
は
延
焼
の
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、
直
ち
に

そ
の
旨
を
消
防
署
又
は
消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
二
十
四
条

の
規
定
に
よ
り
市
町
村
長
の
指
定
し
た
場
所
に
通
報
す
る
こ
と
。

二

特
定
病
原
体
等
に
よ
る
感
染
症
の
発
生
を
予
防
し
、
又
は
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る

た
め
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
特
定
病
原
体
等
取
扱
施
設
の
内
部
に
い
る
者
、
病
原
性

輸
送
物
の
運
搬
に
従
事
す
る
者
又
は
こ
れ
ら
の
付
近
に
い
る
者
に
避
難
す
る
よ
う
警
告

す
る
こ
と
。

三

必
要
に
応
じ
て
特
定
病
原
体
等
を
安
全
な
場
所
に
移
す
と
と
も
に
、
特
定
病
原
体
等

が
あ
る
場
所
の
周
囲
に
は
、
縄
を
張
り
、
又
は
標
識
等
を
設
け
、
か
つ
、
見
張
人
を
つ

け
る
こ
と
に
よ
り
、
関
係
者
以
外
の
者
が
立
ち
入
ら
な
い
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う

努
め
る
こ
と
。

四

そ
の
他
病
原
体
等
に
よ
る
感
染
症
の
発
生
を
予
防
し
、
又
は
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す

る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
緊
急
作
業
を
行
う
場
合
に
は
、
防
御
具
を
装
着
す
る
こ
と
、
病
原

体
等
に
ば
く
露
す
る
時
間
を
短
く
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
緊
急
作
業
に
従
事
す
る
者
の
病

原
体
等
の
ば
く
露
を
で
き
る
限
り
少
な
く
す
る
も
の
と
す
る
。

３

法
第
五
十
六
条
の
二
十
九
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
別
記
様
式
第
十
九
に
よ
り

行
う
も
の
と
す
る
。

（
平
一
九
厚
労
令
八
二
・
追
加
）

（
指
定
の
取
消
し
の
基
準
）

第
三
十
一
条
の
三
十
九

法
第
五
十
六
条
の
三
十
五
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
は
、
第
三
十
一
条
の
二
十
七
に
規
定
す
る
も
の
と
す
る
。

（
平
一
九
厚
労
令
八
二
・
追
加
）
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（
措
置
命
令
書
の
記
載
事
項
）

第
三
十
一
条
の
四
十

法
第
五
十
六
条
の
三
十
六
の
規
定
に
よ
る
命
令
は
、
次
に
掲
げ
る
事

項
を
記
載
し
た
命
令
書
を
交
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

講
ず
べ
き
措
置
の
内
容

二

命
令
の
年
月
日
及
び
履
行
期
限

三

命
令
を
行
う
理
由

（
平
一
九
厚
労
令
八
二
・
追
加
）

第
十
二
章

雑
則

（
平
一
二
厚
令
一
二
七
・
追
加
、
平
一
六
厚
労
令
一
二
八
・
旧
第
八
章
繰
下
、
平

二
〇
厚
労
令
一
〇
六
・
旧
第
九
章
繰
下
）

（
権
限
の
委
任
）

第
三
十
二
条

法
第
六
十
五
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
厚
生
労
働
大
臣

の
権
限
は
地
方
厚
生
局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
厚
生
労
働
大
臣
が
当
該
権
限
を
自
ら

行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

一

法
第
四
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限

二

法
第
五
十
六
条
の
十
六
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限

三

法
第
五
十
六
条
の
十
七
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限

四

法
第
五
十
六
条
の
三
十
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
（
三
種
病
原
体
等
所
持

者
、
四
種
病
原
体
等
所
持
者
、
三
種
病
原
体
等
を
輸
入
し
た
者
及
び
四
種
病
原
体
等
を

輸
入
し
た
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

五

法
第
五
十
六
条
の
三
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
（
三
種
病
原

体
等
所
持
者
、
四
種
病
原
体
等
所
持
者
、
三
種
病
原
体
等
を
輸
入
し
た
者
及
び
四
種
病

原
体
等
を
輸
入
し
た
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

六

法
第
五
十
六
条
の
三
十
二
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
（
三
種
病
原
体
等
所

持
者
及
び
四
種
病
原
体
等
所
持
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

七

法
第
五
十
六
条
の
三
十
七
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
（
三
種
病
原
体
等
所

持
者
及
び
四
種
病
原
体
等
所
持
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

（
平
一
九
厚
労
令
八
二
・
全
改
）

（
大
都
市
）

第
三
十
二
条
の
二

令
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年

法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
（
以
下
「
指
定
都

市
」
と
い
う
。）
が
結
核
予
防
に
関
す
る
事
務
を
処
理
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
二
十

一
条
及
び
第
二
十
二
条
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
、「
指
定
都
市
の
市
長
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
平
一
九
厚
労
令
二
六
・
追
加
）

（
中
核
市
）

第
三
十
二
条
の
三

令
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条

の
二
十
二
第
一
項
の
中
核
市
（
以
下
「
中
核
市
」
と
い
う
。）
が
結
核
予
防
に
関
す
る
事

務
を
処
理
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
二
十
一
条
及
び
第
二
十
二
条
中
「
都
道
府
県
知

事
」
と
あ
る
の
は
、「
中
核
市
の
市
長
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
平
一
九
厚
労
令
二
六
・
追
加
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
よ
る
手
続
）

第
三
十
三
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
書
類
に
記
載
す

べ
き
事
項
を
記
録
し
た
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
並
び
に
届
出
者
又
は
申
請
者
の
氏
名
及
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び
住
所
並
び
に
届
出
又
は
申
請
の
趣
旨
及
び
そ
の
年
月
日
を
記
載
し
た
書
類
を
提
出
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

二

第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

三

第
四
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

四

第
五
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ

る
届
出

五

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

六

第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
申
請
書

七

第
二
十
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
申
請
書

八

第
二
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
申
請
書

九

第
二
十
七
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
報
又
は
報
告

十

第
二
十
七
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
報
又
は
報
告

十
一

第
二
十
七
条
の
六
の
規
定
に
よ
る
届
出

十
二

第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
届
出
書

十
三

第
三
十
一
条
の
六
に
規
定
す
る
申
請
に
係
る
書
類

十
四

第
三
十
一
条
の
八
第
二
項
（
第
三
十
一
条
の
十
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。）
に
規
定
す
る
申
請
書

十
五

第
三
十
一
条
の
九
（
第
三
十
一
条
の
十
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）
に
規
定
す
る
申
請
に
係
る
書
類

十
六

第
三
十
一
条
の
十
一
に
規
定
す
る
届
出
に
係
る
書
類

十
七

第
三
十
一
条
の
十
二
（
第
三
十
一
条
の
十
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）
に
規
定
す
る
届
出
に
係
る
書
類

十
八

第
三
十
一
条
の
十
三
に
規
定
す
る
申
請
に
係
る
書
類

十
九

第
三
十
一
条
の
十
七
第
二
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
届
出
に
係
る
書
類

二
十

第
三
十
一
条
の
十
九
に
規
定
す
る
届
出
に
係
る
書
類

二
十
一

第
三
十
一
条
の
二
十
に
規
定
す
る
届
出
に
係
る
書
類

二
十
二

第
三
十
一
条
の
二
十
一
第
二
項
に
規
定
す
る
届
出
に
係
る
書
類

二
十
三

第
三
十
一
条
の
二
十
一
第
三
項
に
規
定
す
る
届
出
に
係
る
書
類

二
十
四

第
三
十
一
条
の
二
十
三
に
規
定
す
る
届
出
に
係
る
書
類

二
十
五

第
三
十
一
条
の
二
十
五
第
一
項
に
規
定
す
る
届
出
に
係
る
書
類

（
平
一
三
厚
労
令
八
〇
・
追
加
、
平
一
五
厚
労
令
一
六
七
・
一
部
改
正
、
平
一
六

厚
労
令
一
二
八
・
旧
第
二
十
九
条
繰
下
・
一
部
改
正
、
平
一
九
厚
労
令
二
六
・
平

一
九
厚
労
令
八
二
・
平
二
七
厚
労
令
一
〇
一
・
一
部
改
正
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
の
構
造
）

第
三
十
四
条

前
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
は
、
日
本
工
業
規
格X

六
二
二
三
号
に
適

合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
平
一
三
厚
労
令
八
〇
・
追
加
、
平
一
六
厚
労
令
一
二
八
・
旧
第
三
十
条
繰
下
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
方
式
）

第
三
十
五
条

第
三
十
三
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
は
、
次
に
掲
げ
る
方
式

に
従
っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

ト
ラ
ッ
ク
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格X

六
二
二
四
号
又
は
日
本

工
業
規
格X

六
二
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式
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二

ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ァ
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格X

〇
六
〇
五
号
に

規
定
す
る
方
式

（
平
一
三
厚
労
令
八
〇
・
追
加
、
平
一
六
厚
労
令
一
二
八
・
旧
第
三
十
一
条
繰
下

・
一
部
改
正
）

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
り
付
け
る
書
面
）

第
三
十
六
条

第
三
十
三
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
日
本
工
業
規
格X

六
二
二

三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
は
り
付
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

届
出
者
又
は
申
請
者
の
氏
名

二

届
出
年
月
日
又
は
申
請
年
月
日

（
平
一
三
厚
労
令
八
〇
・
追
加
、
平
一
六
厚
労
令
一
二
八
・
旧
第
三
十
二
条
繰
下

・
一
部
改
正
）

附

則

抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
伝
染
病
予
防
法
施
行
規
則
等
の
廃
止
）

第
二
条

次
に
掲
げ
る
省
令
は
、
廃
止
す
る
。

一

伝
染
病
予
防
法
施
行
規
則
（
大
正
十
一
年
内
務
省
令
第
二
十
四
号
）

二

性
病
予
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
四
十
五
号
）

三

後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
の
予
防
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
元
年
厚
生
省
令

第
四
号
）

四

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
感
染
症
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
伝
染
病
予
防
法
の
規
定
等
を
定

め
る
省
令
（
平
成
八
年
厚
生
省
令
第
四
十
七
号
）

附

則

（
平
成
一
二
年
一
〇
月
二
〇
日
厚
生
省
令
第
一
二
七
号
）

抄

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）

の
施
行
の
日
（
平
成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

３

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て

「
旧
様
式
」
と
い
う
。）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後

の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

４

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ

れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

（
平
成
一
三
年
三
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
八
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
一
四
年
一
〇
月
二
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
四
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
一
五
年
一
〇
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
六
七
号
）

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
及

び
検
疫
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
の
施
行
の
日

か
ら
施
行
す
る
。

（
施
行
の
日
＝
平
成
一
五
年
一
一
月
五
日
）

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）
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２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て

「
旧
様
式
」
と
い
う
。）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後

の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ

れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

（
平
成
一
六
年
九
月
一
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
二
八
号
）

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
及

び
検
疫
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
九
月
一
日
）
か

ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
条
第
一
項
、
第
五
条
及
び
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
七
条

の
次
に
一
条
を
加
え
る
規
定
並
び
に
第
九
条
、
第
九
条
の
三
及
び
第
二
十
条
第
二
項
第
二

号
の
改
正
規
定
は
、
平
成
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
平
一
九
厚
労
令
三
一
・
旧
附
則
・
一
部
改
正
）

（
経
過
措
置
）

２

届
出
動
物
等
の
う
ち
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法

律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
五
号
）
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
保
護
増
殖

事
業
と
し
て
輸
入
さ
れ
る
鳥
類
に
属
す
る
動
物
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の

に
係
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療

に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
三
十
条
第
一
項
の
記
載
は
、
当
分
の
間
、
同
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
確
認
が
行
わ
れ
た
旨
を
明
示
し
た

も
の
で
足
り
る
も
の
と
す
る
。

（
平
一
九
厚
労
令
三
一
・
追
加
）

附

則

（
平
成
一
七
年
七
月
二
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
二
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
一
九
年
三
月
二
三
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
六
号
）

抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
一
九
年
三
月
二
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
三
一
号
）

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
輸
入
さ
れ
た
届
出
動
物
等
に
係
る
届
出
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

附

則

（
平
成
一
九
年
五
月
二
日
厚
生
労
働
省
令
第
八
二
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
教
育
訓
練
に
係
る
経
過
措
置
）

第
二
条

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に

関
す
る
法
律
（
以
下
「
新
感
染
症
法
」
と
い
う
。）
第
五
十
六
条
の
三
第
二
項
の
指
定
又

は
新
感
染
症
法
第
五
十
六
条
の
六
第
一
項
本
文
の
許
可
の
日
に
お
い
て
既
に
管
理
区
域
に

立
ち
入
っ
た
こ
と
の
あ
る
者
に
対
す
る
第
一
条
に
よ
る
改
正
後
の
感
染
症
の
予
防
及
び
感

染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。）

第
三
十
一
条
の
二
十
四
第
一
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
初
め
て
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管
理
区
域
に
立
ち
入
る
前
及
び
管
理
区
域
」
と
あ
る
の
は
「
管
理
区
域
」
と
す
る
。

２

新
感
染
症
法
第
五
十
六
条
の
三
第
二
項
の
指
定
又
は
新
感
染
症
法
第
五
十
六
条
の
六
第

一
項
本
文
の
許
可
の
日
に
お
い
て
既
に
病
原
体
等
の
取
扱
い
、
管
理
又
は
こ
れ
に
付
随
す

る
業
務
を
行
っ
て
い
る
者
に
対
す
る
新
規
則
第
三
十
一
条
の
二
十
四
第
一
項
第
二
号
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
取
扱
等
業
務
を
開
始
す
る
前
及
び
取
扱
等
業
務
」
と

あ
る
の
は
「
取
扱
等
業
務
」
と
す
る
。

（
特
定
病
原
体
等
取
扱
施
設
の
基
準
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

二
種
病
原
体
等
を
所
持
し
よ
う
と
す
る
者
で
あ
っ
て
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か

ら
三
十
日
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
法
第
五
十
六
条
の
六
第
一
項
本
文
の
許
可
の
申
請
を

す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
第
三
十
一
条
の
二
十
八
第
一
項
第
二
号
並
び
に
第
五
号

ハ
及
び
ヘ
（
第
三
十
一
条
の
三
十
五
第
一
項
又
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）
の
規
定
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
適
用
し
な
い
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
当
該
者
は
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

新
規
則
第
三
十
一
条
の
二
十
九
第
一
項
第
二
号
並
び
に
第
五
号
イ
、
ハ
及
び
ヘ
（
こ
れ

ら
の
規
定
を
第
三
十
一
条
の
三
十
五
第
一
項
又
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）
の
規
定
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
適
用
し
な
い
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
三
種
病
原
体
等
を
所
持
し
て
い
る
者
は
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

新
規
則
第
三
十
一
条
の
三
十
第
一
項
第
二
号
並
び
に
第
五
号
イ
、
ハ
、
ホ
及
び
ヘ
（
こ

れ
ら
の
規
定
を
第
三
十
一
条
の
三
十
五
第
一
項
又
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）
の
規
定
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
四
種
病
原
体
等
を
所
持
し
て
い
る
者
は
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
感
染

症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
別
記
様
式
第
一

（
以
下
「
旧
様
式
」
と
い
う
。）
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と

み
な
す
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ

れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

（
平
成
一
九
年
一
二
月
二
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
五
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
一
九
年
一
二
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
五
九
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
に
一

号
を
加
え
る
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

平
成
二
十
年
一
月
一
日
前
に
風
し
ん
若
し
く
は
麻
し
ん
の
患
者
を
診
断
し
、
又
は

風
し
ん
若
し
く
は
麻
し
ん
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
死
体
を
検
案
し
た
と
き
に
指
定
届
出
機

関
（
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
第
一

項
に
規
定
す
る
指
定
届
出
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
管
理
者
が
行
う
届
出
及
び
当

該
届
出
を
受
け
た
当
該
指
定
届
出
機
関
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
（
保
健
所

を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
に
あ
っ
て
は
、
市
長
又
は
区
長
）
が
行
う
報
告
に
つ
い
て
は
、

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
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る
法
律
施
行
規
則
第
六
条
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

附

則

（
平
成
二
〇
年
二
月
二
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
三
号
）

抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
二
〇
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
七
号
）

抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
二
〇
年
五
月
二
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
〇
六
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法

律
及
び
検
疫
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
施
行
の
日
＝
平
成
二
〇
年
五
月
一
二
日
）

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お

い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改

正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ

れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

（
平
成
二
〇
年
一
二
月
二
六
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
八
三
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
行
わ
れ
た
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
感
染
症
の
予

防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
二
十
条
の
二
第
四
号

の
結
核
性
疾
患
に
対
し
て
行
う
医
療
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附

則

（
平
成
二
一
年
七
月
二
二
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
三
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
二
一
年
八
月
二
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
三
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
二
二
年
一
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
二
三
年
一
月
一
四
日
厚
生
労
働
省
令
第
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
二
三
年
五
月
一
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
六
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
二
三
年
七
月
二
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
九
七
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
九
月
五
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
三

条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）
前
に
診
断
し
た
患
者
に

係
る
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法

律
第
百
十
四
号
）
第
十
四
条
第
二
項
の
届
出
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
条

都
道
府
県
知
事
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
感
染
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症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
年
厚

生
省
令
第
九
十
九
号
）
第
七
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

附

則

（
平
成
二
三
年
一
二
月
二
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
五
〇
号
）

抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
二
三
年
一
二
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
五
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
民
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
四
月
一

日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
二
四
年
三
月
一
三
日
厚
生
労
働
省
令
第
三
〇
号
）

抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
二
四
年
六
月
二
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
九
七
号
）

抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
二
五
年
三
月
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
三
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）
前
に
髄
膜
炎
菌
性
髄
膜

炎
と
診
断
さ
れ
た
患
者
に
係
る
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関

す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
十
二
条
第
一
項

第
二
号
の
届
出
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

施
行
日
前
に
細
菌
性
髄
膜
炎
と
診
断
さ
れ
た
患
者
に
係
る
法
第
十
四
条
第
二
項
の
届
出

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附

則

（
平
成
二
五
年
九
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
一
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
五
年
十
月
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
二
六
年
三
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
二
六
年
七
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
八
七
号
）

抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
薬
事
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下
「
改
正
法
」
と
い

う
。）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
二
六
年
九
月
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
〇
三
号
）

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
薬
剤
耐
性
ア
シ
ネ
ト
バ
ク
タ
ー
感
染
症
と
診
断
さ
れ
た
患

者
に
係
る
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
十
四
条

第
二
項
の
届
出
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附

則

（
平
成
二
七
年
一
月
二
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
百
十
五
号
）
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る

規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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（
施
行
の
日
＝
平
成
二
七
年
一
月
二
一
日
）

附

則

（
平
成
二
七
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
五
七
号
）

抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
二
七
年
四
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
九
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
二
十
八
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
二
七
年
五
月
一
二
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
〇
一
号
）

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
百
十
五
号
）
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲

げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
施
行
の
日
＝
平
成
二
七
年
五
月
二
一
日
）

（
医
師
の
届
出
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
侵
襲
性
髄
膜
炎
菌
感
染
症
又
は
麻
し
ん
と
診
断
さ
れ
た
患
者
に

係
る
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法

律
第
百
十
四
号
）
第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
の
届
出
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

３

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ

と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附

則

（
平
成
二
七
年
九
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
四
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
二
の
改
正

規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
二
七
年
九
月
二
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
五
〇
号
）

抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利

用
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
番
号
利
用
法
」
と
い
う
。）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
七

年
十
月
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に

定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
六
条
、
第
八
条
か
ら
第
十
条
ま
で
、
第
十
二
条
、
第
十
三
条
、
第
十
五
条
、
第
十

七
条
、
第
十
九
条
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で
及
び
第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
の

規
定

番
号
利
用
法
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八

年
一
月
一
日
）

（
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部

改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
四
条

第
三
十
一
条
に
よ
る
改
正
後
の
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る

医
療
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
二
十
九
条
第
三
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
八
号
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
番
号
利
用
法
整
備
法
」
と
い
う
。）
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
前
の
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
旧
住
民
基
本
台
帳
法
」
と
い
う
。）
第
三
十
条
の
四
十
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
交

付
さ
れ
た
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、
番
号
利
用
法
整
備
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
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よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
旧
住
民
基
本
台
帳
法
第
三
十
条
の
四
十
四
第

九
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
効
力
を
失
う
時
又
は
当
該
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
を
受

け
た
も
の
が
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
る
と
き
の

い
ず
れ
か
早
い
時
ま
で
の
間
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
と
み
な
す
。

附

則

（
平
成
二
八
年
三
月
一
六
日
厚
生
労
働
省
令
第
三
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
二
八
年
三
月
一
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
三
四
号
）

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
輸
出
国
の
政
府
機
関
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
鳥
類
に
属
す
る
動

物
（
指
定
検
疫
物
を
除
く
。）
に
係
る
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医

療
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
三
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
衛
生
証
明
書
の
記
載
事
項

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。



- 59 -

別記様式第一

（平二八厚労令三三・一部改正）
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別記様式第二

（平二八厚労令三三・一部改正）
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別記様式第三

（平一六厚労令一二八・追加）
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別記様式第四

（平19厚労令82・追加）
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別記様式第五

（平19厚労令82・追加）
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別記様式第六

（平19厚労令82・追加）



- 65 -

別記様式第七

（平19厚労令82・追加）
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別記様式第八

（平19厚労令82・追加）
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別記様式第九

（平19厚労令82・追加）
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別記様式第十

（平19厚労令82・追加）
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別記様式第十一

（平19厚労令82・追加）
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別記様式第十二

（平19厚労令82・追加）
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別記様式第十三

（平19厚労令82・追加）
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別記様式第十四

（平19厚労令82・追加）
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別記様式第十五

（平19厚労令82・追加）
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別記様式第十六

（平19厚労令82・追加）
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別記様式第十七

（平19厚労令82・追加）
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別記様式第十八

（平19厚労令82・追加）
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別記様式第十九

（平19厚労令82・追加）
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別表第一（第二十八条及び第三十条関係）

（平一六厚労令一二八・追加、平一七厚労令一二四・一部改正、平成二八年厚労令三四・一部改正）

第一欄（届出動物等） 第二欄（感染症） 第三欄（事項）

一 齧歯目に属する動物 ペスト、狂犬病、サル痘、 一 輸出の際に、狂犬病の臨床症状を示してい

（法第五十四条に規定 腎症候性出血熱、ハンタウ ないこと。

する指定動物（以下 イルス肺症候群、野兎病及 二 過去十二月間に第二欄に定める感染症が発

「指定動物」とい びレプトスピラ症 生していない保管施設（厚生労働大臣が定め

う。）及び次項の第一 る基準に適合するものとして輸出国の政府機

欄に掲げるものを除 関の指定したものに限る。第六項の第三欄に

く。） おいて同じ。）において、出生以来保管されて

いたこと。

二 齧歯目に属する動物 ペスト、狂犬病、サル痘、 一 齧歯目に属する動物が次のいずれにも該当

（指定動物を除く。） 腎症候性出血熱、ハンタウ する保管施設において、他の区域から隔離さ

であって、感染性の疾 イルス肺症候群、野兎病及 れ、当該齧歯目に属する動物以外の動物が存

病の病原体に汚染さ びレプトスピラ症 在しない場所で出生以来保管されていたこ

れ、又は汚染された疑 と。

いのないことが確認さ イ 獣医師その他の関係者から構成される協

れ、動物を介して人に 議会の監督を受けて飼養管理（当該齧歯目

感染するおそれのある に属する動物及びその繁殖、出荷、死亡等

疾病が発生し、又はま に関する情報の管理を含む。ホにおいて同

ん延しないよう衛生的 じ。）及び衛生管理が行われていること。

な状態で管理されてい ロ 動物の侵入を防止するための措置が講じ

るもの（厚生労働大臣 られていること。

が定める材質及び形状 ハ 動物が当該施設に持ち込まれる際に、感

に適合する容器に入れ 染性の疾病の病原体に汚染されていないこ

られているものに限 とについての確認が行われ、動物を介して

る。） 人に感染するおそれのある疾病の病原体の

侵入が防止されていること。

ニ 施設内の動物に対し、感染性の疾病の病

原体の有無に関する検査が定期的に行われ

ていること。

ホ 帳簿を備え付けて当該齧歯目に属する動

物の飼養管理及び衛生管理に関する事項を

記録し、かつ、当該帳簿を保存しているこ

と。

二 出生以来、感染性の疾病の病原体を用いた

実験の用に供されていないこと及び当該実験
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の用に供された動物と接触していないこと。

三 うさぎ目に属する動 狂犬病 一 輸出の際に、狂犬病の臨床症状を示してい

物（家畜伝染病予防法 ないこと。

（昭和二十六年法律第 二 次のいずれかに該当すること。

百六十六号）第三十七 イ 狂犬病の発生していない地域として厚生

条第一項に規定する指 労働大臣の指定する地域（以下この号にお

定検疫物（以下「指定 いて「指定地域」という。）で、過去六月間

検疫物」という。）を 又は出生若しくは捕獲以来保管されていた

除く。第八項及び第九 こと。

項において同じ。） ロ 指定地域以外の地域で、過去十二月間狂

犬病が発生していない保管施設において、

過去十二月間又は出生以来保管されていた

こと。

ハ 指定地域以外の地域で、検疫施設（輸出

国の政府機関の監督を受けて、他の動物と

の直接又は間接の接触のない状態で隔離さ

れた動物群について、必要な期間の観察、

検査及び処置を行う施設をいう。以下この

表において同じ。）において、過去六月間又

は出生以来係留されていたこと。

ニ 指定地域以外の地域から指定地域に輸入

されたもので、当該輸入の際にロ又はハの

いずれかに該当することが確認され、か

つ、当該輸入以来指定地域で保管されてい

たこと。

野兎病 一 輸出の際に、野兎病の臨床症状を示してい

ないこと。

二 過去十二月間野兎病が発生していない保管

施設において、過去十二月間又は出生以来保

管されていたこと。

三 マダニの駆除を受けたこと。

四 検疫施設において、過去十五日間又は出生

以来係留されていたこと。

四 哺乳類に属する動物 狂犬病 前項の第二欄の狂犬病の区分に対応する第三欄

（指定動物、前三項の に定める事項

第一欄に掲げるもの、

狂犬病予防法（昭和二

十五年法律第二百四十
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七号）第二条第一項各

号に掲げるもの及び指

定検疫物を除き、陸生

のものに限る。）

五 鳥類に属する動物 ウエストナイル熱及び高病 一 輸出の際に、ウエストナイル熱及び高病原

（指定検疫物を除 原性鳥インフルエンザ並び 性鳥インフルエンザ並びに低病原性鳥インフ

く。） に低病原性鳥インフルエン ルエンザの臨床症状を示していないこと。

ザ 二 出生以来飼養されていたものにあっては、

日本国が加盟している国際機関が高病原性鳥

インフルエンザ及び低病原性鳥インフルエン

ザの発生していないとする地域のうち厚生労

働大臣が指定する地域（次号において「指定

地域」という。）で、保管施設（蚊の侵入を防

止するための措置が講じられているものに限

る。）において、過去二十一日間又は出生以来

保管されていたこと。

三 出生以来飼養されていたもの以外のものに

あっては、指定地域で、検疫施設（蚊の侵入

を防止するための措置が講じられているもの

に限る。）において、過去二十一日間又は出生

以来係留されていたこと。

六 齧歯目に属する動物 ペスト、サル痘、腎症候性 過去十二月間第二欄に定める感染症が発生して

の死体（次項の第一欄 出血熱、ハンタウイルス肺 いない保管施設において出生以来保管されてい

に掲げるものを除く。 症候群、野兎病及びレプト た齧歯目に属する動物の死体であること。

第三欄において同 スピラ症

じ。）

七 齧歯目に属する動物 ペスト、サル痘、腎症候性 一 輸出の際に、ホルムアルデヒド溶液又はエ

の死体であって、ホル 出血熱、ハンタウイルス肺 タノール溶液のいずれかの溶液中に浸漬し、

ムアルデヒド溶液（濃 症候群、野兎病及びレプト 死体の中心まで当該溶液を浸透させたもので

度が三・五重量パーセ スピラ症 あること。

ント以上のものに限 二 輸出の際に、密封容器（日常の取扱い又は

る。以下同じ。）又は 通常の保存状態において、気体又は微生物の

エタノール溶液（濃度 侵入するおそれのない容器をいう。）に当該溶

が七十重量パーセント 液及び死体が入れられたものであること。

以上のものに限る。以

下同じ。）のいずれか

の溶液中に密封された

もの
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八 うさぎ目に属する動 野兎病 第三項の第二欄の野兎病の区分に対応する第三

物の死体（次項の第一 欄第二号から第四号までのいずれにも該当する

欄に掲げるものを除 うさぎ目に属する動物の死体であること。

く。第三欄において同

じ。）

九 うさぎ目に属する動 野兎病 第七項の第三欄に定める事項

物の死体であって、ホ

ルムアルデヒド溶液又

はエタノール溶液のい

ずれかの溶液中に密封

されたもの

別表第二（第二十九条関係）

（平一六厚労令一二八・追加、平一七厚労令一二四・平二七厚労令一四七・一部改正）

届出動物等の到着地 検疫所の名称

北海道（新千歳空港を除く。） 小樽検疫所

北海道（新千歳空港に限る。） 小樽検疫所千歳空港検疫所支所

青森県 岩手県 宮城県（仙台空港を除く。） 秋田県 山形県 仙台検疫所

福島県

宮城県（仙台空港に限る。） 仙台検疫所仙台空港検疫所支所

千葉県（成田国際空港に限る。） 成田空港検疫所

茨城県 東京都（東京国際空港を除く。） 長野県 東京検疫所

千葉県（成田国際空港を除く。） 東京検疫所千葉検疫所支所

東京都（東京国際空港に限る。） 東京検疫所東京空港検疫所支所

神奈川県（川崎港に限る。） 東京検疫所川崎検疫所支所

神奈川県（川崎港を除く。） 横浜検疫所

新潟県 富山県 石川県 新潟検疫所

愛知県（中部国際空港を除く。） 名古屋検疫所

静岡県 名古屋検疫所清水検疫所支所

愛知県（中部国際空港に限る。） 名古屋検疫所中部空港検疫所支所

三重県 和歌山県（新宮港及び勝浦港に限る。） 名古屋検疫所四日市検疫所支所

福井県 京都府 大阪府（関西国際空港を除く。） 和歌山県 大阪検疫所

（新宮港及び勝浦港を除く。）

大阪府（関西国際空港に限る。） 関西空港検疫所

兵庫県 神戸検疫所

鳥取県 島根県 岡山県 広島県（広島空港を除く。） 山口県 広島検疫所

（関門港を除く。） 徳島県 香川県 愛媛県 高知県

広島県（広島空港に限る。） 広島検疫所広島空港検疫所支所

福岡県（関門港、苅田港、北九州空港及び福岡空港を除く。） 福岡検疫所
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佐賀県（伊万里港を除く。） 長崎県（佐世保港、松浦港、長崎

港、三重式見港、松島港及び長崎空港を除く。） 熊本県（水俣

港及び八代港を除く。） 大分県 宮崎県

山口県（関門港に限る。） 福岡県（関門港、苅田港及び北九州 福岡検疫所門司検疫所支所

空港に限る。）

福岡県（福岡空港に限る。） 福岡検疫所福岡空港検疫所支所

佐賀県（伊万里港に限る。） 長崎県（佐世保港、松浦港、長崎 福岡検疫所長崎検疫所支所

港、三重式見港、松島港及び長崎空港に限る。）

熊本県（水俣港及び八代港に限る。） 鹿児島県 福岡検疫所鹿児島検疫所支所

沖縄県（那覇空港を除く。） 那覇検疫所

沖縄県（那覇空港に限る。） 那覇検疫所那覇空港検疫所支所


